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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ




　聞こえてきたのは荒あらい息に交じった切なげな声だった。

　獣けもののような息いき遣づかいと、肉を打つ音。それらに被かぶるようにその声は、藤ふじ崎さき亨とおるの耳に届いた。

　濁だく流りゆうのように流れ出す自身の感情の全すべてをぶつけるような声。自制という箍たがを吹ふき飛ばしてしまった心の叫さけびを聞きながら、藤崎は拳こぶしを握にぎり締しめ目を閉とざした。

　背に覆おおい被さった大きな体が動くたびに、頭の中が真っ白になっていく。それが痛みなのか快感なのか、もうわからなかった。体に楔くさびを突つき入れられた瞬しゆん間かんの激痛も今は消え失うせ、それが肉にく壁へきを擦こする感覚だけが伝わってくる。

　直腸の奥深くまで入り込んでは引き出されていく男の猛たけり。それに中を抉えぐられるたびに、藤崎は自分の矜きよう持じが少しずつ削けずられていくように感じた。

　男に──同性に性の対象として体を弄もてあそばれる屈くつ辱じよくと恥ち辱じよく。だが、理性とは裏腹に、体は快楽に溺おぼれようとした。男のものが体を出入りするのに同調して唇くちびるから甘い声が漏もれ出す。それが自分の声だと気づいても、藤崎にはどうすることもできなかった。

「あっ……は……うあっ……あっ……」

　愉ゆ悦えつに打ち震ふるえる自分自身の喘あえぎ声が耳に届き、藤崎は唇を嚙かみしめる。だが、漏れ出す喘ぎ声を必死で抑おさえていると、男はそれすらも許さないとばかりに新たな刺し激げきを藤崎の体に叩たたき込んだ。

　腰こしを抱だいていた手をそのまま股こ間かんへと下ろし、藤崎のものにゆるりと指を絡からませる。先走りを溢あふれさせる先せん端たんを指の腹で撫なで回した男は、そこに軽く爪つめを立てた。

「ひっ……あっ……」

　まるで指先をねじ込むように鈴すず口ぐちを広げられ、藤崎は体を硬こう直ちよくさせた。痛みはなかったが、そこを裂さかれるかもしれないという本能的な恐きよう怖ふを感じた。慌あわてて腰を引くと、秘所を穿うがっていた男のものが奥に向かってずるりと入り込んでいく。蕩とろけ始めた中を擦るものの大きさがよりリアルに伝わり、藤崎は悲鳴のような嬌きよう声せいを上げた。

　やがて下腹部が尻しりにぴたりとつくほど奥まで挿そう入にゆうを果たすと、男が藤崎の背後でふっと息を吐はき出した。

「藤崎……」

　熱っぽい声が耳じ朶だをくすぐり、頭の中がじんと痺しびれてくる。声と同時に熟うれた直腸を楔が激しく出入りし、藤崎は小さく喉のどを鳴らした。前と後ろを同時に嬲なぶられ、膝ひざががくがくと震え始める。

「い……嫌いやだ……」

　嫌だと繰くり返しつつも、中を抉られるたびに得体の知れない何かが体の奥から湧わき出した。奥を突き上げられる疼とう痛つうが、痛み以外の何かに変わっていく。じわりじわりと滲にじみ出していたそれは、やがて大きなうねりとなって藤崎の理性を吞のみ込んだ。

「はぁ……あっ……うああっ！」

　訪おとずれたのは、何もかもを奪うばい去るような強きよう烈れつな快感だった。その瞬間を待っていたかのように、緩ゆるんだ中を楔が突き上げ、搔かき回していく。楔の形をしたそれに粘ねん膜まくごと引きずり出されそうな錯さつ覚かくを覚え、藤崎は背をのけぞらせて悲鳴を上げた。

「ひ……ああっ！」

　痛みではなかった。むしろ、男を受け入れている結合部から体が溶とけてしまいそうだった。

　弾だん力りよくのある亀き頭とうが肉壁を押すたびに、体が跳はね上がるような快感が駆かけ抜ぬける。淫みだらに喘ぎそうになるのを必死で抑えていると、男は藤崎の最後の羞しゆう恥ち心しんをはぎ取るように激しく腰を叩きつけた。

　ぐちゅぐちゅと粘液が絡まるような音を立てて、男のものが直腸を往復する。その音が耳に届くたびに、藤崎は激しく首を横に振ふった。

「い……嫌だ……ああっ……嫌だ……嫌……あぁっ……」

　だが、どれだけ否定しても与あたえられる肉の愉悦に、若い体は簡単に暴走を始めた。射精をしているわけではないのに、神経を焼くような快感だけが何度も訪れる。半ばまで勃たち上がっている藤崎のものの先端からは、溢れ出した先走りが糸のように垂れ下がりシーツのあちこちを汚よごしていた。

「もう……やめてくれ……頼たのむ……」

　過ぎた快感は既すでに苦痛でしかない。身を捩よじって男の手から逃のがれようとしたが、それもあっけなく封ふうじられた。逃にげようとする藤崎の腰を引きずり寄せた男が、抜け落ちそうになっていた楔を再び奥へと突き入れる。硬かたい楔に肉壁を擦り上げられ、藤崎は悲鳴とともに喉をのけぞらせた。

「う……あぁっ……！」

　声と同時に、藤崎のものの先端から白はく濁だくしたものがどろりと溢れ出す。まるで押し出されるように溢れた精液は、糸を引きながらシーツにこぼれ落ちると、そこかしこに小さなしみを作っていった。

「あ……あ……ぁ……は……あぁ……」

　大きく張り出したカリを肉にく襞ひだに引っかけながら、男は藤崎を執しつ拗ように責め続ける。そして、藤崎の体もまた、与えられる次の絶頂を求めてじくじくと疼うずき続けた。

　終わりの見えない快感が絶え間なく体を責め苛さいなむ。激しい愛あい撫ぶを受け入れ、それに溺れる自分自身に藤崎は恐怖すら感じた。

　同性に抱かれて喘ぎ、悶もだえ、嬌声を上げて果てる自分。拒きよ絶ぜつしながらも体は本能のままに愉悦を求めて男を受け入れようとする。自分の中にある醜しゆう悪あくなものを無理やり引きずり出されたような気がし、藤崎は拳を握り締めた。

　違ちがう。俺は同性愛者ではない──。

　そう心の中で叫び、自分の中の劣れつ情じようを否定した。だが、どれだけ理性が否定しても、体が、本心がその否定を拒こばむ。

　違う。俺は違う──！

　何度も自分に言い聞かせながら後ろを振り返ると、体を押さえ込んでいる男と目が合った。

　それは獲え物ものを貪むさぼる肉にく食しよく獣じゆうの目だった。恐おそろしいまでに残ざん酷こくで、傲ごう慢まんな瞳ひとみ。初めて見た男のそんな鋭するどい眼まな差ざしに、藤崎は恐怖で体が震えてくるのを感じた。

　冷静な男だと思っていた。寡か黙もくだが頼たよりがいがあり、同期の誰だれよりも大人を感じさせたはずのその男が、自分を貶おとしめ、陵りよう辱じよくの限りを尽つくしている。

「玖く……珂が……」

　藤崎の呼びかけに男は何も答えない。

「玖珂……」

　もう一度名を呼ぶと、男は──玖珂仁ひと志しは無言で藤崎の肩かたに額を押し当てた。

「玖珂……頼む……もう……」

「藤崎──」

　ふいに玖珂が藤崎の耳朶に何かを呟つぶやく。だが、絞しぼり出すように紡つむぎ出された言葉の続きは、再開された激しい行こう為いにかき消された。

　一いつ旦たん引き出したものを奥深くへと突き込まれ、藤崎は悲鳴とともに体を跳ね上げた。

「い……嫌だ……ああっ……玖珂っ……く……が……あ……あぁっ」

　奥を突き上げられる痛みが一瞬で身もだえるような快感になる。悲鳴は嬌声になり、やがて絶頂への咆ほう哮こうへと変わっていった。

　獣じみた荒い息と喘ぎ声が絶え間なく部屋に響ひびく。それは自分の声だったのだろうか。それとも玖珂の声だったのだろうか。だが、その声すらもう遠くにあった。

　快楽が与える忘我の境地に、音が消え、視界がぼやけていく。

　それは決別の瞬間でもあった。

　頼りがいのある同期だと思っていた。どこに配属されようとも、いい友人として一生付き合っていける存在になるだろうと、そう信じていた。

　おそらくこれが一いつ緒しよに過ごす最後になるだろう冬の夜、藤崎は玖珂という友を失い、玖珂もまた藤崎という大切な存在を失った。
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　朝、八時半。始業開始時刻から十五分ほど過ぎた頃ころだった。班の先せん輩ぱいたちに茶を配っていた藤崎亨は、捜そう査さ一課の刑けい事じ部屋に入ってきた男を見上げてあんぐりと口を開いた。

「おいおい、何だ、あのでかい野や郎ろうは」

「機マ動ル隊キと間ま違ちがってんじゃねえのか」

　藤崎と同じ捜査一課四係の捜査員である細ほそ川かわと宮みや島じまが、段ボール箱を抱かかえたその男を見上げながらそう呟いている。

　百九十センチ近い長身。見る者を威い圧あつするような鋭い眼光。眉み間けんに刻まれた深い皺しわ。不ふ機き嫌げんそうに引き結ばれた薄うすい唇くちびる。そこそこ整った容姿にもかかわらず、男の第一印象は『ふてぶてしい野郎』の一言に尽きた。

　男が両手で抱えている段ボール箱は、家宅捜そう索さくなどの際に押収物を入れる時によく使われるもので適度な大きさがある。だが、大おお柄がらなその男が持っているというだけで段ボール箱が通常よりも一回りほど小さく見えた。

　机がずらりと並ぶ刑事部屋の一角に突とつ如じよとして現れた小高い山。四係以外の捜査員たちも、この長身の若い男に興味深げな視線を送っている。だが、藤崎の驚おどろきの理由は男の見上げるほどの長身でもなければ、威圧的な鋭い目つきでもなかった。

　まさかという思いと、なぜという思い。さまざまな思いが藤崎の中で錯さく綜そうする。

　警察学校を出てしまえばもう会うことはないだろうと思っていた。いや、二度と会いたくなかったと言ったほうが正しいかもしれない。顔も見たくなければ声も聞きたくない。そう思っていた人物が目の前にいる。

　どうしておまえがここにいるんだ──！

　思わずそう叫さけびそうになったところで、四係の係長である天あま野のが言った。

「今日付でウチに配属になった玖珂だ。よろしく頼む」

　天野のいたって簡単な紹しよう介かいが終わると同時に、男は段ボール箱を抱えたまま「玖珂仁志です」と不機嫌そうな顔でぺこりと頭を下げた。

　今回の人事異動で巡じゆん査さ部長に昇しよう進しんした男が目め黒ぐろ中なか警察署から転勤してくる。その話は少し前に天野から四係の捜査員全員に伝えられていた。

　天野が目黒中署の刑事課からスカウトしてきたという男は、昨年の全国剣けん道どう大会で優勝をした猛も者さとのことだった。警護課からも声がかかっていたそうだが、警務部に掛かけ合って強ごう引いんに捜査一課に呼び寄せたのだと天野は自じ慢まんそうに話していた。

　藤崎が巡査部長に昇進し、念願の捜査一課に配属されて半年が経たつ。今まで係の中で自分が一番の下っ端ぱだったが、ようやくできる後輩という存在に少しばかり期待に胸を膨ふくらませていた。

　新しく配属されてくる後輩はどんな奴やつだろうか。歳としは自分よりも下だろうか。いや、自分は思いのほか早くに巡査部長になった。だから配属されてくる巡査部長はもしかすると年上かもしれない。捜査において何かとペアを組む相手になるだろうから気が合う奴だったらいい。そんなことを思いながら藤崎は今日という人事異動の日を待っていた。

　なのに──。

「藤崎」

　盆ぼんを片手に呆ぼう然ぜんとしていた藤崎を、ふいに天野が呼んだ。

「え？　あ、はい」

「おまえ、玖珂と警察学校の同期なんだってな」

　天野の言葉に、先輩捜査員たちが「そうなのか？」といった視線を向けてくる。事実は否定のしようもなく、藤崎は渋しぶ々しぶといった顔で頷うなずいた。

「同じ教場だったそうじゃないか」

「はあ、まぁ……」

　別に好きで同じ教場にいたわけではない。自動的に同じ教場に振ふり分けられ、自動的に隣となりの部屋を割り当てられた。もしもあの時全く別の教場に入れられていたならば、あんなことは起こらなかったのだ。

　あんなこと──。

　思い出したくもないそれをまざまざと思い出し、藤崎は思わず眉間に皺を寄せた。盆を握にぎり締しめ、天野の横に立っている玖珂を睨にらみつける。

　この強ごう姦かん野郎。平然とした面つらで俺の前に現れやがって──。

　だが、そんな藤崎の心の呟きを知ることなく天野は何かを納なつ得とくしたように頷き、にやりと笑えみを浮うかべた。

「同期のよしみだ。玖珂はおまえに任せる」

「は？」

「今日からおまえの相棒だ。面めん倒どうを見てやれ」

「はあっ？」

　どうして俺がと喉のどまで出かかった言葉を飲み込み、藤崎は唇を引き結ぶ。

　先日まで藤崎と捜査のペアを組んでいた大おお和わ田だ巡査部長は、警部補に昇進するとともに新しん小こ岩いわ署の刑事課へ転勤となった。大和田は所しよ轄かつ署しよから捜査一課にやってきた新米の藤崎に、難事件捜査のいろはを一から教えてくれたベテラン刑事だった。藤崎が最も尊敬する警察官でもある。

「おまえももう巡査部長なんだからな。後輩をちゃんと育てろよ」

　そう言って大和田は大規模所轄署刑事課の係長として栄転していった。

　大和田の言葉通り、自分も後輩にとってよき先輩であろう。そう思っていた藤崎だったが、大和田と入れ替かわりに配属されてきたのがまさか玖珂仁志だとは、青天の霹へき靂れきもいいところだ。

　藤崎の隣の机をあてがわれた玖珂は、持っていた段ボール箱をそこに置くと、ちらりと藤崎に視線を向けてきた。

「よろしく頼たのむ」

　ぽつりとそう言った玖珂に、藤崎は視線を床ゆかに落としたまま「ああ」と言った。

　何かを言わなければと思ったが、気の利きいた言葉はおろか、罵ば倒とうの言葉すら思い浮かばなかった。それほど頭の中が混乱していた。

　呆然とする藤崎を横目に、玖珂は机の引き出しを開いて段ボール箱から出した私物を放りこんでいる。

（今日からおまえの相棒だ）

　玖珂の横顔を眺ながめていた藤崎は、先ほどの天野の言葉を思い出し、唇を嚙かみしめた。

　どうしてと、藤崎は心の中で呟つぶやく。どうしておまえなんだと──。

　動どう揺ようを隠かくせない自分に対し、平然としている玖珂に腹立たしささえ感じる。それと同時にえも言われぬ恐きよう怖ふを感じ、藤崎は盆を握り締めた。

　六年前の冬の日のことを忘れたとは言わせない。自分の矜きよう持じを、尊厳を、何もかもを奪うばい取ったあの日のことを忘れたなどと絶対に言わせない。

　俺は絶対におまえを許さない。

　そんな藤崎の思いを知ることなく、玖珂は黙々と自分の荷物を整理している。それに背を向けた藤崎は、足早に刑事部屋を後にした。
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　盆を給湯室に戻もどした藤崎は、刑事部屋には戻らず自じ動どう販はん売ばい機きが置いてある階段の片かた隅すみへと向かった。

　壁かべ際ぎわに置かれたベンチに腰こしを下ろし、大きなため息をつく。

「どうしてなんだよ……」

　思わずそう呟いた藤崎は、眼鏡めがねを外すと、受け入れがたい現実にげんなりと天てん井じようを仰あおいだ。

　玖珂と出会ったのは今から六年前、警察学校の入校式の日だった。

　警察官採用試験に合格した者は、採用予定名めい簿ぼに名前が載のり、順次警察学校に入校する。それらの中でも成績が優ゆう秀しゆうだった者は『春一』と呼ばれ、春一番で警察学校に入校するのだが、残念ながら藤崎はその『春一』には入れなかった。だが、同じ年の秋に入校手続きの案内が届き、晴れて警察学校入校の運びとなった。

　入校式の日の朝、略礼服を身につけた藤崎は、教練の前にある『川かわ路じ広場』で玖珂に出会った。

　日本警察の父と呼ばれる川路大警視の銅像をじっと睨み上げている強こわ面もての大男。それが玖珂仁志だった。

　その時の玖珂が何を思い、何を考えて銅像を睨んでいたのかわからない。難しい顔をして銅像を睨む大男を皆みんなが遠巻きに見ていた中、藤崎は何となくその姿が気になって声をかけた。

「大警視にガン飛ばしてんのか？」

　そう笑いながら話しかけた藤崎に、玖珂は驚おどろいたような目を向けた。そして、玖珂の瞳ひとみの色に藤崎は釘くぎ付づけになった。　>>>♥

　それは不思議な色の瞳だった。日本人には珍めずらしく虹こう彩さいが緑色にも淡あわい茶色にも見える色で、彫ほりの深い顔立ちによく似合っている。見上げるほどの長身ということもあり、西洋の血が入っているのかと思って尋たずねると、生きつ粋すいの日本人だという返事があった。どうやら中国地方や九州地方に時折こういう虹彩の瞳を持つ者がいるらしい。

「出身そっちなのか？」

「ああ。鹿か児ご島しまだ」

「何だ、川路大警視と同じか」

　そう言った藤崎に、玖珂は無言で頷く。

　口数の少ない男だと思った。大きな体に凄すごみのある顔。ただ立っているだけでも威い圧あつ感があるのに、それに加えてこう無口で無愛想とくれば、いろいろ誤解を受けやすいだろう。事実、入校式前の説明会の時から、玖珂は良い意味でも悪い意味でも目立っていた。

「玖珂、だったよな？」

「ああ」

「俺、藤崎。同じ教場だ。これからよろしくな」

　そう言って差し出した手を、呆然と見下ろす玖珂に藤崎は困った。仕方なく無骨で大きな手を取ると、玖珂が驚きよう愕がくにも似た表情を向けた。淡たん褐かつ色しよくの瞳を驚きの形に見開いた玖珂を見上げ、藤崎は笑いながら言った。

「おまえのその目の色、すごくきれいだな。俺、好きだよ」

　素す直なおな感想のつもりだったが、そう言った藤崎をその時の玖珂は心の底から面めん食くらったような顔をして見ていた。

　玖珂とは何かの縁えんでもあったのだろうか、寮りようの部屋も隣同士になった。

　警察学校に入校すると、六ヶ月もしくは十ヶ月の初任科教養という教育を受けることになる。大学を卒業した者は六ヶ月間の初任科教育を受けるのだが、そのクラスを『教場』といい、各教場の教官の名が教場に冠かんせられて『○○教場』などと呼ばれる。

　藤崎と玖珂は、教官の中でも特に厳しいと言われている竹たけ井い警部補の教場に組み込まれた。

　そうして初任科教育が始まったが、がんじがらめの寮生活や厳しい訓練に耐たえきれず、教場の仲間がひとり、ふたりと脱だつ落らくしていく。何より所轄署での実務研修で警察現場の実状を目まの当たりにした後などは、ごっそりと人がいなくなっていた。

　そうして櫛くしの歯がこぼれていくように脱落者が去って行く中、玖珂は竹井教場の教場長として残った仲間を引っ張っていた。

　玖珂は無口で無愛想だが、口が堅かたく頼たよりがいのある男だった。皆が玖珂に相談を持ちかけ、頼り、そして慕したう。むろん藤崎もそのうちの一人だった。

　成績優秀で教場の仲間に慕われ、教官にも覚えのめでたい玖珂を羨うらやむことがなかったとは言わない。だが、それ以上に玖珂というひとりの人間に惹ひかれていた。

　こうして六ヶ月の厳しい初任科教育を終えて卒業を控ひかえた夜、ことは起こった。

　週が明ければ卒業となり、藤崎たちは所轄警察署に配属されることになる。同じ建屋で過ごすのもこれが最後になるだろうと思った藤崎は、消灯までの自由時間に玖珂を自分の部屋に誘さそった。

　部屋で酒盛りができるわけではなかったが、ここで苦楽をともにした仲間である玖珂と、最後にゆっくりと話をしたいと思った。

　ペットボトルの茶を飲みながら、たわいもない話で盛り上がった。所轄署での実務研修の際、互たがいに繁はん華か街がいを抱かかえる所轄署を希望したため共感する部分が多かったからかもしれない。

　藤崎が自分の目標は捜そう査さ一課のＳ１Ｓの赤バッジを付けることだと告げると、玖珂は自分の目標は警護課のＳＰバッジだと言った。数年後に再会した時が楽しみだと語り合い、それで終わるはずの夜だった。だが、それは藤崎が玖珂を友と呼んだ最後の夜となってしまった。

　消灯時刻が過ぎた頃ころ、部屋のドアがノックされ、藤崎は首を傾かしげた。こんな時間に誰だれだろうと思いつつドアを開けると、そこにいたのは玖珂だった。

　消灯時刻以降にうろうろ出歩いているところを見つかりでもしたら、ただではすまないことくらい百も承知だろう。いったいなぜこんな時間にと思いつつ、玖珂を部屋に招き入れたが、それが全すべての始まりであり終わりだった。

　部屋に入った玖珂は、何やら思い詰つめたような顔をしていた。

　どうしたんだと尋ねた藤崎をじっと見つめた直後、玖珂は暴挙に出た。

　それは突とつ然ぜんのことだった。無言のまま藤崎を押し倒たおした玖珂は、そのまま藤崎をベッドに押さえつけた。

　一いつ瞬しゆん何が起きたのかわからないまま体を押さえ込まれた藤崎は、馬乗りになっている玖珂を呆ぼう然ぜんと見上げた。その時の玖珂の目を、六年経たった今も忘れたことがない。

　その目を初めて怖こわいと思った。あれほどきれいだと思っていた淡褐色の瞳が、炎ほのおのように燃えさかっているようにさえ見えた。それは溢あふれ出す自身の感情を制せい御ぎよできなくなってしまった者の目だった。

　どうしたんだと尋ねようとした時、玖珂の唇くちびるが首筋に押しつけられた。その瞬間、藤崎は自分の身に何が起きようとしているのか理解した。

　やめろと叫さけんだ声は、激しい口づけに遮さえぎられた。抵てい抗こうしようにも、人一倍大おお柄がらな玖珂の前に、何ができたと言うのだろうか。

　結局抵抗らしい抵抗もできず、無理やり服をはぎ取られた。俯うつぶせに転がされ、腰をすくい上げられた直後に、あり得ない場所にあり得ない激痛が走る。体を引き裂さかれるような痛みに、藤崎は悲鳴を上げた。

　だが、体の痛みより、心の痛みの方がずっと大きかったように思う。

　そこから先はただ玖珂に翻ほん弄ろうされ続けた。

　玖珂のものを体の奥に突つき入れられる痛みと苦しみ。だが、その痛みを凌りよう駕がする快感が藤崎の心と体を苛さいなんだ。

　行こう為いを終え、部屋を去る時に玖珂が謝罪の言葉を口にしたが、それを受け入れる余よ裕ゆうなど藤崎には皆かい無むだった。

　しんと静まり返った部屋で、玖珂と自分自身が吐はき出した精液にまみれた体を丸め、藤崎は泣いた。自分の尊厳をはぎ取った玖珂を一生許さないと心に誓ちかった。

　そうして週が明け、卒業式の日を迎むかえたが、藤崎は玖珂の顔を見ることなく警察学校を後にした。それが玖珂との最後だった。

「どうしてだよ……」

　ベンチに背をもたれさせたまま、藤崎はまた同じ言葉を呟つぶやいた。

「どうしておまえともう一度会わなきゃならないんだよ……」

　できることなら二度と会いたくなかった。同じ警察という組織にいる以上、顔を合わせる機会はいずれ訪おとずれただろう。だが、どうしてこんなにも早く再会しなければならないのだろうか。せめてもう少し年月が経っていれば、心の整理もできていただろうに。

　玖珂が同じ課に配属された以上、嫌いやでも毎日顔を見ながら過ごさなければならない。玖珂が、あるいは藤崎がどこかに異動になるまでこれは続く。

　自分を貶おとしめた相手の顔を毎日眺ながめて過ごさなければならないなど、いったい何の拷ごう問もんなんだと、藤崎は唇を嚙かみしめた。

　玖珂への憎にくしみはもちろんあるが、それ以上にあるのは恐きよう怖ふだった。

　犯おかされることによって体の中に植え込まれた、『男』というものに対する本能的な恐怖。図はからずも再会してしまった今日、それを玖珂に感じた。玖珂が側にいるだけで、六年前を思い出して体が震ふるえだした。

「どうして……どうしてなんだよ……」

　どうしてと何度も同じ言葉を繰くり返し、藤崎は髪かみをかきむしる。

　いくら嘆なげいたところで何が変わるわけでもない。これから玖珂と過ごさねばならない沈ちん鬱うつな日々を想像した藤崎は、心の中に暗雲が垂れこめていくのを感じずにはいられなかった。
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　捜査一課四係に配属された玖珂は、新米なりに遠えん慮りよしつつもきちんと与あたえられた仕事をこなしていた。

　体の線が細く柔にゆう和わな面おも立だちの藤崎とは違ちがい、大柄で強こわ面もての玖珂は黙だまって座ってさえいても貫かん禄ろくがある。体格がいいせいか、警察学校にいたころから目立つ存在ではあったが、今の玖珂はそれに警察官独特の凄すごみのようなものが加わっていた。

　六年の間に、玖珂は刑けい事じと呼ぶにふさわしい男になっている。それに比べ自分はどうしてこうなのだろうと藤崎は自己嫌けん悪おした。

　身長もさして低いわけではないのだが、あまり肩かた幅はばが広くないせいかどうしても小柄に見えてしまう。それだけならともかく、どうしようもないのが生来の子供っぽい顔立ちだった。

　来年の二月になれば二十九歳になるのだが、藤崎の柔和な面立ちは、スーツを着ていてさえ大学生に見えてしまう。制服を着て交番勤務をしていた時はそうでもなかったが、私服となった今、とてもではないが凶きよう悪あく事件を担当する捜査一課の刑事などには見えなかった。

　書類仕事のせいで視力が悪くなってきていたこともあり、少しでも童顔を隠かくせるかと思って眼鏡をかけてみたものの、これもあまり効果があったと思えない。捜査の現場は実力主義だなどと言われるが、案外そうでもないことを藤崎は捜査本部に赴おもむくたびに嫌と言うほど思い知らされた。

　人は見かけの第一印象で人を判断する。

　この童顔が災いして、他ほかの捜査員の藤崎に対する評価はいつまで経っても『使い物にならない若造』だった。

　そこにやってきたのが、長身強面の玖珂だ。

　落ち着いた物言いと、堂々たる雰ふん囲い気き。そして、見かけによらず細かいところに気がつく玖珂は、案の定、先せん輩ぱい捜査員たちや捜査本部での評価が高かった。

　先日赴いた捜査本部でもやはりそうで、玖珂と一いつ緒しよに聞き込みをしていた所しよ轄かつ署しよのベテラン捜査員は、現場での玖珂を褒ほめちぎっていた。

　黙って立っているだけで迫はく力りよくのある玖珂と、若造にしか見えない童顔の自分。何より、後輩にあたるはずの玖珂が、自分よりベテラン捜査員に見えることが、藤崎の自尊心を少なからず傷つけた。

　玖珂への羨せん望ぼうは何も今に始まったことではない。警察学校にいた頃から、玖珂は全てにおいて藤崎より数歩前にいた。

　剣けん道どうや逮たい捕ほ術、射しや撃げきなどの術科はもちろん、刑けい法ほうや英会話などの座学も玖珂は常に上位におり、藤崎はいつも玖珂の背中ばかりを見てきた。

　自分と玖珂とでは端はなからできが違うのだ。そう自分に言い聞かせてみるものの、玖珂に対する劣れつ等とう感はどうしてもぬぐえない。そして、その気持ちはあの寒い日の夜、決定的なものとなって藤崎の心の中に植え込まれた。

　警察学校卒業と同時に玖珂という大きな壁かべが目の前から消えてなくなり、藤崎の中にあった劣等感はなりをひそめていた。だが、玖珂が同じ捜そう査さ一課に配属された瞬間、その感情が一気溢れだした。

　皆みんなの評価が高い玖珂への羨望と、その玖珂と比べられることの辛つらさ。その感情は日に日に藤崎の中で大きくなっていく。やがてそれは嫉しつ妬とという名の澱おりとなって、藤崎の心の中にずっしりと沈ちん殿でんしていった。

　そうして玖珂が配属されてから二週間ほど経ったある日、麻あざ布ぶ東ひがし警察署から事件発生の一報が入った。

　今朝十時過ぎ、麻あざ布ぶ十じゆう番ばん近くにある雑居ビルの階段踊おどり場で男性の変死体が発見された。酔よって階段から転落した事故と思われるが、事件の可能性も考えられる。現在、所轄署の捜査員が周辺の聞き込みを行っているが、念のため捜査の応おう援えんを願いたい。おおむねそんな内容の要よう請せいだった。

　捜査一課長から事件の概がい要ようを聞かされた四係の天野は、すぐさま係の捜査員三名を現地へと派は遣けんした。




　　　　＊＊＊




　現場へ急行する捜査車両の助手席に座った藤崎は、フロントガラスの向こう側に見える車列をじっと睨にらみ据すえていた。

　運転席にはハンドルを握にぎる玖珂、後部座席には班長である細川が苦い顔をして座っている。警察無線からの音声がひっきりなしに流れてくる中、リアシートに背をもたれさせた細川がふいに大きなため息をついた。

「何で俺一人でヒヨコどものおもりをしなきゃなんねぇんだよ……」

　窓の外を眺めながら、細川がうんざりとそうぼやく。

『ヒヨコども』という雑言は間違いなく自分たちを指しているが、藤崎には細川がぼやきたくなる気持ちが少しばかりわかるような気がした。

　運転席には先日配属されてきたばかりの玖珂。助手席には巡じゆん査さ部長になったばかりでまだまだ捜査員としては新米の自分。刑事畑で十数年揉もまれてきた細川にとっては、どちらも頭どころか尻しりにもタマゴのカラをつけたままのヒヨコ同然なのだろう。そして、気の毒なことに細川はそのヒヨコペアの監かん督とく指導を係長である天野から言い渡わたされた。

「かわいいヒヨコたちだ。班長として責任もって後輩を育てろよ」

　笑いながらそう言った天野の顔を思い出しでもしたのだろうか、ミラーに映る細川が苦々しげに眉まゆを寄せた。

「なぁにがかわいいヒヨコだよ。あんなでかいヒヨコがいてたまるかってんだ」

　藤崎はともかく、玖珂などダチョウのヒヨコじゃないかとぼやき、細川はため息をつく。

　そんな細川をミラー越ごしに眺めながら、藤崎もまたひっそりとため息をついた。

　細川がぼやきたくなるのはわかるが、別に藤崎とて好きで玖珂と行動を共にしているわけではなかった。天野の命令で仕方なく玖珂の面めん倒どうを見ているが、正直なところこうして隣となりに座っているのも嫌なくらいだ。

　細川にダチョウのヒヨコと言われた玖珂は、無む駄だ口ぐち一つきかず黙もく々もくとハンドルを握っている。それをちらりと覗のぞき見た藤崎は、げんなりと肩かたを落とし、玖珂から目を逸そらした。

　濃のう紺こんのスーツをすっきりと着こなした玖珂は、同性の目から見ても羨うらやましいほど立派な体たい軀くの持ち主だった。

　見上げるほどの長身もさることながら、がっしりとした体は服の上からでも充じゆう分ぶんすぎるほど見て取れる。そして、服に隠された玖珂の体がどんな風なのか、藤崎は嫌と言うほど知っていた。

　隆りゆう々りゆうと盛り上がった肩や腕うでの筋肉。厚い胸むな板いた。引き締しまった背中と腰こし。そして──。

　警察学校の浴室で何度も見た玖珂の裸はだかをふいに思い出し、藤崎は思わず目を泳がせた。

　玖珂の裸ら体たいを想像したとたん、六年前の夜のことが脳のう裏りによみがえる。どれだけ忘れようと思っていても、玖珂の存在を近くに感じるとあの夜を思い出し、心がざわざわと揺ゆれた。

　体の奥深くに刻みつけられた痛み。そして快感。押さえ込まれ、無理やり犯おかされた夜を、まるで昨日のことのように思い出す。忌いまわしい記き憶おくであるにもかかわらず、なぜかそれを思い出すたびに体の芯しんが熱くなった。

　玖珂のものの大きさを、硬かたさを、激しさを体が覚えている。それに与えられた強きよう烈れつな快感を本能が覚えている。玖珂が同じ係に配属されてからというもの、眠ねむろうとすると、それらの記憶に体がじくじくと疼うずいた。疼くだけならまだしも、昨日の夜にいたっては玖珂に抱だかれる夢まで見た。

　夢の中の玖珂は藤崎を激しく抱いていた。貪むさぼるような口づけと、官能的な愛あい撫ぶ。体の中を玖珂のもので搔かき回され、快感に打ち震ふるえながら嬌きよう声せいを上げて果てた。驚おどろいて目を覚ますと、夢と同じように射精してしまっていた。

　汚よごれた下着を着き替がえながら、藤崎は玖珂を相手に夢精をしてしまった自分に心の底から落ち込んだ。どうしてあんな夢を見てしまったのか、自分で自分がわからなかった。

　確かに玖珂とは毎日顔をつきあわせている。刑事部屋では隣同士の机で、捜査にかり出される際も係長である天野に玖珂の面倒を見るよう言い渡されているため、逃にげようがない。

　毎日見る玖珂の顔。聞こえてくる声やため息。そして時折ふわりと漂ただよう不思議な香かおり。あんな夢を見てしまったのは、こうして玖珂の存在を嫌いやでも間近に感じながら仕事をしているせいなのだろうか。

　知らず知らずのうちにまたため息をついていたのだろう、ハンドルを握っている玖珂が視線だけを向けてきた。

「どうかしたのか」

「え？」

「さっきからため息ばかりついてるだろう」

　玖珂の言葉に、藤崎は思わず眉み間けんに皺しわを寄せた。ため息の原因はおまえだと言いたい気持ちをぐっと堪こらえ、「なんでもない」とそっぽを向く。だが、そんな藤崎に向かって玖珂が前を向いたまま言った。

「目の下に隈くまができているし、寝ね不ぶ足そくなんじゃないのか？　何なら現場に着くまで寝ていてもかまわないぞ」

　おそらく玖珂は心配してそう言ったのだろう。だが、上から目線にも聞こえるその言いぐさが藤崎にはかちんときた。

「おまえに心配して貰もらわなくたって大だい丈じよう夫ぶだよ。寝不足とか勝手に決めつけんな」

「別に俺はそんなつもりで言ったわけじゃ──」

「じゃあどんなつもりだよ。自己管理ができてないって馬ば鹿かにしてんのか？」

　吐はき捨てるように言うと、後部座席にいた細川が「おいおい」と口を挟はさんだ。

「何だ、藤崎。オマエ、何をそんなに玖珂につっかかってんだ」

「別に俺は──」

　つっかかってなんかいない。そう言いかけた藤崎の言葉を遮さえぎるように細川が言った。

「つっかかりまくってんだろうが。寝不足でカリカリしてんだったら玖珂の言うとおり到とう着ちやくするまで寝とけ。現場でヘタこかれたらかなわんからな」

　うんざりとした面おも持もちで言った細川は、玖珂と藤崎を交こう互ごに睨むと、腕を組んで目をつむった。

　誰だれもが口を閉とざした車内に、警察無線の情報だけがくどいほどに流れてくる。重苦しい雰ふん囲い気きが漂う中、藤崎は心の澱を吐き出すようにふうっと息をついた。

　確かに細川の言うとおり寝不足で気が立っているのかもしれなかった。

　昨夜の夢のせいで、今朝から玖珂の顔を見るどころか声すらまともに聞くことができない。玖珂に話しかけられるだけで昨夜の淫みだらな夢がまざまざと脳裏によみがえった。何より、玖珂に抱かれるという夢で射精までしてしまった自分に、嫌けん悪お感さえ覚えた。

　玖珂を許せないと思う気持ちは変わらないはずなのに、それを嘲あざ笑わらうかのようにあんな淫らな夢を見てしまった。理性がどれだけ否定しても、体が、本能が玖珂を求めているとでも言うのだろうか。

　もう一度覗き見るように隣に視線を向けると、今度は玖珂とまともに目が合った。淡たん褐かつ色しよくの瞳ひとみに見み据すえられ、鼓こ動どうが一気に跳はね上がる。

　慌あわてて目を逸らすと、玖珂が訝いぶかしげに首を傾かしげた。

「何だ？」

「な……何でもないっ」　>>>♥

「まだ俺に言いたいことでもあるのか？」

「何もない！　いいから前見て運転しろよ！　事故るだろっ！」

　ぶっきらぼうにそう言った藤崎は、もう話しかけるなとばかりに玖珂から顔を背そむけた。

　やや渋じゆう滞たいぎみの六ろつ本ぽん木ぎ通りを抜ぬけ、車は麻布十番方面へと向かって行く。

　窓の外に目を向けながら、藤崎は必死で高鳴る胸の鼓動を抑おさえていた。

　すぐ側に玖珂がいる。声が、息いき遣づかいが、体温が、全すべてが間近に感じられるところにある。

　胸の鼓動は玖珂に対する恐きよう怖ふから来るものなのか、それとも全く別のものなのか、それすらわからない。ただ、玖珂という存在が、藤崎の心の中で日に日に大きくなっているのだけは確かだった。ともすれば、玖珂への複雑な思いで頭がいっぱいになることすらある。

　まさに今のように──。

　駄だ目めだ。今は事件のことだけを考えろ。そう自分を叱しつ咤たし、藤崎は通りの車列に目を向ける。

　無言の三人を乗せた車は、赤色灯を回転させながら大通りを走り抜けていった。




　　　　３




　到着した現場は麻布十番駅から程ほど近ちかい雑居ビルだった。ビルの前の道は既すでに通行止めとなり、見慣れた黄色い規制線があちこちに張り巡めぐらされている。駅が近いということもあり、通勤途と中ちゆうだろう野次馬の数は徐じよ々じよに増えつつあった。

　車を降りた藤崎は、道具を持った鑑かん識しき員いんがあちこちで這はいまわっている現場の風景を見やり、大きく深呼吸をした。

　捜そう査さ一課に配属されて半年。その前は所しよ轄かつ署しよ刑けい事じ課の強行犯係に約一年半所属していた。血なまぐさい現場には慣れているつもりだったが、規制線をくぐる瞬しゆん間かんはどうしても緊きん張ちようが走る。

　何げなく後ろを振ふり返ると、そこに玖珂の姿があった。藤崎と同じ『捜そう一いち』の腕わん章しようを左腕につけた玖珂は、眉間に皺を寄せながら無言で白い手て袋ぶくろをはめている。

　見れば見るほど凄すごみの利きいた顔だなと藤崎は思った。

　そういえば玖珂が笑っている顔など、警察学校時代からあまり見たことがなかった。いや、笑っていたこともあったのかもしれないが、生来の強こわ面もてはたとえ笑っていたとしてもちっとも笑っている風には見えない。いつも眉間に皺を寄せて難しい顔をしている男。それが玖珂という男の印象だ。

「ご苦労さん」

　立ち番の制服警官に身分証を開きながら細川が現場へと入って行く。藤崎もまた玖珂と一いつ緒しよにそれに続くように現場に足を踏ふみ入れた。

　出入り口にブルーシートがかけられたビルに入ると、本部からの応おう援えんの到着に気づいたらしい所轄署の捜査員が駆かけ寄ってきた。

「ああ、昼時にすみません」

　少し出っ張った腹を揺ゆらしながら走ってきた男は、本部からやってきた三人のうち一番年長である細川に向かってぺこりと頭を下げた。

「麻布東署の仲なか井いです」

「本部の細川です。こっちは藤崎と玖珂」

　一気に紹しよう介かいをされ、藤崎と玖珂が同時に軽く会え釈しやくをする。長身の玖珂をぽかんと見上げ、そして藤崎に目をやった仲井が、一瞬怪け訝げんそうな表情を見せた。

　そんな仲井の無ぶ遠えん慮りよな視線に藤崎は小さくため息をつく。仲井の言いたいことは、聞かずともわかっていた。

　大した事件ではないと高をくくって、使い物にならない若いのをよこしてきやがって。

　藤崎を見る仲井の目は、暗にそう語っていた。

　童顔が災いして、藤崎は常に実じつ年ねん齢れいよりも若く見られがちだった。どうやら仲井も藤崎を取るに足らない新米とみなしたらしい。藤崎に薄うす笑わらい交じりの一いち瞥べつをくれ、細川を現場へと案内した。

「現場はこの下なんですが──」

　言いながら仲井がビルの脇わきにある階段を指差す。

「遺体の発見現場は階段下の踊おどり場です。地下一階に店てん舗ぽが一軒けんあるんですが、去年の秋に潰つぶれたらしいんですよ。検視官によると、死亡推定時刻は昨夜の二十二時半から未明にかけてだそうです」

「昨日の夜に死んで発見が今なのか？」

　細川の問いに仲井が「ええ」と渋しぶい顔をした。細川の疑問はもっともだった。一一〇に通報があったのが今日の午前十一時頃ごろ。駅前の繁はん華か街がいにもかかわらず、事件発生から通報まで少なくとも八時間が経過している。

「そうなんですよ。何せ落っこちた場所が場所でしょう。上にある店の従業員も客も、まさかこんなところに人が落っこちてるなんて思いもしなかったもんだから──」

「発見が遅おくれて今になった、と」

　言葉を引き継ついだ細川に向かって、仲井が小さく頷うなずいた。

　ビルの入り口から向かって右側にエレベーターがあり、少し離はなれた左ひだり端はしに地下へ下りる薄うす暗ぐらい階段がある。確かに店へ向かう客たちは手前のエレベーターを利用するため、わざわざ階段方面へ向かうことはないだろう。

「第一発見者は？」

「清せい掃そう業者の六十代の女性です。十時ごろビルの掃そう除じにやってきて、十時半ごろ階段の下にいるマル害を発見したそうです」

　黒い手帳を開きながら言った仲井が、少し困ったように話を続けた。

「それでですねえ、この清掃のオバサン、まさか下に変死体があるなんて思ってないもんだから、そこら中の指し紋もんも足あし跡あとも全部拭ふき取ってしまったんですわ」

　言われてみれば、エレベーターの扉とびらはもちろん、壁かべも床ゆかもぴかぴかに磨みがかれている。夜半から明け方にかけて雨が降ったこともあり、いつもより念入りに掃除をしたのだろう。

「あちゃー。まあ、清掃業者に掃除をするなと文句も言えないしなあ」

　苦々しげにそう言った細川に、仲井も「まったく」と相あい槌づちを打った。

「で、死因は？」

「検視官の話じゃ直接の原因は凍とう死しじゃないかってことです」

「凍死？」

「ええ。頭に傷があって出血しているんですが、死に至るほどじゃないそうで。詳くわしいことは解かい剖ぼうしてみないとわからないそうですが」

「確かに昨日の晩は冷え込んだからなあ」

「ええ。ウチの管内でもこの前からホームレスの凍死者が何人か出てますからねえ」

「階段から落っこちた上に誰だれにも気づかれずにひっそり凍死か。ったく、世せ知ち辛がらい世の中になったもんだ」

　肩かたをすくめてそう言った細川は、内ポケットから手袋を引っ張りだした。

「ひとまず現場を見せてもらうとするか」

「ええ、どうぞ。鑑識作業も終わってますから」

　仲井に促うながされた細川がブルーシートをめくりあげて現場へと入っていく。そのやりとりを聞いていた藤崎も、二人に続いた。

　規制線が張られた階段の下に目をやると、仲井が言っていたとおり踊り場の片かた隅すみに仰あお向むけになった男性の遺体があった。頭を閉店した店舗に、足を階段方向に向けた男性は、万歳をするような格好でこときれている。落ちた拍ひよう子しに階段で頭を強打したのか、男性の後頭部から流れ出た血液が床に血だまりを作っていた。

　酔よって誤って階段から転落。頭を強打して昏こん倒とう。運悪く誰にも発見されることなく朝まで放置されて凍死。

　床に貼はられたプラスチックタイルの冷たさを足に感じながらそんな図式を頭に描えがいていた藤崎は、何とも言えずやるせない気持ちになった。

　確か今朝の最低気温は氷点下に近かったはずだ。おまけに昨夜から冷たいみぞれ交じりの雨が降っていた。そんな寒さの中、転落して意識を失ってしまえば、そのまま凍死したところで決しておかしい話ではない。

　もしも誰かが男性の転落に気づいていたならば、男性は死なずに済んだのかもしれない。運が悪かったといえばそれまでなのだが、この男性もまさかこんな形で自分の人生が終しゆう了りようしてしまうなど思いもしなかっただろう。

「人間なんて、いつどこでどうなるかわかんないもんだな……」

　そう呟つぶやいて規制線をくぐろうとした藤崎は、ふと視界が暗くなるのを感じて眉まゆ根ねを寄せた。

　また日が陰かげりだしたのだろうか。そういえば今朝の天気予報では午後から雨が降ると言っていたような気がする。寒い上に雨とくれば人は外へ出なくなるし、そうでなくても繁華街は人が流動的で極きよく端たんなほどに目もく撃げき者しやが出てこない。おまけに警察の事情聴ちよう取しゆを受けるのが面めん倒どうだと、あえて出頭してこない目撃者も多々いると聞く。

　このまま雨になれば聞き込みがやり辛づらくなりそうだ。

　天気予報を思い出しながら軽く肩をすくめた藤崎は、体をかがめたまま何げなく後ろを振り返った。そしてその瞬間、息を吞のんだ。

　真後ろにクマがいる。いや違ちがう。クマではない。鬼おにだ。鬼が自分の真後ろにぴったりとくっつくように立っている。

　声もなく目を見開いた藤崎を、玖珂が無言でじろりと睨にらみ下ろす。その射るような鋭するどい視線に、藤崎は足がすくんだ。

　淡たん褐かつ色しよくの瞳ひとみが自分を見つめている。それは狙ねらった獲え物ものを見み据すえる肉にく食しよく獣じゆうのような目だった。隙すきを見せた瞬しゆん間かんに襲おそいかかってくる獣けものの目。玖珂の目があの時と同じものに見える。

　怖こわい。この目が怖い──。

　本能的な恐きよう怖ふからなのだろうか、鼓こ動どうが一気に跳はね上がった。

「何だ」

　玖珂を見上げたまま呆ぼう然ぜんとしていたのだろう。顔と同じく不ふ機き嫌げんそうな声でそう問いかけられ、藤崎はふと我に返った。とたん、玖珂に対する恐怖感はきれいさっぱりと消え失うせ、代わりに猛もう烈れつな怒いかりが湧わき出した。

「ば……馬ば鹿かやろうッ！　でかい図ずう体たいして俺の真後ろにぴったりくっつくなッ！」

「ああ？」

「もう少し離れろって言ってんだよ！　俺を突つき落とす気か！」

　言いざま、藤崎は玖珂の胸を肘ひじで強く押した。

　そこまではよかった。だが、階段という不安定な場所でこれまた不安定な体勢をとってしまったのがまずかった。大おお柄がらな玖珂は藤崎に少々強く押されたところでびくともせず、逆に藤崎の体が階段下方向に向かってぐらりと傾かしぐ。

「わっ……わっ！」

　体がふわりと浮うくような感覚に、藤崎は思わず目を閉じた。

　駄目だ、落ちる！

　そう心の中で叫さけんだものの、体はなすすべもなく下方へと傾いでいく。とっさに階段の手すりを摑つかもうとしてみたが、手はあえなく中空を摑むにとどまった。

　最悪だ──。

　心でそう呟いた藤崎は、諦あきらめたように体の力を抜ぬいた。

　どうあがいたところで、落ちる先が階段であることに変わりはないし、受け身をとったところで何の意味もないだろう。

　転落死の現場に転落した間ま抜ぬけな捜そう査さ員いん。また新たな負のレッテルを貼られるだろう自分にうんざりとしながら、藤崎は万有引力の法則に身を任せた。だが、覚かく悟ごをしていたにもかかわらず、体が階段に叩たたきつけられる衝しよう撃げきはやってこなかった。代わりに背に力強い腕うでの感かん触しよくが伝わってくる。

「え……」

　恐おそる恐る目を開いた先にあったのは、濃のう紺こん地じに白いストライプ模様の入ったネクタイだった。驚おどろいて顔を上げると、あの淡あわい褐色をした鋭い視線にぶつかった。

「く……玖珂……？」

「大だい丈じよう夫ぶか？」　>>>♥

　頭上からいつもの不機嫌そうな声が降ってくる。どうやら下に転がり落ちる寸前で玖珂に抱だき留められたらしい。玖珂の腕がしっかりと背を抱いている。見上げた真正面に声と同じ不機嫌そうな顔があり、藤崎は慌あわてて玖珂の腕を振ふりほどいた。

「お……俺に触さわるなっ」

　言ってから、しまったと口を閉とざした。本来ならば礼を言わなければならないというのに、玖珂の顔を見たとたんそんな言葉が口をついて出てしまった。

　玖珂の手になど触ふれられたくなかった。自分の尊厳をどん底まで貶おとしめた手。そんな手に二度と触れられたくない。

　だが、そう思う感情とはまた違う感情が藤崎の心をかき乱しているのもまた事実だった。

　玖珂の腕に抱かれた背がじわりと熱くなっているような錯さつ覚かくさえ覚える。それがいったい何なのかわからないまま、藤崎はふいと玖珂から目を逸そらした。

　気まずい雰ふん囲い気きの中、藤崎に向かって軽く肩をすくめた玖珂が、少し角が剝はがれたプラスチックタイルの床を指さした。

「ここ、少しだが床が地下の階段に向かって斜ななめになってるんだ。滑すべりやすいから下りる時は気をつけたほうがいい」

　言われてみれば、確かに床が下に向かって傾けい斜しやしている。もともと地じ盤ばんが悪いのか、老ろう朽きゆう化しているせいなのか、どうやらビル全体に微び妙みようなゆがみが出ているようだった。

　近くには幹線道路や高速道路があり、大型車が走っていくたびに足あし下もとから地じ響ひびきがする。これもビル傾斜の一因を担になっているのかもしれない。

「もしかするとマル害もこれのせいで落ちたのかもしれないな」

　何げなくそう呟き、玖珂は床ゆかを足で突っついた。

「昨日の夜はかなり降ったからな。もし雨が吹ふき込んだとしたら、雨水は階段に向かって流れるだろうし、この床はそうとう滑っただろうからな」

「おまえは、これは事故だと思うのか？」

　そう問いかけると、玖珂が軽く首を横に振った。

「さあな。事故かもしれないし、事件かもしれない。事故が事件になったのかもしれない」

「事故が事件？」

「ああ。ただの事故だったはずが事件になってしまった可能性だってあるだろう。たとえば」

「たとえば？」と続きを促すように藤崎は同じ言葉を繰くり返す。

「たとえば、言い争いをしていてちょっとしたはずみでマル害が転落した。相手は、マル害が負傷していることをわかっていて通報しなかった、もしくは逃にげた。結果、怪け我がで済んでいたはずのマル害は放置されて死亡してしまった」

　意味深な台詞せりふを吐はき、玖珂が藤崎に目を向ける。

　事故が事件になる。よくあることだった。交通死亡ひき逃げ事故がその最たるものかもしれない。すぐに通報していれば事故で済んだものを、逃げてしまったばかりに『事故』が『事件』になってしまう。

　この事件も、そんな事故が事件になってしまった可能性がある。玖珂は暗にそうほのめかしていた。

「じゃあおまえは、マル害は誰だれかに突き落とされたって言うのか？」

「そうじゃないとは言い切れない」

「でも……酔よっ払ぱらっていて足を滑らせただけかもしれないだろう」

「そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。白じゃない限り黒だ」

「白じゃない限り黒……」

「ああ。真っ白か真っ黒。事件はそのどっちかしかない。それを調べるのが俺たちの仕事なんじゃないのか」

　そう言った玖珂が、規制線をくぐって現場へと下りていく。その背を見送っていた藤崎は、何とも言えない複雑な思いに駆かられた。それを言葉にするならば、限りなく『劣れつ等とう感』に近いような気がした。

「俺たちの仕事か……」

　ぽつりと呟き、ふっと小さく息をつく。

　事件なのか事故なのか。それを調べるのは確かに自分たち刑けい事じの仕事だ。当たり前のことを言われただけに過ぎなかったが、玖珂にそれを言われたことが、悔くやしいと感じる自分がいた。

　やはり玖珂にはかなわないのだろうか。

　警察学校時代から、玖珂はいつも藤崎の前にいた。成績優ゆう秀しゆうな玖珂には何をやっても勝てない。唯ゆい一いつ勝てることと言ったら、走ることくらいだった。

　学生時代から陸上で鍛きたえた足。これだけは誰にも負けないという自負がある。だが、それ以外は全すべて玖珂の足下にも及およばなかった。負けを認めることは悔しいが、こればかりは認めざるを得ない。

「どうあがいても玖珂に勝てない……か──」

　そう呟つぶやいた藤崎は、ふいに玖珂に抱き留められた時の感触を思い出して体を震ふるわせた。

　力強い腕だった。服の上からでもわかる鎧よろいのような体は、あの時と何も変わっていない。

　あの腕に抱かれた。あの手に翻ほん弄ろうされた。あの体が藤崎の男としての尊厳を奪うばい取った。

　圧あつ倒とう的な力で藤崎の体を引き裂さき、心をもずたずたに引き裂いた。尊厳を、矜きよう持じを剝ぎ取られた藤崎に残されたのは、『劣等感』という名の大きな傷だった。

　自分の体がもう少し大きければよかった。自分の顔がこんな子供じみたものでなければよかった。だったら玖珂はあんな暴挙に出たりしなかったはずだ。

　華きや奢しやなことへの劣等感。童顔なことへの劣等感。何より玖珂に強ごう姦かんされた事実は、藤崎にとって男としての存在意義を全否定されたも同然だった。

　俺は、人間として、男としてもあいつに劣おとっているっていうのか。格下だっていうのか。格下の俺には何をしたっていいっていうのか──。

　心の中でじくじくと疼うずくそんな劣等感と屈くつ辱じよく感を拭ぬぐい去るために、藤崎はがむしゃらに頑がん張ばってきた。地域課で交番勤務をしていた時も、事件があれば率そつ先せんして現場に赴おもむいて雑務をこなし、検挙実績も挙げた。それでも刑事への道は厳しい。やがて努力が報むくわれ、刑事課長からの推すい薦せんを受けて刑事登用への選せん抜ばつ試験を受け、その翌年、藤崎は所しよ轄かつ署しよの刑事課に配属された。半年前、所轄署から警視庁捜査一課へと引き上げられ、Ｓ１Ｓのバッジを胸につけた時は天にも昇のぼる心地ここちだった。

　そうして赴いた桜さくら田だ門もんの庁舎に玖珂の姿はなかった。聞くところによると、玖珂はまだ巡じゆん査さ長で所轄署の刑事課に配属されているとのことだった。

　玖珂に勝った。ようやくあいつの前に行けた。ざまあみろ。俺はおまえに勝ったんだ。

　一人勝利の美酒に酔いしれた藤崎だったが、それは一時のことにしか過ぎなかった。わずか半年で玖珂はまた自分の隣となりに並んでしまった。しかも同じ係の同じ班に配属されるなど、いったい何の因果なのだろうか。

　優秀な玖珂が自分を追い越こしていくのは時間の問題だと藤崎は思った。

　同じ教場にいた同期。同じ階級。同じ年ねん齢れい。自分はまた玖珂と比べられることになる。そしてレッテルを貼はられるのだ。

　おまえは玖珂よりも劣っているのだというあのレッテルを──。

「雨で目もく撃げき者しやはいねえわ、掃そう除じのオバサンが指し紋もんもゲソ痕こんもきれいに拭ふき取ってくれてやがるわで、最悪だな」

　階段の下からそんな細川のぼやきが聞こえてくる。そこには、細川と仲井、そして玖珂が、鑑かん識しき員いんともども遺体を囲んでなにやら話し込んでいる姿が見えた。

　それらを見下ろした藤崎は、何とも言いがたい疎そ外がい感のようなものを感じた。

　玖珂がいるのなら、自分は必要ないのではないだろうか。ではいったい何のために自分はここにいるのだろうか。

「いらない人間──か……」

　誰に言うともなくそう呟き、藤崎は現場への階段をとぼとぼと下りていった。




　　　　４




　捜そう査さ本部が置かれた麻布東警察署の四階にある講堂の片かた隅すみで、藤崎は漏もれそうになるあくびを必死でかみ殺した。

　目の前に置かれたモニターには、あまり鮮せん明めいと言いがたい映像が映しだされている。人がただ出入りするだけのその映像は、男性の遺体が発見された雑居ビルのエレベーター内に設置されていた防犯カメラのものだった。

「二十二時二分、中年男性二人。スーツ、髪かみやや薄うすめと眼鏡めがね。一階から三階……と」

　モニターの右上に表示された時刻と、映っている人物の特とく徴ちよう、そしてどこからどこに向かったのかをひとつひとつ紙に書き出していく。十四組目を書き終えたところで、藤崎はペンを手にしたままうんと伸のびをした。

　昨日昼前に雑居ビルの階段で発見された男性の一件は、現れた目撃者の証言で事故ではなく事件として捜査されることになった。

　目撃者は雑居ビルの正面にある薬局の店員で、二十二時半過ぎにシャッターを下ろそうと店の外に出たところ、ビルから不ふ審しんな男数名が走り去るのを見たという。幸いにして走り去った男たちの身元はすぐに割れ任意で事情聴ちよう取しゆをしているのだが、男性が転落した件に関しては何も知らないと全員が関かん与よを否定し続けている。

　清せい掃そう業者の念入りな掃除のおかげで指紋や足あし跡あとはおろか髪の毛一本採取できなかったため、物的証しよう拠こは一いつ切さい期待できない。重要参考人に関与を否定された以上、目撃と状じよう況きよう証拠で固めていくしかないわけだが、雨の夜しかも防犯カメラの目が届かない範はん囲いで行われた犯行に、証拠固めを行っている捜査本部は四苦八苦していた。

「くっそー……目がシバシバするっ」

　細いフレームの眼鏡をはずした藤崎は、天てん井じようを仰あおぎながら眉み間けんに指を押し当てた。朝から画像の粗あらいモニターの映像を見続けたせいで、目の粘ねん膜まくが乾かん燥そうしきっているような気がする。肩かたもそうとうこっているに違ちがいない。軽く首を回すと、バキバキと嫌いやな音がした。

　奥の壁かべ際ぎわの机には防犯カメラの映像が入っているＤＶＤが山のように積み上げられており、別の捜査員と鑑識員がそれらに収められた映像を解かい析せきソフトに組み込む作業をしている。それにちらりと目をやった藤崎は、げんなりと肩を落とした。

「あとどれだけあるんだよ……」

　ぼやいた藤崎の隣の机では、所轄署の生活安全課から応おう援えんにきた若い巡査長が目を細めながらモニターに見入っている。巡査長が見ているのは現場近くの電柱に設置されたカメラの映像だが、それは藤崎が見ているものよりもいっそう画像が粗く、ほぼ砂の嵐あらし状態だ。

「なあ、そっち、何か映ってたか？」

　問いかけた藤崎に、巡査長が「いえ」と疲つかれたように首を横に振ふった。

「映ってるも何も、これ、画像が粗くて人か看板かも判別できないって感じです」

「だよなぁ……」

　駅前とはいえ、現場は大通りから外れた小さな商店街であるため、設置された防犯カメラの台数も少なく、型式も古いものだった。とりあえず町の防犯用につけておくか程度の感覚でおざなりに設置されたカメラは、設置後まったくと言っていいほどメンテナンスが行われていなかった。カメラのレンズは汚よごれ放題、画像は荒あれ放題で、防犯の意味などほとんど成していない。

　飲み屋が立ち並ぶ狭せまい通りに設置された防犯カメラは全部で五つ。そのほとんどが砂の嵐だとすると、頼たよれるのは藤崎が見ているエレベーター内のカメラが捉とらえた映像のみだ。

　被ひ害がい者しやの人間関係を調べている鑑取り班の捜査員からの情報によると、被害者の男性は近くの住人で、近所でも有名な資産家だった。事件現場となった雑居ビルにあるいきつけのクラブのママから雨で客足が伸びないから少し助けてほしいと言われ、自宅から徒歩で現場へと向かったらしい。

　男性の死亡推定時刻は二十二時から未明にかけてだった。当時、気温がかなり低かったせいで死後硬こう直ちよくが通常よりも早くなっているかもしれないということもあり、時刻がやや曖あい昧まいになっている。

　男性が自宅を出たのが二十二時ごろ。自宅から現場まで徒歩十五分ほどで、途と中ちゆう寄り道をしていなければ二十二時半には確実に店に到とう着ちやくしているはずだった。だが、結局男性は店に現れず、翌日ビルの階段で遺体となって発見された。

　藤崎が調べているのは男性が到着したであろう時刻から一時間ほどさかのぼって二十一時半からのエレベーターの映像なのだが、雨が降っていたにもかかわらずかなりの人間がこのビルを出入りしているのがわかった。

　ビルに入っていく客、出て行く客、それを見送る店の女。七階建てのビルのエレベーターは五分とおかず稼か動どうしっぱなしだ。

　現在取り調べを受けている男性四人もまた、二十一時半過ぎに一階から五階へと上がっていったのが確かく認にんされている。この四人が五階の店を出て再びエレベーターに乗り込んできたのが二十二時二十五分ごろで、まさに男性がビルに到着したと推定される時刻だった。

　彼らが何らかのいざこざの末に被害者を階段から突つき落としたのであれば話は早かった。だが、取り調べに対して四人が四人ともやっていないの一点張りだ。

　この四人組以外に不審な人物はいないかということで、藤崎はモニターとにらめっこをしているわけだが、それらしき人物は今のところ見あたらない。

　店の女が客と一階へ下りていったところで映像を止め、藤崎は冷たくなってしまったコーヒーを一口すすった。口の中に広がる嫌な酸味と苦味に思わず顔をしかめる。空になった紙コップを机の隅に押しやった藤崎は、ふっと小さくため息をついた。

「俺、ホント、運悪すぎ……」

　そう呟つぶやき、またひとつため息をつく。

　てっきり所轄署の捜査員とともに聞き込みなどにあたる地取りかシキ鑑にまわされるとばかり思っていた。だが、予想は見事に外れ、藤崎は予備班補助として捜査本部に残された。

　捜査本部が立つと、集められた人員はおおむね庶しよ務む、シキ鑑、地取り、予備と大まかに班を振り分けられる。捜査本部の設置や資料作成などの雑用を所しよ轄かつ署しよ各課からやってきた応援部隊である庶務班が行い、被害者の人間関係を調べるのはシキ鑑の、周辺の聞き込みは地取りの担当だ。予備班は重要参考人の尋じん問もんや、捜査員たちが持ち帰った情報を整理分ぶん析せきするのが主な仕事で、どちらかというとベテランの刑けい事じがこの任務に就つくことが多い。今回は本部の班長という立場から細川が予備班に就いていたのだが、他ほかの捜査一課の捜査員たちが聞き込みに出て行く中、なぜか藤崎だけが予備班補助という名の雑用係を命じられていた。

　集められた情報の整理分析といえば聞こえはいい。だが、裏を返せば何のことはない、コンビニエンスストアやセキュリティー会社から借り受けてきた防犯カメラの映像をひたすらチェックしていくというものだった。完全デスクワークの上に、防犯カメラの映像から人にん体ていを拾い上げていくという地道な作業は、集中力と根気を試ためされる。

「あーあ。なんで俺だけ予備班なんだよ……」

「何だ、予備班じゃ不満か？」

　ぼやきモード全開の独り言に返事をされ、藤崎は驚おどろいて後ろを振り返った。

　いつの間にやってきたのか、細川が意地の悪い笑えみを浮うかべながら藤崎の肩かた越ごしにモニターを覗のぞき込んでいる。それに苦笑いを浮かべ、藤崎はばつが悪そうにモニターに目を戻もどした。

　そんな藤崎の肩を、細川がぽんと叩たたく。

「そうぶつぶつ言いなさんなって。地取りやシキ鑑の連中はくっそ寒い中、外を歩き回ってんだ。オマエはあったかい室内にいられるだけラッキーだと思えよ」

「すみません……」

　しゅんとしょげ返った藤崎ににやりと笑いかけ、細川はモニターが載のった机に手をついた。

「で、どうだ。マル害を階段から突き落としそうな奴やつはいたか？」

「突き落としそうなって言われても、そんなの見た目だけじゃわかりませんし……」

「ばっかやろう。オマエも刑事だったら勘かんで見み抜ぬけよ、それくらい」

「勘って……そんな無む茶ちや言わないでくださいよ」

　勘で被ひ疑ぎ者しやが言い当てられるのなら、今いま頃ごろ藤崎は警視総そう監かん賞のひとつも貰もらっている。げんなりとうなだれた藤崎の背を軽く叩き、細川は「冗じよう談だんだよ」と笑った。

「何せ今回は物証がないもんだからな。オマエらが確認してる映像だけが頼りなんだよ」

「はあ……」

「頼たのむぜ、期待のヒヨコ」

　頼りだと言われても、自分は玖珂と違って期待に応こたえられそうにないできそこないのヒヨコだ。醜みにくいアヒルの子は、実は白鳥の雛ひなだったという童話があるが、自分の場合、成長したところでただの醜いアヒルになるだけだろうと藤崎は思った。

　アヒルはしょせんアヒルだ。白鳥のように悠ゆう々ゆうと空を飛べる日がくることなど永遠にありはしない。

　細川は藤崎の机に軽く腰こしを下ろし、エレベーターの利用者リストを眺ながめている。それを上うわ目め遣づかいに見上げ、藤崎はぽつりと言った。

「あの……班長、ちょっと訊きいてもいいですか」

「ん？　何だ？」

「あの……どうして俺は予備班に残されたんですか？　玖珂は聞き込みに出てるのに、どうして俺だけ──」

「何だ、やっぱり不満なんじゃないか」

「いえ、別に不満ってわけじゃ……」

　言葉とは裏腹に、藤崎の表情には「不満だ」と大きく書いてある。

「オマエ、地取りかシキ鑑に入りたかったのか？」

　細川の問いに迷いを見せ、やがて藤崎は小さくこくっと頷うなずいた。

「俺は足を使うのが刑事の仕事だと思ってます。特に俺たち下っ端ぱなんてそれくらいしか役に立たないわけですし……」

　そう言って一いつ旦たん言葉を区切り、藤崎は口を閉とざす。そうして言おうか言うまいか迷うそぶりを見せた藤崎は、意を決したように口を開いた。

「今回俺が予備班の補助に回されたのは、俺が童顔だからですか？」

「ああ？　何だそりゃ？」

　思いもよらない藤崎の言葉に、細川が目を丸くする。だが、そんな細川を藤崎は真しん剣けんな面おも持もちで見上げて言った。

「俺は玖珂と違ちがって見た目がこんな風だから若く見られがちだし、凄すごみもありません。聞き込みに行っても舐なめられるっていうか……」

「まあ確かにオマエは刑事にしちゃかわいらしい感じではあるけどな」

　決して悪気はなかったのだろう。だが、細川のそんな言葉に、藤崎は表情を曇くもらせた。

「あ、いや、別にオマエを予備班にしたのはそんな理由じゃないぞっ」

「いえ……別にかまわないです。俺が童顔なのは事実ですから」

「そう拗すねるなよ」

「別に拗ねてなんかいません」

　その口調はどう聞いても拗ねているだろうとばかりに、細川がうんざりと天てん井じようを仰あおぐ。

「……あのな、俺がオマエを予備班に残してもらったのは、オマエがガキみたいな顔をしてるからとかそんな理由じゃない」

「だったら──」

「オマエは足を使うより頭を使う方が向いてそうだったからだよ」

「どういうことですか、それ」

　言われてもまだ納なつ得とくがいかないとばかりに、藤崎は口を尖とがらせる。

「情報の分析っつーか、整理っつーか、俺はどうもそういうのが苦手でな。その点、オマエは根気があるから、こういう細かい作業を安心して任せられるんだ。だから笹ささ田だ管理官に言ってオマエを予備班の補助に残してもらったんだよ」

「でも俺は──」

「こんな居残り組じゃなくて地取りかシキ鑑かんに入りたかった。そうなんだろう」

　畳たたみ掛かけるようにそう言われ、藤崎は思わず口を閉ざした。

「なあ、藤崎。俺だって正直なところ予備班なんて荷が重くてかなわんよ。こういうのはもっとベテランがやるべきだと俺は思ってる。こう見えても俺は情に流されやすいクチでな。被疑者の取り調べってのは得意じゃないんだ」

　苦く笑しよう交じりに頭を搔かき、細川は言葉を続ける。

「オマエの言うとおり足を使うのが刑事の仕事だと俺も思う。けどな、頭を使うのも刑事の仕事の内だってことも忘れてくれるなよ」

　やってきた時同様藤崎の肩を軽く叩いた細川は、そう言って笹田たちのいる長机へと戻っていった。

　無言で細川の背を見送っていた藤崎は、詰つめていた息を大きく吐はき出した。

「頭を使うのも刑事の仕事……か」

　現場周辺に聞き込みに行くのが刑事の仕事ならば、防犯カメラの映像をじっと眺めるのも刑事の仕事だ。仕事を選えり好みするわけにもいかない。

　けれど──。

「ぶつぶつ言っても仕方ないか……」

　心の中にもやもやしたものを残したまま、藤崎はまた目の前のモニターに目をやった。

　白いスーツの女が客の中年男性二人組とエレベーターから降りるところで映像は静止している。その続きを再生させた藤崎だったが、流れていく映像に違い和わ感かんを覚えた。

「あれ……」

　エレベーターは七階から一階へと下りていき、店の女と客二人を降ろした後、扉とびらが閉まる。やがて動き出したエレベーターは無人のまま五階へと上がっていった。

　次に無人のエレベーターに乗り込んできたのは、現在任意の取り調べを受けている真っ最中の若い男四人組だった。かなり酔よっているのか、エレベーターの中で騒そう々ぞうしくふざけあい、一階で四人ともが降りていく。そしてエレベーターはまた無人のまま今度は四階へと上がっていった。しばらくするとまたエレベーターが動き始め、七階で停止する。次に乗り込んできたのは、先ほどと同じ白いスーツの女と、客らしき中年の男だった。エレベーターは一階へと下り、数分後、女を乗せてまた七階へと上がっていった。

　それらの一連の映像に、藤崎は何とも言いがたい違和感を覚えた。いったい何がどうおかしいのだろうか。首を傾かしげつつ、もう一度画像を再生させる。

　白スーツの女と二人の中年男。無人のまま上じよう昇しようしたエレベーター。次に下りてくる四人組の男と、また無人で上昇していくエレベーター。再び乗り込んできた白スーツの女と客。女を乗せて上昇するエレベーター。

「何だろう……何か変なんだよな」

　そう呟つぶやいた藤崎は、もう少し前まで映像を戻もどしてみた。二十一時半を少し回ったあたりの映像まで遡さかのぼった時、藤崎は自分の違和感の原因をそこに発見した。慌あわてて手元にある聞き込みの資料をめくり、違和感がただの違和感でなかったことを確信する。

「だよな。絶対おかしいよな」

　何かを納得したように呟いた藤崎は、急いで立ち上がると会議室前方に設置されたホワイトボードの前にいる細川へと駆かけ寄った。

「班長、ちょっと見てほしいものが」

「ああ？　見てほしいもの？」

「ええ、あったんです」

「あったって、何が？」

　主語が完全に抜ぬけた藤崎の言葉に細川が首を傾げる。

「防犯ビデオのおかしな箇か所しよです」

「おかしな箇所？」

　鸚おう鵡む返がえしに言った細川に「ええ」と頷き、藤崎は細川をモニターの前へと連れて行った。

「これ、この映像です」

　言われて細川がモニターを覗のぞき込む。

　画面の片かた隅すみにある時刻は二十二時になろうかというころだった。画面には白いスーツを着た女と客らしき男が何やら会話をしながらエレベーターに乗りこもうとしている映像が流れている。帰る客を見送っていたのか、一旦エレベーターを降りた女はすぐにまたエレベーターに戻ってきた。

「この白いスーツの女なんですけど」

「ああ？」

「七階から一階に下りて、また七階に上がってますよね」

「そりゃ店のホステスなんだから当たり前だろう」

「ええ。七階にある『志し保ほ』という店の従業員です。でもこれ」

　言いながら藤崎は画像を早送りする。画像の右上の時刻が二十二時二十分になったところで、藤崎は画像を止めた。

「この客二人と下りた後、七階に上がってないんです。この五分後にエレベーターは無人のまま五階に上がって、問題の男四人組を乗せて下りてくるんです」

「アフターでそのまま客と帰っちまったんじゃないのか？　オマエら若いのにはわからんかもしれんが、クラブの女が客とメシ食いに行くなんてのは当たり前だぞ」

「それがちゃんと店に戻ってるんです。この後もう一回客と下りてくる映像が──」

　言いながら画像を操作する。

「ありゃ？　確かにまた七階から下りてきてるな。てことは、問題の男らが帰った後でエレベーターに乗ったんじゃないのか？」

「いえ。四人組が帰った後で女がエレベーターに乗った映像はありません」

「だったら階段を使ったとか」

「どうして階段を使う必要があるんですか？」

　畳み掛けるように言った藤崎に目をやり、細川は少し困ったように口ごもった。

「どうしてって……そりゃまあ、なんだ、その、エレベーターは五階まで上がっちまったんだろう？　下りてくるのを待てなくて階段を駆け上がってだな──」

「女の店は七階ですよ？　班長なら階段を駆け上がりますか？」

　それにと、藤崎は続けた。

「当時店は暇ひまだったそうですし、そんなに急いで戻る必要があったとは思えません」

　どうして女はわざわざ七階の店まで階段を使って戻っていったのか。今、取り調べを受けている男たちがエレベーターに乗り込む映像を無言で眺ながめていた細川は、モニターを睨にらみつけたままぽつりと呟いた。

「エレベーターを待っていて誰だれかと顔を合わせるのが嫌いやだった。もしくは一刻も早くその場から立ち去ってしまいたかった──」

「その理由は？」

　そう言った藤崎を、細川がまじまじと眺める。

　エレベーターから降りた客を送り出す女。女が店に戻ろうとしたところにやってくる被ひ害がい者しや。何らかの理由で女と被害者は揉もめて、被害者は階段から転落。動かなくなった被害者の様子に怖こわくなって女はそのまま逃にげようとした。ところがエレベーターは既すでに上に行ってしまった。このままエレベーターを待っていると、上から下りてくる誰かと鉢はち合あわせをすることになる。

「こいつはあくまでも仮説だがな、藤崎」

　そう前置きをし、細川は続けた。

「もしも、エレベーターから降りてきた人間が、階段の下に人が転落していることに気づいたとしたらだ。一番に誰を疑うと思う？」

「間ま違ちがいなくこの女ですね」

　あっさりと言い切った藤崎に小さく頷うなずき、細川は机の上の資料に手を伸のばした。

「藤崎。こいつはアタリかもしれんぞ」

「はい。任ニ意ン同ド行ウかけてもいいと思います」

「店は確か『志保』だったな。女の名前はわかるか？」

「ええ」と返事をしながら藤崎もまた急いで捜そう査さ資料をめくった。

「ありました。女の名前は飯いい塚づか久く美み。まだ確かく認にんが取れていない内の一人です」

「『志保』の従業員の聞き込みに当たってるのは確か──」

　言いながら別の捜査資料をめくった細川が、書き込まれている文字を見てにやりと笑った。

「藤崎、玖珂に連れん絡らくを取れ」

「は？　玖珂ですか？」

「ああ。玖珂と所しよ轄かつの堂どう本もとさんが各店てん舗ぽの従業員に朝から聞き込みに回ってんだ。飯塚久美もそのリストに入ってる」

　細川のそんな言葉に藤崎は一いつ瞬しゆん顔を強こわばらせた。

　また玖珂か──。

　喉のどまで出かかったその台詞せりふを飲み込み、電話を手に取る。

　玖珂はスリーコールを待つことなく電話に出た。

「玖珂、俺だ。藤崎だ。おまえ、今どこだ？」

『ああ？　平ひら原はら祐ゆう二じと飯塚久美のところに向かってる最中だが、何だ？』

「飯塚久美だな？　いいか、その女逃がすな。重要参考人だ」

　どういうことだと尋たずねる玖珂に、藤崎は防犯カメラの映像に不ふ審しんな点が見つかったことを大まかに説明する。

「マル被の可能性が高いんだ。任同かけて引っ張ってきて欲しい」

『その映像、おまえが見つけたのか？』

　ふいにそう尋ねられ、藤崎は電話を耳にしたまま首を傾かしげた。

「そうだけど……だったらどうかしたのか？」

『わかった。おまえが見つけた参考人だ。絶対に逃がしたりしない。安心して待ってろ』

　言うだけ言って玖珂が電話を切る。携けい帯たい電でん話わを呆ぼう然ぜんと眺めていると、隣となりに立っていた細川がにやりと笑った。

「何だ、オマエら、喧けん嘩かばかりしてると思ったら案外うまくやってんじゃねぇか」

　細川はそう言ったが、藤崎の胸中は苦いものでいっぱいだった。

　重要参考人になるだろう人物をカメラの映像の中から見つけ出したのは藤崎だった。だが、その人物に任意同行を促うながすのは、どうやら玖珂ということになるらしい。

　被疑者確保の瞬間となるかもしれない現場に、予備班である自分は立ち会うことができない。そのどうしようもないもどかしさに藤崎は苛いら立だちを感じずにはいられなかった。被疑者が見つかったのは喜ばしいはずなのに、玖珂に手て柄がらを奪うばわれたような気持ちになっている。

　拭ぬぐい去ることのできない玖珂に対する劣れつ等とう感。そして羨せん望ぼう。そんなことばかり思ってしまう自分が腹立たしくて仕方ない。

　隣では細川が聞き込みに出ている他ほかの捜査員たちを電話で呼び出している。その様子を、藤崎はただ複雑な思いで眺めるしかなかった。
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「よくやったな、藤崎！」

　声と同時に背中を叩たたかれ、藤崎は危あやうく飲みかけていた酒を噴ふき出しそうになった。慌あわててグラスをテーブルに戻もどし、後ろを振ふり返る。そこには大きなビールジョッキを持って満面の笑えみを浮うかべている細川がいた。

「オマエがビデオからあの女を割り出したおかげで、事件は早期解決。新米のヒヨコにしちゃ上出来だ！」

「はあ……」

「いいや、オマエはただのヒヨコじゃない！　烏う骨こつ鶏けいのヒヨコだ！」

「烏骨鶏って……」

　真っ白な羽に覆おおわれた顔の黒い小型の鶏にわとりを思い出し、藤崎は複雑な表情を浮かべた。

　確かに烏骨鶏から採れるタマゴは高級食材かもしれないが、ちっとも褒ほめられている気がしない。自分の言った言葉に上じよう機き嫌げんで大笑いしている細川に愛あい想そ笑いを返し、藤崎はふっと小さく息をついた。

　被疑者逮たい捕ほで、麻布東署に設置された捜査本部はわずか四日で閉じられた。事件解決の慰い労ろうも兼かねて後から応おう援えんにやってきた宮島警部補率いる四係一班の捜査員たちと合同で簡単な飲み会が開かれたわけだが、藤崎の心境は複雑だった。

　細川の言ったとおり、確かに事件は解決した。

　防犯カメラの映像で感じた藤崎の違い和わ感かんは見事に的中することになり、被疑者はあっけなく逮捕となった。被疑者はビルのテナントとして入っているクラブ『志保』の従業員、飯塚久美。藤崎が防犯カメラの映像で見つけた白いスーツの女だった。

　事件のあった夜、二十二時二十分頃ごろに二人の客を見送った飯塚久美は、そのままエレベーターに乗って七階の店に戻ろうとしていた。そこに偶ぐう然ぜんやってきたのが被害者の男性だった。

　男性は久美が以前に働いていた別の店の常連客で、贔ひい屓きにしていた久美に二百万近い金を貸していたらしい。すぐに返すと言いつつ、結局男性に金を返済することなく久美は店をやめ、行方ゆくえをくらましていた。金はもう返ってこないだろうと半ば諦あきらめていたところで、男性は偶然にも久美と再会した。

　まさかこんなところで借金を踏ふみ倒たおした相手に出くわすなど思ってもいなかった久美は、慌ててエレベーター前から非常階段があるビルの奥へと向かった。そんな久美を男性も必死で追いかける。

　金を返してくれ。そんな大金、今すぐ返せるわけがない。すぐに返すと言ったじゃないか。そんなことを言った覚えはない。

　そんな応おう酬しゆうの末、久美はすがりついてくる男性の腕うでを力いっぱい振り払はらった。

　それは一瞬の出来事だった。

　バランスを崩くずして階段の下に頭から落ちていく男性を、久美はなすすべもなく見送った。

　階段に頭が打ち付けられる鈍にぶい音、床ゆかにじわりと広がっていく血。ぴくりとも動かなくなった男性の様子に恐きよう怖ふした久美は、慌ててエレベーターに乗り込もうとした。だが、運悪くエレベーターは上の階へと上がってしまった後だった。

　やがてエレベーターの矢印が下方を指し示す。誰かを乗せて下りてくるようだった。

　四階、三階とエレベーターが下りてくる。降りて来た誰かが階段の下で倒れている男性に気づけばどうなるだろうか。疑われるのは間違いなく自分だ。そう思った久美は、七階まで非常階段を駆かけ上がった。

　あがる息を整えながら久美は思った。

　あの男は死んだのだろうか。自分が殺した？　いや、違う。あれは事故だ。殺そうと思ったわけじゃない。自分は悪くない。だから逮捕なんかされるわけがない。自分は大だい丈じよう夫ぶだ。

　きっと大丈夫だ──。

　取り調べに際し、久美は男性の転落は偶然起きたことで、殺すつもりはなかったと殺意を全面的に否認した。

　過失致ち死しか、怪け我が人を放置して死なせた保護責任者遺い棄き致死か。

　取り調べは細川ともう一人ベテラン捜査員が行ったが、結局殺意がないと判断され、過失致死で送検されることになった。裁判で飯塚久美に課せられる量りよう刑けいはおそらく思った以上に軽いものになるだろう。藤崎にはその理り不ふ尽じんさがやりきれなかった。

　この女がどんな罪で裁かれようとも、男性の命が戻ることはない。上機嫌の細川とは対照的に、藤崎は浮かない顔でグラスに入った冷酒を口にした。

「通報すりゃよかったんだ……」

　ぽつりと呟つぶやくと、隣に座っていた玖珂が訝いぶかるような目を向ける。

「すぐに通報してりゃ死なせずに済んだんだ」

　藤崎の言葉が事件のことをさしていると気づいたのだろう。酒を口にしながら、玖珂が「そうだな」と短く返事をした。

「玖珂……？」

　大だい嫌きらいな玖珂が隣にいることに今さら気づいた藤崎だったが、酔よいが回ってきたせいなのかいつものような不快感も恐きよう怖ふ感もない。そのままとろんとした目で玖珂を見上げ、藤崎はまたぽつりと言った。

「どうして逃にげたんだろうな……逃げなきゃ死なせずに済んだのに。ただの転落事故で済んでたのにさ」

「被ひ害がい者しやが動かなくなったから怖こわくなったそうだ」

「だったら救急車を呼べってんだ。呼ぶだろう、普ふ通つう」

　普通ならばそうしただろう。だが、人を殺あやめてしまったかもれない状じよう況きようにおかれた場合、時に人は普通でない行動を取ることがある。そう前置きした後、玖珂がうんざりとした面おも持もちでため息をついた。

「ひき逃げ犯と同じ心境かもしれないと、俺も最初は思ったんだ。でも──」

　そう言って玖珂は冷酒が入ったグラスをテーブルに置く。

「あの女、悪気のかけらすらなかった」

「え？」

　驚おどろく藤崎をちらりと見やり、玖珂は言葉を続ける。

「任意同行を求めに行った時も、最初はしらをきってたんだ。そんな男は知らないってな」

「な……何だよ、それ！」

「取り調べの様子、おまえも見ただろう？」

　言われて藤崎は思わず口をつぐんだ。細川の取り調べを小窓から覗のぞいたが、犯行を認めた後も自分は悪くないの一点張りだった。

　金を返せと大おお騒さわぎしたあげくに勝手に落ちて勝手に死んで、こっちこそいい迷めい惑わくだと叫さけんでいた若い女。それを思い出した藤崎は、思わずグラスを握にぎり締しめた。

「過失だったかもしれないけど、自分のせいで人が一人死んだんだ。罪の意識ってのはないのかよ」

「しょせんそんなもんなんだろう。だいたい罪の意識があったら、最初から逃げたりなんかしない」

「そりゃそうだけどさ、でも……」

「運悪く捕つかまったとしても、過失致死なら罰ばつ金きん、保護責任者遺棄で死亡させたとしても最長五年の懲ちよう役えきだしな」

　おまけにこの程度なら執しつ行こう猶ゆう予よがつくと言った玖珂を、藤崎はじろりと睨にらみ上げる。

「この程度って、人が死んでるんだぞ」

「ああ。それでもその程度なんだ。人の命なんてその程度の価値だと法が定めている」

「法が」と繰くり返す玖珂の口調には苦々しいものが籠こもっていた。

　玖珂の言わんとしていることはわかる。自分たち警察組織にいる人間が量刑について憤いきどおったところでどうしようもない。わかっているが、被疑者を逮捕し送検する以外に何もできないことが藤崎には歯がゆくて仕方がなかった。

　テーブルに視線を落とした藤崎は、そのままふっと小さく息をついた。

「俺たちにはこれ以上何もできない。そういうことか……」

「ああ、そういうことだ」

「冷たいやつだな、おまえは」

「冷たいとか冷たくないとか関係ないだろう。俺たちの仕事はここまでなんだ。これ以上は手の出しようがない」

　確かに玖珂の言うとおりだった。警察の仕事は被疑者を逮捕し検察に送致するところまでだ。検察に引き渡わたした後は、黙だまって司法の手に委ゆだねるしかない。起き訴そ不起訴を決めるのは検察の仕事であり、量刑を決めるのは裁判所の仕事だ。そこに警察が介かい入にゆうする余地はない。

「ホント、被害者は殺され損ってやつだな」

　憤ふん懣まんやる方ないといった口調で呟き、藤崎はグラスの酒をぐっとあおった。

　酒が喉のどを焼く感かん触しよくに顔をしかめる。何げなく隣となりを見やると、玖珂もまた不機嫌そうにグラスに酒を注いでいた。

　眉み間けんに刻まれた深い皺しわ。不満そうに結ばれた薄うすい唇くちびる。それは強きよう烈れつに機嫌が悪い時だけ見せる玖珂の表情だった。玖珂は玖珂なりに事件に対して憤りを感じているのだろう。だが、玖珂はあまりそれを表面に出さない。黙もくして語らず。けれど玖珂は静かに憤っていた。

　警察が介入しなければならない事件は毎日のように起こる。凄せい惨さんな事件。やりきれない事件。それらを冷静に見るか、感情的に見るか。藤崎はそこに玖珂と自分の差があるような気がした。

「俺も冷静になれってことか……」

　胸の内の苦い思いを飲み下すように酒を口に含ふくむと、きついアルコールの匂においが鼻び腔こうに上がってくる。もう旨うまいとも思えないそれを無理やり嚥えん下かした藤崎は、熱いものが喉から胃へと流れていく感触に顔をしかめた。

　本気で酔いが回りはじめたのか、頭がくらくらとする。冷酒を一合と少し空けただけだが、もともと酒に強い方でもなく、玖珂のペースに吞のまれてしまった感も否いなめない。グラスを手にしたままテーブルにぱったりと顔を伏ふせた藤崎は、ふと思い出したように隣にいる玖珂を見上げた。

「……なあ、マル被に手て錠じようかけたのっておまえなのか？」

　そう問いかけた藤崎に、玖珂が怪け訝げんそうな目を向ける。

「ああ？　何のことだ？」

「飯塚久美だよ。あの女に任同かけに行ったの、おまえだろう。おまえが手錠をかけたのか？」

「馬ば鹿か言え。逮たい捕ほ状じようもないのに手錠なんかかけられるわけないだろう」

　そう言った玖珂をじろりと見上げ、藤崎はふんと鼻を鳴らした。

「おまえはいいよな」

「ああ？」

「図ずう体たいはでかいわ、顔は怖いわで、黙ってるだけで貫かん禄ろくがあるもんな」

「……いきなり何の話だ」

　話の展開についていけないとばかりに、玖珂が眉まゆ根ねを寄せる。だが、そんな玖珂にかまうことなく藤崎は話を続けた。

「それに比べて俺なんてさ、背は低いわ、童顔だわ、感情的だわ、おまけに馬鹿だわ……ホント、最悪だよ」

「……だから何の話なんだ」

「図体のでかい強こわ面もてのおまえは被疑者確保の花を持たせてもらって、チビで童顔の俺は本部で雑用。何なんだよ、この差別」

　言いざま、藤崎は玖珂に指を突つきつける。

「だいたいおまえは後からウチの班に来たんだぞ。俺の後こう輩はいのくせに、なんで俺が居残りでおまえがシキ鑑かんなんだよ。そんなのおかしいだろ、ええ？」

「おまえな……絡からむなよ」

「誰だれが絡んでんだよ、誰が」

　これを絡んでいると言わずして何と言うのだろうか。普ふ段だんは玖珂に対して側に寄るな、近づくなと口うるさく言っている藤崎だったが、今日ばかりはそんなことは完全に忘ぼう却きやくの彼方かなただ。

「いつもそうなんだよな。おまえばっかいい思いしやがってさ」

「いつもって、何のことを言ってるんだ」

「とぼけんなよ。警察学校時代もそうだったじゃないか」

「ああ？　警察学校時代？」

　いったい何年前の話だと、玖珂がうんざりと天てん井じようを見上げてため息をつく。

「ああ、そうだよ。おまえだけ教官に目をかけてもらってさ」

「あのな……目をかけられてるじゃなくて、目をつけられていたの間ま違ちがいだろう」

「術科の剣けん道どうの時だって、毎回おまえだけ特別扱あつかいだっただろうが」

「五段の竹井教官に毎回叩たたきのめされるのが特別扱いか？」

　あんなものはただのイジメか嫌いやがらせだと言う玖珂を、藤崎はふんと鼻で笑った。

「そう言うおまえだって五段だろ。去年の全国大会で優勝したらしいじゃないか」

「五段になったのは二年前だ。あの時はまだ四段で──」

「はぁ？　四段？　さりげに段位を自じ慢まんしてんじゃねーよ」

「藤崎……だから絡むなって」

「あーあー、いいよなぁ、おまえは。でかくて目立つから、教場の奴やつらもおまえに一目置いてたしさ」

「でかくて悪目立ちするから皆みんなに怖こわがられていただけだろう。俺なんかよりおまえの方がずっと──うわっ！」

　玖珂の必死の反論は、藤崎の耳には全く届いていなかった。言いかけた玖珂のネクタイをいきなり摑つかんだ藤崎は、それを力任せに引っ張った。

「ふ……藤崎」

「わかってるよ。どうせおまえは俺のことなんか眼中にないんだろ」

「藤崎、絡むなってっ」

「どうせおまえはこれから出世して俺を追い越こしていくんだよな。定年するころにはおまえは警視殿どので、どうせ俺はうまくいっても警部補止まりだよ」

「だから絡むなって言ってるだろうがっ」

　その場に押し倒たおさんばかりの勢いの藤崎を、玖珂が煩わずらわしげに押し返す。押し返された藤崎はというと、懲こりもせずにまた玖珂のネクタイを力いっぱい引っ張った。　>>>♥

「藤崎っ！　おまえ、俺を絞しめ殺す気か！」

「ああ？　絞め殺す？　おまえがこれくらいで死ぬわけないだろう」

「とにかくネクタイを放せっ。皺だらけになるだろうが！」

　ネクタイを奪うばい返した玖珂が、鬱うつ陶とうしげに舌打ちをする。その玖珂に、手の持って行き場を失った藤崎はぱったりと倒れこんだ。

「ふ……藤崎っ」

　声を上ずらせる玖珂にかまわず、首にするりと腕うでを絡ませる。

「ちょ……ば……馬鹿……藤崎っ、放せっ」

「あー、ちくしょう。やっと追い越したと思ったのにさ。なんで後ろから全速力で追っかけてくるんだよ、おまえは」

「おまえっ、どうでもいいからちょっと離はなれろっ」

「どうしておまえなんだよ」

「だから何がっ」

「どうしておまえが俺の同期なんだよ。どうして一生おまえの背中を見ながらやってかなくちゃなんないんだよ……」

　玖珂の胸に顔を埋うずめながら、藤崎はひたすらぶつぶつとぼやき続けた。

　どうやら自分でも知らない間にしっかりと酔よっ払ぱらっていたらしい。言っていることは支し離り滅めつ裂れつ、おまけに毛虫のように嫌っているはずの玖珂にすがりついている。それを不快だとすら思わないほど藤崎は泥でい酔すいしていた。

　すがりつかれた玖珂もまた、藤崎をどう扱あつかっていいのか困り果てていた。

　背を抱だくわけにもいかず、かといって手を振ふり払うこともできず、玖珂は首に腕を絡みつかせた藤崎を困ったように見下ろした。

「駄目だな、こいつは……」

　これ以上酔っ払いのたわ言になど付き合っていられないと、藤崎の腕をそっと解く。だが、その場から離れようと腰こしを上げようとした瞬しゆん間かん、藤崎は逃にがしてたまるかと言わんばかりにまたもや玖珂のネクタイを摑みあげた。

「うわっ！」

　犬のリードよろしくネクタイを引っ張られ、玖珂はそのまま前につんのめった。

「藤崎っ」

「どこに行くんだよ。俺の話はまだ終わってないんだよ」

「話だと……」

　まだたわ言に付き合わせる気かと天井を仰あおいだ玖珂を、藤崎は据すわった目で睨にらみあげる。

　困こん惑わく気味の玖珂にぐいと顔を近づけた藤崎は、にんまりと笑えみを浮うかべて言った。

「ああ、大事な話だ。逃げんなよ、強ごう姦かん魔ま──」

　獰どう猛もうに呟つぶやいた藤崎を玖珂がまじまじと見下ろす。やがて大きなため息をついた玖珂は、諦あきらめたようにもう一度その場に腰を下ろした。




　　　　＊＊＊




　浅黄色の暖の簾れんをくぐりながら、ほろ酔い加減の男たちがぞろぞろと店を出ていく。それらに続いて腰をかがめながら店の鴨かも居いをくぐった玖珂は、鬱陶しげにシャツからネクタイを引き抜ぬいた。

　藤崎にさんざん引っ張られたせいで、ネクタイのあちこちに妙みような皺しわがはいってしまっている。せっかくのお気に入りネクタイを皺だらけにしやがってと心の中で舌打ちをしていると、通りの角で立ち話をしていた細川と宮島の二人に手招きをされた。

「おぉい、玖珂！　ちょっとこっち来い！」

　班長二人に呼ばれ、何事かと慌あわてて駆かけ寄る。だが、そこで目にしたものに玖珂はがっくりと肩かたを落とした。

　通り沿いには濃こい緑色の街灯が等とう間かん隔かくで並んでいる。オレンジ色の薄うすぼんやりした明かりをともすその街灯に、誰かが寄り添そっていた。いや、正確には抱きついていると言った方が正しいかもしれない。そこには酒で火ほ照てった頰ほおを街灯の柱にぴったりとくっつけて涼りようを取る藤崎の姿があった。

　ネクタイを皺だらけにした元げん凶きようが満足げに街灯に抱きついている。藤崎の幸せそうな赤ら顔に、玖珂は思わず小さく舌打ちをした。

「何か？」

　遠えん慮りよがちに尋たずねると、細川がにやりと人の悪い笑みを浮かべる。

「玖珂、おまえ寮りよう住まいか？」

「いえ、中なか目め黒ぐろに部屋を借りてます」

「今晩部屋に女が来る予定は？」

「そんなのあるわけないでしょう……」

「そうか、それはよかった」

　いったい何が良かったのか聞き返す間もなく、もう一度にやりと笑った細川は街灯に抱きついている藤崎を指さした。

「連れて帰れ」

「は？」

「こいつを酔わせたのはオマエだ。責任もって連れて帰れ」

「ええっ？」

「ええ、じゃねぇよ。オマエ、一人暮らしなんだろ？　だったら連れて帰れよ」

「いや、でも……藤崎は俺のことを嫌ってますから。俺の家になんか死んでも来ないと思いますけど」

「だったらこいつんちまで送って行けよ。オマエには相棒の面めん倒どうを見る義務ってもんがある」

　きっぱりとそう言い切り、藤崎をひょいと玖珂に引き渡わたす。背を押されて倒れ込んできた藤崎を慌てて抱だき留めると、細川が少し困ったように頭を搔かいた。

「ていうかな、藤崎の野や郎ろう、見ての通り酒さけ癖ぐせが悪いんだよ。前にウチに連れて帰った時、後でカミさんにさんざん文句を言われてな……」

「はあ……」

　いったい藤崎が細川宅で何をしでかしたのか知らないが、細川の妻が二度と連れてくるなと言うほどのことをやったのだろう。酔った藤崎に一時間近く絡からまれた玖珂には、細川家がどんな迷めい惑わくを被こうむったのかだいたいの想像はつく。

　どうやら家庭持ち宅には藤崎を預けられないということらしい。「頼たのむ」と細川に手を合わされ、玖珂は渋しぶ々しぶ首を縦に振った。

「わかりました。こいつは俺が責任もって家まで送り届けます」

「悪いな、玖珂」

「いえ。送るのは別にいいんですが、こいつどこに住んでるんですか？」

「確か下しも北きた沢ざわ方面だとか言ってたんだけどな。ま、詳くわしいことは本人に聞いてくれ」

　そう言った細川は、商談成立とばかりに藤崎を玖珂に押し付けて駅方面へと向かっていった。

「完全に貧びん乏ぼうくじだな……」

　連れ立って帰っていく細川たちの背を見送っていた玖珂は、道路に座り込んでいる藤崎をちらりと見下ろし、がっくりと肩を落とした。

　散々絡まれたあげく、絡んだその酔っ払いを家まで送り届けなければならないなど、いったい何の罰ばつゲームだ。おまけにこの酔っ払いは下北沢に住んでいるという。

　現在位置は六本木駅近辺。玖珂のマンションは中目黒駅の近くであるため、ここからならば地下鉄一本で帰ることができる。だが、下北沢へは一いつ旦たん渋しぶ谷やまで出て、そこから井いの頭かしら線に乗り換かえなければならない。

　この野郎、中ちゆう途と半はん端ぱに送り辛づらいところに住みやがってと心の中で悪態をついた玖珂は、仕方なく藤崎の腕うでを取った。

　脇わきに肩を通し、腰を抱く。その瞬間、玖珂は自分の鼓こ動どうが高鳴るのを感じた。

　服を通して伝わってくる藤崎の体温、酒の匂においが混じった熱い息。それらに、体が一気に熱くなっていく。

　藤崎の体の全すべてを玖珂は覚えていた。

　あの夜、細くしなやかな体に浮かぶ玉の汗あせが、部屋の薄うす明あかりで光っていた。引き締しまった背や腰に何度も口づけた。秘ひめられた場所は、玖珂自身をうねるように締め付け翻ほん弄ろうした。あの時の快感がまざまざとよみがえる。

　このまま藤崎を抱き締めたい衝しよう動どうに駆られ、玖珂は唇くちびるを嚙かみしめた。

「藤崎……」

　かつての愚ぐ行こうで大切な友を失った。もう二度とあんなまねをしないと自分に誓ちかった。なのに、その誓いが一いつ瞬しゆんで弾はじけ飛びそうになる。

　ゆるりと首をもたげた自身の欲よく望ぼうを必死で抑おさえつつ、玖珂は藤崎を引き起こした。

「おい、藤崎」

　あえてぶっきらぼうに名を呼ぶと、無理やり立ち上がらされた藤崎が、とろんとした目で睨み上げてくる。焦しよう点てんの定まりきらないその目にまたもや欲情しかけ、玖珂は慌てて藤崎から目を逸そらした。

「おまえ、家は下北沢のどこだ？」

　必死で冷静を装いながら尋ねると、藤崎が胡う散さん臭くさげな眼まな差ざしを向けてくる。

「ああ？　家？」

「家だ、家。下北沢のどのあたりだ」

「何でおまえが俺んちを知ってんだよ。ストーカーかよ、おまえは」

　ろれつの回らない口調で言った藤崎に、玖珂は思わず舌打ちをした。

「誰だれがストーカーだ。そんな状態じゃ一人で帰れないだろうが。家まで送ってやるって言ってるんだ。どこに住んでいるか言え」

「やだね。おまえには教えない」

　駄だ々だをこねる子供のようにそう言った藤崎は、玖珂の手を振ふり払はらうとまた道みち端ばたに座り込む。

「あのな……」

　それをうんざりと見下ろした玖珂は、藤崎の手をぐっと摑つかんだ。

「何だよっ、俺に触さわるなよ、強ごう姦かん野や郎ろう」

　往来のど真ん中で『強姦野郎』とわめく藤崎に玖珂は露骨に嫌な顔をした。

　藤崎を強姦してしまったのは事実だが、それを人が行き来する通りでわめかれるのはさすがに居い心ごこ地ちが悪い。再び座り込んだ藤崎を力任せに引き起こした玖珂は、ふらつく藤崎をそのまま人目の少ない細い通りへと引っ張っていった。

「どこ行くんだよっ。離はなせよっ、俺に触るなって言ってんだろ！」

「いいからとっとと住所を言え。下北沢のどこだ」

「嫌いやだったら嫌だ。おまえになんか絶対教えてやらないもんね」

「言いたくないなら俺の部屋に連れて帰るが、いいんだな」

「ああ？　おまえの部屋だぁ？　何で俺がおまえの部屋なんかに行かなきゃなんないんだよ！」

「だったらどこに住んでるか言え」

「いーやーだー。おまえにだけは何があっても教えてやらないー」

「この野郎……」

　一瞬このまま路上に放置して帰ってやろうかと思ったが、何とかその思いを踏ふみとどめる。

　半ば押し付けられたとはいえ、責任をもって連れて帰ると言ったのは自分だ。藤崎が自宅の住所を教えない以上自分の部屋に連れ帰るしかない。だが、この酔よっ払ぱらいをどうやって連れて帰ろうか玖珂は途と方ほうに暮れた。

　とてもではないがこの状態の藤崎を電車になど乗せられない。万が一にも一いつ般ぱん人じんといざこざを起こせば、間ま違ちがいなく明日の朝刊の三面記事を飾かざることになるだろう。

『警察官、酔って電車で暴れる』

　そんな新聞記事の見出しを想像し、玖珂はげんなりと肩を落とした。もしもそんなことになれば、藤崎どころか一いつ緒しよにいた自分も確実に懲ちよう戒かい処分だ。

「仕方ない。タクシーを使うか……」

　薄はつ給きゆうとまではいわないが、給料前に余計な出費はできることなら控ひかえたい。だが、藤崎を電車に乗せるリスクと、中目黒までのタクシー代を天てん秤びんにかけた玖珂は、迷うことなく後者を選んだ。

　藤崎の腕をもう一度引っ張って立ち上がらせた玖珂は、タイミングよく通りを走ってきた流しのタクシーに向かって手を上げた。

　緑色の派手なタクシーが横断歩道の手前で停車する。後部座席のドアが開くと、玖珂はそこに藤崎を押しやった。

「ほら、乗れよ」

「ああ？　何だよ。何で乗らなきゃいけないんだよ」

「うちに帰るんだ。いいから黙だまって乗れ」

「うち？　うちってどこだよ」

「俺の家に行くんだ。とっとと乗れ」

「なんで俺がおまえんちに行かないといけないんだよっ！」

「おまえが住所を言わないからだろうがっ！」

「あっ、おまえ、俺を拉ら致ちする気だなっ！　この野郎、逮たい捕ほ監かん禁きんは罪だぞっ。三月以上七年以下の懲ちよう役えきだぞっ」

　泥でい酔すいしていてもこういうことだけはしっかりと覚えているらしい。大声で逮捕だ懲役だとわめき散らす藤崎をタクシーの後部座席へ押し込め、玖珂は困こん惑わく気味の運転手に向かって「気にしないでくれ」と軽く手を振った。

「何すんだよ！　放せよ、馬ば鹿か野郎っ！　警察呼ぶぞ、警察っ！」

　おまえがその警察だと言いたい気持ちをぐっとこらえ、玖珂は運転手に行き先を告げる。

「東とう横よこ線の中目黒駅方面だ。山やま手て通りの三つ目の交差点を目黒川に向かって右折。川の突つき当たりで停とめてくれればいい」

　そんな玖珂の説明を聞いていた藤崎は、後部座席に押さえつけられたまま、小馬鹿にしたようにふんと鼻を鳴らした。

「なぁにが中目黒だよ。玖珂のくせに生意気に中目黒なんて洒落しやれた所に住んでんじゃねーぞ」

　確かに目黒川周辺は洒落た店などが立ち並んではいるが、そこに玖珂が住んではいけないというわけでもない。玖珂が街に似合っていようがいまいが、ここまでくれば立派に酔っ払いの言いがかりだ。

　わめき、暴れる藤崎を押さえながら、玖珂は思わず首を傾かしげた。

　こいつは昔からこんな風だっただろうか。警察学校時代に一緒に飲みに行ったことは何度かあったが、ここまで泥酔している姿を見たことはなかった。

　藤崎は人当たりがよく、誰とでもすぐに打ち解ける男だった。しっかりしていそうでどこか抜ぬけていて、場を和なごませる雰ふん囲い気きもある。自分にはない資質を持つ藤崎を玖珂はいつも羨うらやましく思っていた。

　だが、久しぶりに会った藤崎は、以前と感じが変わってしまっていた。

　人の目を気にし、おどおどとしている風にも見える藤崎。今の藤崎は、自分に自信をなくし、卑ひ屈くつになってしまっているように感じた。玖珂がよく知っている、前向きでいつも明るく笑っていた藤崎の姿はそこには微み塵じんもない。ましてやこんな風に泥酔する姿など、想像もできなかった。

　この六年で藤崎に何があったのかわからない。玖珂自身も六年の間にいろいろあった。悪いことばかりではなかったが、警察官として苦労もし、葛かつ藤とうもしてきた。それはおそらく藤崎も同じだろう。だが、藤崎が変わってしまった理由はそれだけではないような気がした。

　もしかすると、藤崎をこんな風に変えてしまったのは、自分がしでかしたあの愚行が原因なのではないだろうか──。

　そんな風に思い当たった玖珂は、後部座席に押し込めた藤崎をつと見下ろした。もしそうなのであれば、自分はどう藤崎に謝罪をすればいいのだろうか。

　だが、そんな玖珂の思いなどどこ吹ふく風とばかりに、藤崎は「放せ」だの「馬鹿」だのとわめき散らしている。支し離り滅めつ裂れつな暴言を吐はきながら暴れる藤崎をじっと見つめた玖珂は、自じ嘲ちよう気味にため息をついた。

「俺の考えすぎか──」

　ぽつりとそう呟つぶやき、なおもじたばたと暴れようとする藤崎の腕うでを捻ひねり上げる。いきなり逆手に腕を捻られ、藤崎が悲鳴を上げた。

「いっ……痛いってぇなっ、この野郎！　腕が折れたらどうしてくれるんだよ！」

「折られたくなかったら暴れるな！」

　思わずそう叫さけぶと、タクシーの運転手が困惑した様子で振り返った。

「あのぉ……車、出しちゃっていいんですかね」

　遠えん慮りよがちに声をかけてきた運転手を玖珂はきっと振り返る。

「ああ、出してくれ！」

　そんな玖珂の声に「出すな」という藤崎の声が被かぶった。

「出さなくていい！　俺は歩いて帰る！」

「黙ってろ、この酔っ払い！　かまわないから早く出してくれ！」

「あ……あの、えっと……」

　後部座席で「出せ」「出すな」の押し問答が何度も繰くり返される。じたばたともがく男と、それを押さえつける人相の悪い大男。面めん倒どうごとに巻き込まれたくない運転手も、なかなかアクセルを踏もうとしない。いいかげんそれに焦じれた玖珂が、藤崎を押さえつけたままぎろりと運転手を睨にらみつけた。

「いいからとっとと出せ！　中目黒だ！」

「はっ……はいっ」

　玖珂の一声で運転手が慌あわててアクセルを踏んだ。

　放せ、馬鹿野郎、人攫さらい。そんな叫び声を響ひびかせながら、二人を乗せたタクシーは駒こま沢ざわ通りを西へ向かって走っていった。
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　のしかかってきた体は思っていた以上に重かった。手首を押さえつけてくる力の強さも、想像の範はん疇ちゆうを超こえていた。

　嫌だ。放せ。

　何度そう叫んだだろうか。叫び声はやがて抑おさえきれない悲鳴に変わり、そして嗚お咽えつの声へと変わっていった。

　体を引き裂さかれるような痛みはとっくの昔に失うせていた。ただ太くて弾だん力りよくのある物が体の中を往復していく感覚だけが伝わってくる。

　直腸を押し広げながら入り込んできたものが、入ってきた時と同様にゆっくりと引き出されていく。硬かたく屹きつ立りつしたものが肉にく壁へきを擦こすりながら往復するたびに、体の奥からえも言われぬ疼とう痛つうが湧わき出した。それは、痛みと快感のちょうど中間に位置するような感覚だった。

　太い先せん端たん部が直腸を押し上げると、じくじくと体の奥が疼うずき、抑えていた本能が言葉となってはじけ出そうになる。

　もっと奥まで突き上げてくれ。もっと激しく抱だいてくれ。

　もっと、もっと──！

　拒きよ絶ぜつしようとする理性は、快楽を追う本能の波にいとも簡単に吞のみ込まれた。体の中を探さぐられる淫みだらな快感に、堪こらえきれない嬌きよう声せいが漏もれ出す。

　悔くやしいと思った。

　どうして自分がこんな目にあわなければならないのかという理り不ふ尽じんさよりも、与あたえられる悦えつ楽らくに溺おぼれ、より深い快感を追い求めようとする自分自身が悔しくてたまらなかった。

　気づかされてしまったことが悔しかった。こんなもの、一生気づかなければよかったのに、どうして気づかせたりしたんだ。

　そんな心の叫びが声になることはなく、どうしようもない屈くつ辱じよく感に涙なみだが止め処どもなく溢あふれ出す。

　突き上げられそして引き出されることによって、じわりじわりと押し寄せてくる喜き悦えつの波。膝ひざが震ふるえだすほどの快感。後ろを犯おかされ、前を手で嬲なぶられ、それでも浅ましく勃たちあがろうとする己おのれのもの。

　やがて、先走りを溢れさせる先端が解放を求めてビクビクと震えだした。ほどなく絶頂はやってくるだろう。

　抑えきれない喘あえぎに、激しく肉を打つような音が被る。

　聞こえてくる獣けものの息いき遣づかいにも似た喘ぎは、自分のものなのか、それとも──。

「もう……嫌いやだ……」

　己を組み敷しく者を恐おそる恐る振ふり返ると、淡あわい褐かつ色しよくの瞳ひとみにぶつかった。

　射るようにじっと見つめてくる目。思いつめたようにも見えるその視線に、本能的な恐きよう怖ふを感じた。　>>>♥

「やめてくれ……」

　その目に向かって震える声で懇こん願がんした。

　もう嫌だ。

　お願いだからやめてくれ。

　これ以上俺を貶おとしめないでくれ──。

「やめてくれ……もう……」

　頼たのむから──。
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「やめてくれ、玖珂──！」

　叫んだ自分の声に、藤崎は布ふ団とんを撥はね上げて飛び起きた。

　首に嫌な汗あせがまとわりつき、シャツの襟えりを濡ぬらしている。不快げに顔をしかめた藤崎は、激しく律動している自分の心音を落ち着かせるように、大きく息を吐き出した。

　嫌な夢を見た。六年前のあの冬の夢だ。

　心の奥底に封ふう印いんしていたはずなのに、どうして今さらあんな夢を見てしまったのだろう。肌はだを探っていった手の感かん触しよくをまざまざと思い出し、藤崎はぞくっと体を震わせた。

　大きくて冷たい手だった。無骨なその手が体を押さえ込み、翻ほん弄ろうし、そして屈辱を与えた。その手にあおられ、嬌声を上げて何度も果てた。ただ忌いまわしいだけの記き憶おく。どうして今さらそんなことを思い出してしまったのだろうか。

　もう一度深呼吸をした藤崎は、ふと自分が摑つかんでいる掛かけ布団を見下ろして首を傾かしげた。

「……あれ？」

　摑んでいるのは、まったく見覚えのないブルーのカバーがかかった羽布団だった。てっきり自分のマンションのベッドで寝ねているとばかり思っていたが、この布団はどう見ても自分のものではない。

　慌てて周囲を見回したが、眼鏡めがねがないために視界がぼんやりと霞かすみがかっている。だが、確実にここが自分の家でないことだけは理解できた。

「えっと……」

　麻布東署の捜そう査さ本部が解散になり、細川たちと六本木近辺で飲んでいたところまでは覚えている。隣となりに玖珂が座っていたのも何となく覚えているが、そこから先の記憶がぷっつりと途と絶だえていた。

「まさか……」

　酒の席でまた何かとんでもない失態をしでかしたのではないだろうか。

　以前、泊とめてもらった細川の家でも何かをやらかしたらしいが、全く記憶にない。その件に関して何度か細川に尋たずねてみたのだが、細川は「大したことじゃない」と一いつ切さい口を割ろうとしなかった。だが、細川の表情を見ていると、かなり「大したこと」をしでかしたのだと想像できた。

　酔よって記憶がないということは、今回もまた細川に迷めい惑わくをかけているに違ちがいない。明日の朝、出勤したらきちんと謝罪をしなければ──。

　そう思いつつ藤崎は「いや」と首を横に振った。細川への謝罪も大事だが、どうして知らない部屋で寝ていたのか、今はそちらの方が重要な問題だった。

　明かりの灯ともっていない部屋をぐるりと見回す。

　白い壁かべと白い天てん井じよう。部屋の突つき当たりにベランダでもあるのだろうか、青いカーテンがかけられているが、きっちりと閉とざされていて外の様子は窺うかがえない。壁かべ際ぎわには大型のテレビが置かれており、部屋のやや真ん中に円形のガラステーブルがある。よく見ると、そのテーブルの横に何やら黒っぽい大きなものが転がっていた。

「何だ……あれ……」

　目を凝こらすと、黒っぽいそれはダウンジャケットのようだった。どうして床ゆかにダウンジャケットが放置されているのだろうか。首を傾げつつそれを見ていると、その黒いかたまりがいきなりもぞりと動きだした。

「う……わっ！」

　本来動くはずのないものが動きだし、藤崎は息を吞む。やがてのっそりと起き上がったそれは、うんと伸のびをするとベッドで呆ぼう然ぜんとしている藤崎を振り返った。

「ん？　ああ、やっと起きたか……」

　さも迷惑そうなこの声に聞き覚えがある。黒い影かげを凝ぎよう視しした藤崎は、まさかと思いつつそれに向かって声をかけた。

「もしかして……玖珂か？」

「もしかしなくても俺だ。この酔っ払ぱらい」

　視界がぼやけてよく見えないが、この声は間ま違ちがいなく玖珂だった。ダウンジャケットを布団代わりにして床に寝ていた玖珂は、もう一度腕うでを伸ばして伸びをした。

「この野や郎ろう、俺のベッドを占せん領りようしやがって……」

　あくびをかみ殺しながらそう言った玖珂を、藤崎は言葉もなく呆然と見やった。

　見知らぬ部屋で寝ていた自分。そしてそこにいる不ふ機き嫌げんそうな玖珂。嫌な予感が脳のう裏りをよぎり、藤崎は思わず自分の体を抱だきしめた。

　もしかすると先ほどのあれは、夢などではなく現実だったのではないだろうか。玖珂は性しよう懲こりもなくまた自分に襲おそいかかったのではないだろうか。

　慌あわてて自分の体を確かく認にんしていると、玖珂が鬱うつ陶とうしげに眉まゆを寄せて言った。

「心配するな。何もしていない」

「なっ……」

　かっと顔を赤くした藤崎に向かって、玖珂が呆あきれたように鼻を鳴らした。

「酔っ払って寝ているやつをどうこうしようなんて思わない」

「あ、当たり前だ！」

　声を上ずらせる藤崎に一いち瞥べつをくれて立ち上がった玖珂が、無言で玄げん関かん付近のキッチンへと向かう。小型の冷蔵庫の扉とびらを開き、中からペットボトルの水を取り出した玖珂は、ベッドに座り込んだままの藤崎にそれを差し出した。

「何だよ、これ……」

「水だ。飲んどけ。アルコールが少し薄うすまるだろう」

「あ……ああ……」

　受け取ったペットボトルのキャップをひねりつつ、藤崎はちらりと玖珂を見やる。

「……玖珂、ちょっと訊きいてもいいか」

「何だ」

「ここ、おまえんちだよな？」

「ああ」

「どうして俺がおまえんちにいるんだ？」

「どうしてって……おまえ、全然覚えてないのか？」

　小さく頷うなずいた藤崎にため息をひとつくれ、玖珂がここに来るまでの顚てん末まつを説明する。

「じゃあ、班長が俺をおまえに押しつけたってことか？」

「ああ──」

「だったらどうして──」

　家まで送り届けてくれなかったんだ。そう言いかけた藤崎の言葉を遮さえぎるように、玖珂はまた大きなため息をついた。

「俺は家まで送っていくと何度も言ったんだ。でも、おまえがどうしても住所を言わなかったから──」

　だから仕方なく自分の家に連れてきた。そう言って床に腰を下ろした玖珂は、ダウンを手元に引き寄せてあくびをした。

「おまえな、ちょっと酒さけ癖ぐせが悪すぎだぞ。店でさんざん俺に絡からんだあげく、道みち端ばたに座り込むわ、タクシーで大おお騒さわぎするわ──」

「わ、悪い……」

「おまけに部屋に入るなり俺のベッドで熟じゆく睡すいしやがって」

　言われて藤崎は、慌ててベッドから飛び起きた。

　泥でい酔すいしたあげく、玖珂の部屋に連れ込まれ、玖珂のベッドで熟睡。自分の無防備さに呆れて開いた口がふさがらない。

「せ……世話になった。帰る」

　あたふたと立ち上がった藤崎は、ベッドの脇わきにあった椅い子すに引っ掛けられていた自分のネクタイを手に取った。テーブルの上に置かれた眼鏡をかけ、玖珂を振ふり返る。

「タクシー代、いくらだ？」

「別にいい。それより帰るって、始発までまだ時間があるぞ。いっそ朝までいたらどうだ？」

　そう言った玖珂に、藤崎は「いや」と首を横に振った。

「そういうわけにはいかない。ここ、どのあたりなんだ？」

「中目黒駅のすぐ近くだが」

「中目黒？」

　鸚おう鵡む返がえしに尋ねると、玖珂が小さく頷く。

「どうせ俺には似合ってないけどな」

　そう付け足した玖珂に、藤崎は「何のことだ」と首を傾かしげた。そんな藤崎に向かって、玖珂がまたげんなりとため息をつく。

「おまえ、本当に何も覚えてないんだな」

「俺、何か言ったのか？」

「いや……別に大したことじゃない。気にするな」

　そう言って手を振った玖珂に背を向けた藤崎は、コートを羽織るとそのまま玄関に向かった。

　靴くつに足を突っ込むと同時に腕うで時ど計けいを見る。時刻は午前四時を少し過ぎたところだった。玖珂の言うとおり、始発までまだかなり時間がありそうだ。

「本当に帰るのか？」

　玄関までやってきた玖珂に「ああ」と頷き、藤崎はドアノブに手を伸ばした。一刻も早くこの場所から立ち去りたい。そんな気持ちでいっぱいだった。

「タクシーで帰る。駅前に行けば一台くらい停とまってるだろうし」

「家は下北沢なんだろう。ここからだとけっこうかかるぞ」

「それでも」と藤崎は玖珂の誘さそいを固辞する。

「藤崎──」

「給料前だしちょっと痛いけど、自じ業ごう自じ得とくだしな。それに、このくそ寒いのにおまえをまた床で寝ねかせるわけにはいかないからな」

　そう言って玄関のドアを開いた藤崎の背に、また声がかけられた。

「理由はそれだけか？」

「え？」

　問い詰つめるような玖珂の声に、藤崎は思わず足を止める。

「理由はそれだけなのか？」

「玖珂──」

「それだけじゃないだろう？」

　念を押すように言われ、藤崎はそのまま押し黙だまった。

　どうしてもこの部屋にいたくない本当の理由は何なのか。

　振り返ると、答えを待つ玖珂の瞳ひとみとぶつかった。先ほど夢で見たものと同じ視線に恐きよう怖ふ感を覚え、藤崎は慌てて玖珂から目を逸そらす。

「──おまえ、まだ俺が怖こわいか？」

「え……？」

「俺が怖いか？」

　もう一度同じ言葉を口にした玖珂を見上げ、藤崎は唇くちびるをかみ締しめた。

　怖くないといえば噓うそになる。玖珂に強ごう姦かんされた忌いまわしい記き憶おくは、今もなお藤崎の心を深く傷つけたままだ。玖珂がどれほど反省をしようとも、その傷が癒いえることはないだろう。

　床ゆかに視線を落としたまま、藤崎は無言で小さく頷いた。

「藤崎……」

「怖がるなって言うほうに無理があるだろ──」

　消え入るような声でそう言うと、玖珂が自じ嘲ちようめいた声で「そうか」と呟つぶやく。それに藤崎は苛いら立だちを感じずにはいられなかった。

　別に謝罪の言葉が欲しいわけではなかった。だが、反省の色もなく「そうか」という言葉だけを吐はく玖珂に腹が立って仕方ない。

　おまえに俺の苦しみの何がわかる──！

　玖珂に悪あつ口こう雑ぞう言ごんでも叩たたきつけてやろうかと思ったが、それらしき言葉を見つけ出すこともできず、重苦しい雰ふん囲い気きだけがそこに漂ただよう。

「藤崎」

　やがて沈ちん黙もくを破るかのように玖珂が口を開いた。

　言おうか言うまいか迷うように目を泳がせ、また口を閉じる。それを何度か繰くり返した玖珂は、意を決したように藤崎に向き直った。

「本当に今さらなんだが──」

　そう前置きをし、玖珂はぽつりと言った。

「その……悪かった。あの時は本当に──」

「え……？」

「悪かった……すまない……」

　同じ言葉を繰り返した玖珂を、藤崎は呆ぼう然ぜんと見上げる。その藤崎をじっと見つめ、玖珂は言った。

「許して貰もらえないことはわかっているし、許してくれとも言わない。おまえが俺を嫌きらうのは当然だと思う。ただ……」

「ただ？」

　先を促うながす藤崎を見つめたまま、玖珂は言葉を続けた。

「せめて仕事の時だけは、もう少し打ち解けて接してくれないだろうか」

「打ち解けてって……おまえ何言ってんだよ……」

「別にうわべだけでもいいんだ。俺を好きになってくれなんて言わない。嫌っても、憎にくんでもいい。おまえにはそうする権利がある。でも、仕事中は仲間として普ふ通つうに接してほしい。それも嫌いやか？」

　嫌かと問われ、藤崎は押し黙った。

　言われなくても嫌っている。憎んでいる。許すつもりなど毛頭ない。あれだけのことをしておいて、うわべだけでも普通に接してほしいなどと、勝手なことを言うな。

　そう叫さけびたい衝しよう動どうを堪こらえていると、玖珂が珍めずらしく唇に笑えみを浮うかべた。だが、それは悲しいまでの自分自身への冷れい笑しようだった。

「俺は本当に馬ば鹿かなことをしたんだな──」

　ぽつりとそう言った玖珂を、藤崎は無言で見つめた。一いつ瞬しゆん、玖珂の瞳が懺ざん悔げに揺ゆれているように見え、胸の奥がぎゅっと締め付けられるような錯さつ覚かくを覚える。

　何かを言わなければと思った。けれど、今口を開けば玖珂に悪口雑言をぶつけてしまいそうだった。

　黙り込んでいると、玖珂がふっと小さく息をついた。

「悪い。今のは忘れてくれ」

「玖珂──」

「引き止めて悪かった。気をつけて帰ってくれ」

　強ごう引いんに話を畳たたむかのようにそう言い、玖珂は藤崎に背を向けた。藤崎もまた玖珂に背を向け玄げん関かんを出る。

　ノブから手を放すと同時に、ドアがゆっくりと閉まっていく。玖珂の後ろ姿が徐じよ々じよに見えなくなり、やがてカチッという小さな音とともにドアが完全に閉とざされた。

　灰色のドアをじっと見つめながら、藤崎は心がじくじくと痛むのを感じていた。それは玖珂への罪悪感に限りなく似ている気がした。

　どうして自分が玖珂に対して罪悪感を覚えなければならないのかと藤崎は憤いきどおる。だが、背を向ける直前に見た玖珂の表情に、加害意識を感じずにはいられなかった。

「何でそんな顔するんだよ……」

　思わずそう呟き、藤崎は拳こぶしを握にぎり締める。

「何でおまえが傷ついたみたいな顔するんだよ……」

　玖珂への罪悪感で胸が痛い。そう感じてしまう自分に腹立たしさを覚えながら、藤崎は足早に廊ろう下かの端はしにあるエレベーターホールへと向かった。
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　玖珂の部屋を後にし、駅に向かって大通りを歩いていた藤崎は、吹ふき付けてくる冷たい風に思わず体を震ふるわせた。

「寒……」

　夜が明けるまで時間があり、空はまだ真夜中の様相を呈ていしている。夜明け前の放射冷れい却きやくで気温もかなり下がってきているのだろう。もう春も近いというのに、吐く息が白い。

　玖珂の部屋で少し寝たからなのか、今は酔よいもすっかりさめている。外気の冷たさに指先が徐々にかじかんでいくのを感じ、藤崎はコートのポケットに両手を突つっ込んだ。

　俺は本当に馬鹿なことをしたんだな──。

　帰り際ぎわに聞いた玖珂の言葉が、耳の奥で反復する。

　俺が怖いかと問いかけた声が少し寂さみしげに聞こえた。悪かったという謝罪の言葉には誠実さを感じた。何より馬鹿なことをしたという呟きには玖珂の後こう悔かいと懺悔の気持ちが込められているように思えた。

　玖珂が怖いと思うのは事実だ。憎いと思う気持ちもある。だが、それ以外の何かが藤崎の心の中で揺れているのも確かだった。

　仕事の時だけでいいから普通に接してほしいと玖珂は言う。だが、その言葉に傷ついている自分に藤崎は驚おどろいた。

　うわべだけの付き合いでいいと言った玖珂に、激しい憤りを感じた。距きよ離りを置かれることに腹立たしさを感じた。この気持ちはいったい何だと言うのだろうか。

　玖珂を許せないという思いは変わらない。どれだけ謝罪をされても、心の傷は癒えない。けれど、藤崎が恐おそれているのはそれとは違ちがう自分の複雑な感情だった。

　いっそ玖珂を憎み続けていられればよかった。謝られたりしなければ、そうすることもできたのに、それすら許さないとばかりに玖珂は謝罪の言葉を口にした。

「どうして今さら謝ったりするんだよ……」

　ぽつりと呟き、藤崎は夜明け前の暗い空を見上げる。

「謝るなよ……憎ませろよ……このままおまえを嫌いでいさせてくれよ……」

　ここにいない男に向かってそう呟いた藤崎は、コートの襟えりを合わせると、駅方面へと足を急がせた。




　　　　７




　十七時四十五分の定時を十分ばかり過ぎた頃ころ、警視庁庁舎にある刑けい事じ部のフロアに、獣けものの咆ほう哮こうのようなくしゃみが轟とどろいた。いったい何事だといわんばかりに、部屋にいた捜そう査さ員いんたちがそちらに目を向ける。とたん、また盛大なくしゃみが部屋に響ひびき渡わたった。

「おいおい、玖珂。風か邪ぜか？」

　捜査書類の整理をしていた細川が、さも迷めい惑わくげにくしゃみの犯人へと目をやる。我が慢まんしきれず三度目のくしゃみを放った玖珂は、机の上のティッシュボックスに手を伸のばしながら細川に向かって申し訳なさそうに頷うなずいた。

「オマエな、体調管理くらいちゃんとやっとけよ。『お仕事』は風邪だからって待ってくれないんだぞ」

「……すみません」

　ずるずると洟はなをすすりながら謝罪した玖珂を、隣となりにいた藤崎は複雑な面おも持もちで見上げた。

「風邪……引いたのか？」

　そう尋たずねると、玖珂がティッシュで鼻を押さえたまま頷く。

「ああ……ちょっとな……」

「それって俺のせいだよな」

「ああ？」

「週末俺がベッドを占せん領りようしたから、おまえ床ゆかで寝ねてただろ。それでなんじゃないのか？」

「気にするな。体調管理は自己責任だ」

　だが、そんな玖珂の答えに藤崎は表情を曇くもらせた。

　気にするなということは、玖珂の風邪の原因は間ま違ちがいなく自分だと藤崎は思った。

　泥でい酔すいし、絡からんで暴れたあげく、爆ばく睡すいしてベッドを占領。自分で言うのも何だが、最低最悪の酔っ払ぱらいだ。

　悄しよう然ぜんと肩かたを落としていると、パソコンを開いていた玖珂がぱったりと机に突っ伏ぷした。

　どうやら藤崎が思っている以上に具合が悪いらしい。熱が出始めているのか、時折大きな体がぐらりと傾かしぐ。そのたびに、藤崎は慌あわてて玖珂の体を支えた。

「おまえ、大だい丈じよう夫ぶかよ。帰った方がいいんじゃないのか？」

「まだ報告書が残ってるんだ……」

　そう言って顔を上げた瞬しゆん間かん、また体が揺れる。今にも倒たおれそうな玖珂の様子に、少し離はなれたところにいた細川が鬱うつ陶とうしげに顔を上げた。

「玖珂、今日はもう帰れ」

「でも、まだ書類が……」

「明日でいい、明日で。ていうか、これ以上ここに風邪菌きんをまき散らすな。風邪で捜一を全ぜん滅めつさせる気か」

　眉み間けんに皺しわを寄せながらそう言った細川は、玖珂の体を支えている藤崎につと目を向けた。

「藤崎、オマエも上がりか？」

「ええ、報告書があと少し残ってますけど、もうすぐ終わります」

「だったらとっとと終わらせて玖珂を家まで送っていけ」

「は？」

　いきなりそう言われ、藤崎は机に突っ伏している玖珂を見下ろした。

「玖珂を……ですか？」

「ああ。帰る途と中ちゆうで倒れられたらかなわんからな。責任もって家まで送り届けろ」

　そんな細川と藤崎のやりとりを聞いていた玖珂が、うっそりと顔を上げる。

「大丈夫です。一人で帰れます……」

　言ったとたん、玖珂が藤崎に向かって倒れ込む。椅い子すから転がり落ちる直前に玖珂の体を抱だき留めた藤崎は、腕うでに伝わってきた体の熱さに驚いた。

「ちょ……玖珂、おまえかなり熱あるって！」

「これくらい大丈夫だ……医務室に行って薬を貰もらえば──」

「ちょっと待てよ。これ提出したら送ってやるから」

「だから大丈夫だって言ってるだろう……ガキじゃあるまいし、一人で帰れる」

　気き丈じように振ふる舞まってはいるが、おそらくもう座っているのも苦しいに違いない。じっとりと汗あせを浮うかべる玖珂をちらりと見やった藤崎は、プリンターから出力された書類を提出すると、急いでパソコンの電源を落とした。

「ほら、帰るぞ、玖珂」

「だから一人で──」

「うるさい。おまえの具合が悪くなったのは俺のせいなんだ」

「藤崎……」

「だから詫わびくらいさせろ」

　付け足すように言った藤崎に、玖珂が不信感いっぱいの目を向ける。

「何だよ。そんな胡う散さん臭くさそうな目で見るなよ。迷惑かけた詫びだって言ってるだろ」

「……おまえは嫌いやじゃないのか？」

　小声でそう尋ねられ、藤崎は首を傾げた。

「何が？」

「何がって……俺の部屋だぞ？」

「だったら何だよ。行ったら何かするつもりなのか？」

　間かん髪はつを容いれずに追つい及きゆうすると、玖珂が口ごもった。たとえ玖珂に何かするつもりがあったとしても、今のこの体調で何かできるはずもない。

　少し目を泳がせた後、玖珂が「いや……」と小声で呟つぶやいた。

　それでもまだ玖珂は藤崎の付き添そいを固辞しようとする。そんな玖珂に向かって、業ごうを煮にやした細川の怒ど声せいが浴びせられた。

「うるせぇな！　ごちゃごちゃ言ってないで風邪っ引ぴきのガキはとっとと帰って寝ろ！」
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　タクシーが目黒川沿いにあるマンションの入り口に着いた時、玖珂は既すでに後部座席でぐったりとしていた。

　帰り際ぎわに医務室に立ち寄って風邪薬を飲ませたものの、ここまで悪化してしまっては何の対処にもならない。ふらつく玖珂の体を支えながら藤崎は部屋のドアを開けた。

「玖珂、着いたぞ」

「ああ……」

　なんとか部屋まで辿たどり着いたが、中に入ったとたんに玖珂はベッドに倒れこんだ。

「お……おいっ、玖珂っ」

　いきなり体重をかけられたベッドがぎしぎしと不満の音を軋きしませる。ネクタイすら解ほどかずにベッドにダイブした玖珂は、そのまま涼りようを求めるようにぱったりと枕まくらに顔を伏せた。

「おい……おまえ、ホントに大丈夫か？」

　顔を覗のぞき込むと、玖珂はちらりと視線だけを向けた。いつもの鋭するどい目も、今日ばかりは熱っぽく潤うるんでいる。

「熱、けっこう上がってんじゃないのか？　解げ熱ねつ剤ざいとか持ってるか？」

「そんなもの、あるわけないだろう……」

「そんなものって……あのな」

「別に薬なんかなくたっていい。風か邪ぜくらい寝てれば治る」

　言いながら玖珂はごそごそと布ふ団とんを引き寄せた。寒気でもするのか、布団を摑つかんでいる手がわずかに震ふるえている。それを見下ろしていた藤崎は、ふっと小さく息を吐はき出した。

「おまえ、メシはどうするんだ？　何か食うものはあるのか？」

　返事はなかったが、藤崎はそのまま玄げん関かんの脇わきにあるキッチンへ向かった。

　シンクの上に備え付けの食器棚だながあり、キッチンの片かた隅すみには小型の冷蔵庫が申し訳程度に置いてある。何か入っているだろうかと冷蔵庫の扉とびらを開いた藤崎は、中を覗いてがっくりと肩を落とした。

　冷蔵庫に入っていたのは、缶かんビールが三本とペットボトルの水が一本のみで、レトルト食品はおろか、酒のつまみひとつ入っていない。たぶんそんなことではないかと予想はしていたが、別にこんな予想は的中しなくてもいい。

「……俺んちの冷蔵庫以下だな」

　ガスレンジや食器棚にも目をやってみたが、食料らしきものは見当たらない。むろん、玖珂がいる部屋にも何もない。どうやら玖珂は、この部屋を『寝ねるためだけの部屋』と見なしているようだった。

　昔からあまり物に執しゆう着ちやくしない男だったが、それは変わっていないらしい。警察学校の寮りようでも玖珂の部屋にはほとんど私物がなかったことを思い出し、藤崎は肩をすくめた。

　仕方なくキッチンから戻もどり、玖珂が寝ているベッドの傍かたわらに腰こしを下ろす。部屋の主である玖珂は、布団をすっぽりと被かぶって苦しそうに息をしていた。

　食料はない。薬もない。家まで送ったらそのまま帰ろうと思っていたが、ないないづくしのこの部屋に玖珂を一人放置して帰るのはどうも気が引けた。

「玖珂」

　静かに問いかけると、玖珂が布団からうっそりと顔を覗かせた。熱で赤く充じゆう血けつした瞳ひとみに罪悪感を覚え、藤崎の胸がちりっと痛む。

「あのさ、表通りにコンビニがあっただろ。何か食うもの買ってきてやるよ。何が食える？」

　そう問いかけた藤崎に無言で一いち瞥べつをくれ、玖珂はまた布団にもぞもぞともぐりこむ。

「玖珂？」

「……いいからもう帰れ。おまえにうつすとまずいから」

　にべもない玖珂のそんな言い草に藤崎はむっと唇くちびるを曲げて眉まゆを寄せた。

「病人は黙だまってろ。粥かゆなら食えるか？」

　思わず声を荒あららげた藤崎に、玖珂が鬱陶しげに「ああ」とだけ短く答える。もう会話をするのも億おつ劫くうだということなのだろうか。

　それに小さく頷うなずいた藤崎は、コートを抱かかえて立ち上がった。

「すぐ帰ってくる。おとなしく寝とけよ」

　その言葉に玖珂が返事をしたのかどうかはわからない。マンションを飛び出した藤崎は、一目散に大通り沿いのコンビニエンスストアへと走っていった。
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　大手フランチャイズのコンビニエンスストアに入った藤崎は、大急ぎで棚たなを物色した。

　張り込みなどでこういった店にはよく買い出しに行くが、買うものといったらパンやおむすび、茶などがメインで、レトルトの粥がどこにあるかなど見当もつかなかった。商品が並んでいる棚を順に探し、ようやく見つけた粥をカゴに放り込む。ついでに梅干しのパックもカゴに入れた藤崎は、熱があるのならとスポーツドリンクのペットボトルを二本追加してレジに向かった。

　これで薬も売っていればよかったのだが、残念ながらこの店では販はん売ばいしていないらしい。会計を済ませた藤崎は、通りにあった薬局で薬を調達すると、出てきた時と同様に目黒川沿いのマンションまで駆かけ戻った。

　部屋に戻ると、玖珂は完全に布団の中にもぐりこんでいた。買い出しに行っている間に着き替がえを済ませたらしい。先ほどまで玖珂が着ていたスーツが床ゆかに脱ぬぎ散らかされている。

　ハンガーにかける気力もなかったのかと、藤崎はそれらを拾い上げて机の前の椅子に引っ掛かけた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　ベッドで丸くなっている玖珂に声をかけると、「ああ」とだけ面めん倒どうくさそうな返事があった。一応でも返事があったことにほっと胸をなでおろし、藤崎はテーブルにコンビニの袋ふくろを置いた。

「粥、買ってきたんだ。温めてやるから食えそうなら食えよ」

　もう一度声をかけてみたものの、今度は返事がない。まあいいかと呟き、藤崎はほとんど使われていないキッチンをぐるりと見回した。

　部屋や冷蔵庫に何もないのはわかったが、キッチンにも食器らしき物が一いつ切さいなかった。

　粥を温めるための鍋なべもなければ、それを入れるための茶ちや碗わんすらない。食器棚に入っているのは、大きなマグカップがひとつきりだ。

　もしやと思って店でスプーンだけは貰もらってきたのだが、まさか食器までないとは思いもよらなかった。

「せめて茶碗くらい買っとけよ……」

　そうぼやきながらマグカップ以外に何か容いれ物はないかと視線をめぐらせていると、キッチンの片隅に返し損そこねているらしい出前の丼どんぶ鉢りばちがひとつ転がってた。

　いったいいつからそこに放置されているのか、白地に青い絵え柄がらが入った丼鉢にはうっすらと埃ほこりが積もっている。

「ま、これでいいか──」

　埃っぽくなっている丼鉢を水ですすぎ、レトルトの粥を放り込む。電子レンジで温めたそれに大きな梅干しをひとつ載のせ、藤崎は玖珂が寝ているベッドへと向かった。

「玖珂」

　声をかけると、玖珂がわずかに身じろぎをする。

「大丈夫か？」

「……ああ」

　部屋着に着替えて少し楽になったのか、玖珂がゆっくりと体を起こした。

「具合はどうだ？」

「薬が効いてきたんだろうな。少しましになった……」

「粥、温めたんだけど、食えるか？」

　言われて差し出された粥を、玖珂がまじまじと見下ろす。

　かいがいしいやつだなと言わんばかりに藤崎を見やり、玖珂はまた丼鉢に目を戻した。

「うちにこんな丼、あったか？」

　そう尋たずねた玖珂に、藤崎は「床にな」と笑いながら答えた。

「出前の丼だろ。ちゃんと返しとけよ」

「出前……？」

　いったいどこの店の──と、途と中ちゆうまで考えて面倒になったのだろう。玖珂は、黙ってその丼鉢を受け取った。

　塩分がやや控ひかえめの粥を、玖珂が無言でもそもそと口にする。それをじっと見ていた藤崎は、床に胡坐あぐらをかくと呟つぶやくようにぽつりと言った。

「……マジで悪かったよ」

「ああ？」

「俺があの晩ベッドを占せん領りようしなきゃこんなことにはならなかったんだよな……」

「別におまえのせいじゃない。俺の体調管理不足が原因だ」

「玖珂……」

「大丈夫だ。気にするな」

　どれだけ弱っていても、玖珂は気き丈じように振ふる舞まい大丈夫だと言う。それは昔と何も変わっていなかった。

　仲間にも教官にも絶対に弱みを見せず、ストイックなほど自分に厳しい。そんな玖珂に藤崎は憧あこがれた。自分もこういう男でありたいと思った。けれど、憧れは羨せん望ぼうになり、嫉しつ妬とへと変わっていった。

　玖珂を羨うらやむ気持ちが、藤崎自身の自己肯こう定てい感を低下させた。それに追い打ちをかけたのが、玖珂のあの暴挙だ。そう思い、いや違ちがうと藤崎は否定した。たとえそれがなくても結局玖珂を羨む気持ちは変わりなかったように思う。

　玖珂を上うわ目め遣づかいに見ていた藤崎は、ふと小さく笑い声を上げた。自じ嘲ちよう気味に笑う藤崎に、粥をすすっていた玖珂が訝いぶかるような視線を向ける。

「藤崎？」

「俺ってさ……ホントに馬ば鹿かで最悪だよな」

「ああ？」

「つまんないことでいじけて、酔よっ払ぱらって絡からんだあげくにこれだもんな。自分で自分が嫌いやになってくる」

　そう言った藤崎は、ふと玖珂から目を逸そらしてフローリングの床を見つめた。

「俺さ、おまえが羨ましかったんだよな……」

「俺が羨ましかった？」

　スプーンを咥くわえたまま鸚おう鵡む返がえしに尋ねた玖珂に、藤崎は小さく「ああ」と頷いた。

「俺は何でもできるおまえが羨ましかったんだ。いつも、どこに行っても目立つところにいるおまえが羨ましくて仕方なくてさ……」

「藤崎──」

「この前の事件の時も、どうしておまえばかりって思った。どうして俺だけ本部に残されたんだろうって。そしたらやりきれなくなって──」

　作りきれない笑え顔がおを浮うかべ、藤崎は「ごめん」と呟いた。

「具合が悪いやつに何を愚ぐ痴ちなんか言ってんだよな。悪い。今のなかったことにしてくれ」

「俺はおまえの方が羨ましいけどな……」

「え？」

　ふいに返ってきた言葉に、今度は藤崎が驚おどろく番だった。一いつ瞬しゆん聞き違えたかと思ったが、玖珂は間違いなく藤崎のことを「羨ましい」と言った。

「羨ましい？　俺のどこが？」

　玖珂の言葉に藤崎は困こん惑わくした。玖珂が藤崎に対して羨むことなど何一つとしてないはずだ。

「おまえに羨ましいって思われることなんて何もないぞ？」

　そう尋ねると、粥かゆを漫まん然ぜんと口に運んでいた玖珂が藤崎にちらりと目を向けた。

「俺はおまえと違ってこの顔にガタイだろう。だから、どこに行っても、何をしても悪目立ちをするんだ」

　ふっとため息をつき、空になった丼鉢をベッドの横にある棚に置く。体を枕まくらにもたれさせた玖珂は、床に座り込んでいる藤崎を見つめながら口を開いた。

「こんなでかい体をしているから、何をやってもできて当たり前だと言われ、できないと大きな図ずう体たいをしてみっともないと言われる。細かいことを気にすれば大きな体に似合わないと言われるし、気にしなければやはり図体ばかりで頭が回らないと馬鹿にされる。いつもそうだったんだ」

「玖珂……」

「何をしても悪目立ちをするんだ、俺は。だから頑がん張ばるしかなかった。誰だれにも文句を言わせない結果を出すしかなかったんだ」

　見た目に相応した人間性を必死で形成していくしかなかったのだとこぼし、玖珂は嘆たん息そくした。

「刑けい事じの仕事だってそうだ。俺は張り込みや尾び行こうには絶対に向かないんだ。こんなでかい男がぴったりとついてきたら、誰だって気が付くし怪あやしむだろう」

「そりゃそうかもしれないけど……」

「だから俺は刑事に向いていない。どこにでも溶とけ込めるおまえの方がずっと向いているんだ」

「だったらどうして捜そう一いちに来たんだよ。警護課からも引きがあったんだろう？　おまえ、ＳＰバッジを付けるのが目標だって言ってたじゃないか」

　あの夜、玖珂は確かそう言っていた。いつかＳＰバッジを胸に付け、要人警護をするのが自分の目標なのだと。

　そう詰つめ寄った藤崎に玖珂はつと目を向けた。熱で潤うるんだ瞳ひとみが、もの言いたげに藤崎を見つめる。

「おまえがいると聞いたから──」

「え……？」

「捜査一課におまえがいると聞いたんだ。だから──」

「玖珂……」

「俺はずっとおまえに会いたかったんだ。会って謝りたかった。謝って済むことじゃないのはわかってるけど、それでも──」

　途中まで言いかけ、玖珂はそのままぐらりと体を傾かしがせた。

「お……おいっ、玖珂っ、大だい丈じよう夫ぶかっ？」

　前に倒たおれ込んだ玖珂を慌あわてて抱だき起こし、ベッドに横たえる。どうやらまた熱が上がってきたらしい。体を横にした玖珂は、荒あらい息をついて藤崎を見上げた。

「……悪い。ちょっと横になる。帰る時は鍵かぎをかけていってくれ。鍵はドアの郵便受けにでも放りこんでおいてくれればいい」

　言うだけ言って、玖珂はゆっくりと目を閉じる。さしたる間もなく、少し苦しげな寝ね息いきが聞こえてきた。

　玖珂は布ふ団とんをすっぽりかぶって寝ねてしまっている。それを見下ろしていた藤崎は、何とも言いがたい複雑な心境に揺ゆれていた。

　会って謝りたかった。玖珂はそう言った。

　そんなことなのかと藤崎は思った。目標だった警護課への推すい薦せんを蹴けってまで玖珂が捜査一課にやってきた理由は、そんなことだったのかと──。

「何だよそれ……それが理由なのかよ……」

　そんなことがと呟いた藤崎は、玖珂にそっと手を伸のばした。

　汗あせをにじませた額に前まえ髪がみを貼はり付かせ、玖珂は苦く悶もんするような表情で眠ねむっている。汗をハンカチで拭ぬぐった藤崎は、少し長くなった玖珂の前髪を手で梳すいた。

「おまえ、髪が長いのも案外似合ってるな」

　警察学校時代は、互たがいにほぼ坊ぼう主ず頭あたまに近い短たん髪ぱつだった。グラウンドを駆かけ回って埃ほこりまみれになり、術科で大汗をかき、寮りように戻もどれば決められた時間内に入浴を済まさなければならない。そんな軍隊か刑けい務む所しよばりの生活の中で、長い髪を逐ちく一いち手入れしている時間など皆かい無むに等しく、皆みんな髪を短く刈かり込んだ。

　正式配属されてからは、その時の憂うさ晴らしとばかりに髪を伸ばしてやったが、どうやらその思いは玖珂も同じだったようだ。

　思いのほか柔やわらかなその髪を梳いても、玖珂が目を覚ますことはなかった。眉み間けんに深い皺しわを刻ませて寝息をたてている。

「玖珂……」

　思わず口をついて出た自分の声に、藤崎は鼓こ動どうが高鳴った気がした。

　どうしてこの世で最も嫌きらいなはずの男の部屋に自分はいるのだろう。どうしてかいがいしくこの男の世話を焼いているのだろう。

　何より、どうしてこんなにも切なげにこの男の名を呼んだりしているのだろう。

　どうして──。

　そこまで考え、藤崎は気持ちの奥底にもたげてきたあるものを振ふり払はらうかのように、激しく首を横に振った。

　気づいてはいけないと思った。

　この気持ちに気づいてはいけない。

　違ちがう。そんなはずはないんだ。これはきっと気の迷いなんだ。

　心でそう何度も繰くり返し呟つぶやきながらも、藤崎は玖珂に向かって伸ばした手を引くことができなかった。髪を梳いていた手を、熱で上気した頰ほおに滑すべらせる。熱い頰に手を添そえると、冷たさを感じた玖珂がほっと小さく息をついた。

「玖珂……」

　もう一度そう呟き、藤崎はベッドにもう片方の手をついた。

　完全に熟じゆく睡すいしているのだろうか。体重をかけられたベッドが軋きしんだが、玖珂が目を覚ます気配はない。

　そうして玖珂をしばらく見下ろしていた藤崎は、ふいに顔をゆがめた。

「馬鹿だよな、おまえ……」

　泣き笑いのような表情を浮かべ、玖珂の頰を両手で包み込む。

「馬鹿だよ……本当に……」

　わずかに開かれた薄うすい唇くちびる。乾かん燥そうして少しかさついたその唇に自分の唇が触ふれた瞬しゆん間かん、藤崎ははっと我に返った。

　玖珂から飛び退のき、自分の口を手で覆おおう。

　口から心臓が飛び出しそうなほどに鼓動が高鳴っていた。驚きと同時に一気に頰が熱くなる。

　今、自分は何をした？

　そう自問し、出てきた回答に藤崎は何かで頭を殴なぐられたような錯さつ覚かくを覚えた。

　違う。そうじゃない。俺はそうじゃないんだ！

　ありえない自分の行動に愕がく然ぜんとした藤崎は、床ゆかに放り出したままのコートを引っ摑つかむと、頼たのまれていた鍵をかけるのも忘れてそのままマンションを飛び出した。
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「違う……」

　大通りを駅に向かって走りながら、藤崎は呟いた。

「違う……違うんだ……」

　何度も同じ言葉を繰り返し、自分の感情を振り払う。だが、そうすればするほど、玖珂への秘ひめた想おもいがとうとうと溢あふれ出した。

　藤崎が自身の性的指向に気づいたのはずっと昔だった。気づきながら、同性に惹ひかれてしまう自分を否定し続けてきた。きっと気のせいだと自分に言い聞かせて生きてきた。なのに、六年前のあの夜、玖珂は藤崎のそんな心の封ふう印いんを引きちぎった。

　本当は嫌いやじゃなかった。玖珂のことが好きだった。口では拒きよ絶ぜつしながらも、心も体も玖珂という男を求めていた。ただ、あんな形で体を繫つないでしまいたくなかっただけだった。

　どれだけ否定しても、玖珂への想いが断たち切れない。玖珂を憎にくみ、怯おびえながらも、心のどこかであの体に、あの腕うでにもう一度抱だかれたいと思っている自分がいた。

　自分の中に潜ひそむこの矛む盾じゆんした感情を、どう制せい御ぎよすればいいのか藤崎にはわからなかった。

　ふと立ち止まった藤崎は、車が行き交かう通りを振り返った。

　たった今飛び出してきたマンションが見えたとたん、玖珂の唇の感かん触しよくがまざまざとよみがえる。少しかさついた熱っぽい唇に触れた自身の唇を、藤崎はそっと指でなぞった。

「玖珂……」

　玖珂の名を呼ぶたびに、胸の奥が締しめ付けられる。こんなに近くにいるのに、手を伸ばせば触れられるところにいるのに、玖珂という存在が遠くに感じて仕方ない。無理やり体を繫げられたあの時よりも、どうして今の方がより心が痛むのだろうか。

　憎しみの根底にあったのは、玖珂を好きだと思う秘めた気持ちだった。その気持ちをあんな形で引き裂さかれたからこそ、藤崎は玖珂を憎んだのだ。

　なのに、その憎しみを玖珂はいきなり藤崎の中から取り去ってしまった。

　会いたかったと玖珂は言った。会って謝りたかったというその言葉は、藤崎の心に重くのしかかっていた岩を砕くだいた。

　憎しみという名の重しが取り除かれたとたん、心の奥底に秘めた玖珂への想いは一気に浮うき上がった。

　玖珂が好きだと思う気持ちは、もう否定できないところまできている。なのにそれを素す直なおに伝えることができない自分自身のもどかしさに、心が張り裂けそうだった。

　玖珂とは一生このままの関係が続くのだろうか。互いに本当のことを聞き出せもせず、上っ面つらだけの付き合いを続けていくのだろうか。

「玖珂……俺は……俺たちはどうすればいいんだろうな……」

　溢れ出す自分の欲よく望ぼうを必死で堪こらえながら、藤崎はここにいない男に向かってそう呟いた。
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　翌朝出勤すると、昨夜あれほどぐったりとしていた玖珂が、けろっとした顔で刑けい事じ部屋に姿を見せた。基き礎そ体力が違うとでもいうのだろうか、何事もなかったかのように、いつもと変わらず四係の島の末席で難しい顔をしてパソコンのモニターを眺ながめている。

　そんな玖珂に啞あ然ぜんとした藤崎だったが、それは班長である細川も同じだったらしい。玖珂を眺めながら「さすがだな」と感心したように呟いていた。

　さすがだ。そう褒ほめられる玖珂を、藤崎はもう羨うらやましいとは思わなくなっていた。

　玖珂は玖珂なりにあの目立つ大きな体を持て余している。それを知った今、いっそ玖珂が気の毒にすら思えてきた。

　青く見えてもしょせんは隣となりの芝しばだ。実際にその場に立ってみなければ、本当に青いのかどうかなどわからない。そして実際に玖珂と話をして、藤崎はそれを実感した。

　超ちよう人じんのように思っていた玖珂も、自分と同じように悩なやみ、他人を羨んだりする一人の人間だったのだ。

　知らない間に玖珂の横顔を凝ぎよう視ししていたのだろう。パソコンのキーを叩たたいていた玖珂がふいに「何だ？」と声をかけてきた。それに、藤崎は慌あわてて「何でもない」と目を逸そらす。

　朝から玖珂の目を直視できなかった。

　昨夜、玖珂の部屋を後にした藤崎は、そのまま下北沢の自宅マンションへと戻った。

　いつものようにシャワーを済ませてベッドに潜もぐり込んだが、なかなか寝ね付つけない。目を閉じると玖珂の唇の感触を思い出して、体がじくじくと疼うずき始めた。玖珂の熱っぽく潤うるんだ瞳ひとみが脳のう裏りにちらつき、股こ間かんのものが無む駄だに勃たち上がる。申し訳なさいっぱいの気持ちで玖珂を想像しながら自分自身を慰なぐさめ、ようやく眠りに就ついたのは夜が明ける頃ころだった。

　おまけに、衝しよう動どう的だったとはいえ、寝ていた玖珂に口づけてしまった。おそらく玖珂は気づいていないだろうが、自分の取った行動を思い出すと顔から火が噴ふき出しそうだった。

　わけもなく咳せき払ばらいをしていると、玖珂が申し訳なさそうな目を向けてきた。

「うつしたか？」

　尋たずねてきた玖珂に、藤崎は慌てて首を横に振る。

「え？　あ、いや、大したことない。喉のどがちょっとな……」

　そうごまかした藤崎に、玖珂が何やら細長いパッケージを差し出した。

「何だこれ？」

「のど飴あめだ」

　そんなことは聞かずともわかる。半分ほど減ったのど飴のパッケージをまじまじと眺めた藤崎は、思わずぷっと苦く笑しようを漏もらした。　>>>♥

「何だ？　何かおかしいか？」

「いや、別に。これ、くれるのか？」

　そう言った藤崎に何も言わず、玖珂はのど飴を机の上に置いてぷいと横を向く。

「どうせくれるなら新品をよこせっての」

　苦笑交じりの藤崎の言葉に玖珂は何も答えない。だが、その横顔はどことなく照れくさそうに笑っているような気がした。
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　警視庁の管かん轄かつ内、すなわち東京都で起きる殺人事件の認にん知ち件数は、年間二百件足らずだが、それに強ごう盗とうや傷害などの事件を加えると数千件にものぼる。それらの事件を捜そう査さする捜査一課に所属する捜査員たちは総勢百五十名ほどで、ほとんどの人員が捜査本部の置かれている所しよ轄かつ警察署に出向いている。

　むろん、藤崎や玖珂も例外ではなく、ひとたび事件が起きて臨場となればしばらく桜田門の庁舎はおろか、自宅へも満足に帰ることができなくなる。玖珂が配属されてきてからも事件は次から次へと発生し、一課の捜査員たちは、あちらの所轄署、こちらの所轄署と忙いそがしく捜査本部を渡わたり歩いていた。

　足あ立だち区で起きた殺人事件を捜査していた藤崎たち四係は、事件発生から十日後にようやく被ひ疑ぎ者しやを特定し、逮たい捕ほに踏ふみ切った。室内が荒あらされていたために、当初は窃せつ盗とうに入った末の殺人だとされていたが、実は近所の騒そう音おんトラブルから起きたもので、被疑者はなんと隣りん家かの住人だった。事件発生から逮捕までの十一日間、被疑者は警察の捜査を横目に、のうのうと隣で生活していたことになる。

　昨日被疑者を送検し、所轄警察署に設置されていた捜査本部は解散となったが、何とも言えず不ふ愉ゆ快かいな幕切れだった。

　桜田門の庁舎に戻り事件の捜査報告書をまとめていた藤崎は、手を上げてうんと伸のびをした。隣を見れば玖珂も同じ格好で伸びをしている。思わず顔を見合わせ、互たがいに苦笑した。

　玖珂が熱を出したあの日以来、藤崎と玖珂の関係は少しずつではあったが歩み寄りの方向に向かっていた。

　玖珂に対する焦あせりや嫉しつ妬とがなくなった分、藤崎の気持ちは随ずい分ぶんと軽くなっていた。代わりにより複雑な感情が芽生えていたが、それを玖珂には伝えていない。あえて伝える必要もないだろうと思った。

　玖珂は過去のことを反省し謝罪した。自分はそれを受け入れることにした。それでもういいじゃないか。昔のように同期として、仲間として仕事をすればいいじゃないか。藤崎はそう思った。思うことにした。

「玖珂、そっち、終わったか？」

「今処理中だ。もうちょっと待ってくれ」

「マジかよ……ホント、処理が遅おそいよなぁ、このパソコン」

　ため息交じりにそう言った藤崎は、鬱うつ陶とうしげにモニターを睨にらみつけた。それに玖珂が同意とばかりに頷うなずく。

　世間は新しいＯＳが出ただのと大おお騒さわぎをしているが、役所に設置されているパソコンは旧型が多く、そのスペックでは最新のＯＳを入れることすらできなかった。おまけに処理速度がこう遅くては、膨ぼう大だいな量の調書や資料をなかなか捌さばききれない。

　パソコンが導入される前の調書は全すべて手書きで、それに比べると随分楽にはなってきているのだが、事件が起きるたびに作成しなければならない膨大な書類のおかげで、藤崎の視力はがた落ちだった。

「あーあ。早くこっちにも最新のパソコンを導入してくれないかなぁ……」

　机いっぱいに広げた書類を見やり、藤崎はげんなりとぼやく。せめてもう少し処理スピードのあるパソコンが導入されれば、書類作成に取られる時間が減り、その分捜査に力を入れられるだろうに。

　壁かべにかけられた時計を見上げると、既すでに時刻は二十二時を回っていた。捜査本部は解散となったが、これらの報告書を仕上げなければ帰宅することができない。

　藤崎と玖珂に書類作成を押し付けた細川たちは、定時を過ぎるや否いなや久しぶりの我が家へとっとと帰宅していった。独身者の下っ端ぱ二人だけが残され、捜査の残務処理をしているというわけだ。

　ようやく書類が出力されたのだろう、玖珂が壁かべ際ぎわに置かれた大型のプリンターに向かう。でき上がった書類を確認した玖珂は、それを藤崎に手て渡わたした。

「これで全部だ」

「ああ、サンキュ」

　玖珂から書類を受け取り、右みぎ端はしに判をつく。他ほかの資料とまとめて休み明けに細川に渡せばいいだろう。机の引き出しにそれをしまった藤崎は、疲つかれ切った顔で椅い子すに座っている玖珂に目を向けた。

「さすがに疲れてそうだな」

　そう言った藤崎に玖珂が軽く肩かたをすくめる。

「書類仕事は嫌きらいじゃないが、こう量が多いといいかげん嫌いやになってくるな」

「まぁな。所轄にいた頃もそうだったもんな。刑けい事じって外で聞き込みばっかやってるもんだって思ってたけど、実際なってみると書類作ってる時間の方が多いんだよな」

「そうだな」と頷いた玖珂が、伸びをして立ち上がる。帰り支じ度たくを始めた玖珂を見上げた藤崎は、口を開きかけ、また閉じた。

　玖珂が配属されてからもう二ヶ月以上が経たつ。互いの気持ちを少しずつ吐と露ろしてはいるが、腹を割ってじっくり話をしたことは一度もなかった。過去のことも含ふくめ、玖珂とは話をしておきたい。それをずっと言いだせずにいた藤崎は、たった今思いついたかのように口を開いた。

「あのさ、おまえ、今から用事あるか？」

　いきなりそう問われ、玖珂が首を傾かしげる。

「用事？　どうしてだ？」

「その……時間があるならメシでも食いに行かないかなと思ってさ」

「メシ？」

「ああ。前に酔よっ払ぱらって迷めい惑わくをかけただろ。その詫わびっていうかさ」

　言われて「ああ……」と玖珂は呟つぶやいた。

「まあ詫びっつっても、もう一ヶ月以上経ってるけどな」

　そう言った藤崎は、玖珂に向かってばつが悪そうに頭を搔かく。

「用事があるなら別に無理にとは言わないから。断ってくれても──」

　だが、藤崎が言い終わる前に、玖珂は「いや」と首を大きく横に振ふった。

「別に用事なんか何もない」

「そうか。だったら一いつ緒しよにメシ食いに行かないか。詫びだから俺のおごりだ。ただし──」

　首を傾げた玖珂に、藤崎は間かん髪はつを容いれずに言った。

「酒は抜ぬきだ」

「ああ？」

「さすがに俺も酒にはちょっと懲こりた。また酔っ払ったら詫びの意味がなくなるしな」

　苦く笑しようしつつそう付け加えて席を立つ。

「渋谷に行きつけのうまい飯屋があるんだ。ちょっと遠いけど渋谷だったらおまえも帰りやすいだろ？」

「ああ。行き先は任せる」

「わかった。そんなにきれいな店じゃないけど、味は保証する」




　　　　＊＊＊




　書類を片付け庁舎を出た藤崎は、皇居の堀ほり沿いを玖珂と並んで歩いた。

　隣となりにいる玖珂を時折ちらりと見上げ、また視線を戻もどす。

　何となく不思議な感じがした。

　玖珂が配属されてきてから随分と経つが、こうして並んで歩いたことは一度もなかった。昼食ですら一緒に取ったこともない。藤崎は玖珂を避さけ、玖珂もまた必要以上に藤崎に近づこうとはしなかった。

　決して交わることのない平行線のような関係。それがこの先もずっと続くのだろうと思っていた。まさかその玖珂とこんな風に並んで歩ける日が来ようとは、想像もできなかった。

　決して過去のわだかまりが解けたわけではない。玖珂に対する思いは、藤崎の中でより大きく複雑な物になっている。

　けれど、何を話すわけでもなくただ玖珂と歩いているだけのこの時間が、この上なく心地ここちよいと思っていることもまたひとつの事実だった。
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　藤崎が玖珂を連れて行ったのは、渋谷駅に程ほど近ちかい深夜営業の小さな料理屋だった。

　着物姿の小こ粋いきな女将おかみではなく、頭に手ぬぐいを巻いたひげ面づらのオヤジが経営している店で、料理屋というよりは定食屋に近いかもしれない。仕事で遅くなった時はいつもここで食事を済ませて帰るのだと、焼き魚定食を頼たのみながら藤崎は言った。

　やがて運ばれてきた定食に、二人とも待っていたとばかりに箸はしを伸ばす。十五時過ぎに所しよ轄かつ警察署から庁舎へ戻ってからというもの、茶とコーヒー以外何も口にしていない。完全に食いっぱぐれていた二人は、がつがつと料理を口にした。

『うまい飯屋』と藤崎が評したとおり、量は庁舎の食堂に劣おとるものの、味は比べ物にならないほど美味だった。料理ひとつひとつの繊せん細さいさときたら、とてもあのひげ面オヤジが作っているとは思えない。

　今日のおすすめだというブリの照り焼きを箸で突つっついていた藤崎は、視線を感じてふと顔を上げた。真正面の席に座った玖珂が、茶ちや碗わんを持ったままじっとこちらを見つめている。

　その視線に何やら照れくさくなり、藤崎は「何だよ」とぶっきらぼうに言った。

「ああ？」

「そんな風にじっと見られると食い辛づらいだろ」

「……あ、悪い。おまえと差し向かいでメシを食うのは久しぶりだから、妙みような感じがしたんだ」

「もしかして、向かい合ってメシ食うのって警察学校以来か？」

　そう尋たずねると、玖珂が「そうかもしれない」と頷うなずいた。

　警察学校では行動の全てが最初に振り分けられた班単位で行われる。食事もまた然しかりだ。

　軽く百人以上は入る大食堂で、本官と同じ制服姿の研修生が一いつ斉せいに食事を取っている様は、ある意味圧巻だ。

「あれは学校っていうより刑けい務む所しよだったよな」

　藤崎がしみじみと言うと、全くとばかりに玖珂も肩をすくめた。

「卒業した時、絶対に竹井の野や郎ろうより出世してやるって本気で思ったな」

「だよな。俺も早く警部になってあいつを頭ごなしに怒ど鳴なりつけてやるって思った」

　警察学校時代の教官を酒ならぬ飯のサカナにし、二人はくすくすと笑いあう。

「だいたいさ、外出するのにスーツ着用って、何だそりゃって思わなかったか？　坊ぼう主ず頭あたまにスーツってありえないだろ」

「俺はあのみっともないジャージを何とかして欲しかったな。あれを着て二輪免めん許きよを取りに行ったんだぞ」

　げんなりとそう言った玖珂に、藤崎は肩を揺ゆらして笑った。

「おまえな……笑いごとじゃないぞ」

「いや、悪い。確かにあれはダッサダサだったよな」

　貸たい与よされた紺こんのジャージは、市し販はんされているものに比べるとデザインが野や暮ぼったく、格好悪いことこの上ない。入校までに二輪免許を持っていなかった玖珂などは、近きん隣りんの教習所まで免許を取りに行ったのだが、外出時に私服に着き替がえることは許されず、野暮ったいジャージのままで教習所に赴おもむいた。

「さすがにあの時は俺も恥はずかしかったな」

「おまえさぁ、警察官になろうと思った時点でバイクの免許くらい取っとけよ」

　ひじきの煮に付つけを箸で突っつきながら藤崎がそう言うと、玖珂は不満げに口をとがらせた。

「別に警察官になるつもりはなかったからな」

「え？　そうなのか？　もしかして普ふ通つうに就活してたとか？」

「ああ。おまえはどうして警察官になろうと思ったんだ？」

　藤崎たちが大学生だった頃ころ、世間は不景気のまっただ中で、就職活動をしてもなかなか内定が貰もらえない状態だった。新卒採用は完全に買い手市場で、大学の友人たちの中でも公務員は人気の職種とも言えたが、その中で警察官という職種を選ぶ者はほとんどいなかった。

「そうだなぁ。給料とボーナスに惹ひかれてかな」

　玖珂の質問に、藤崎は味み噌そ汁しるをすすりながらあっさりとそう言った。

「給料とボーナス？」

「ああ。ウチ、実家が会社やっててさ。兄貴が家を継ついでるんだけど、会社ってけっこう景気に左右されるだろ。どっちにしろ俺は次男だし、家を継ぐこともないからさ。警察だと将来何があっても食いっぱぐれる心配がなさそうだなって思って」

　あまりの言い草に啞あ然ぜんとしている玖珂ににんまりと笑いかけ、「おまえは？」と同じ質問をする。

「どうして就活やめて公務員試験受けたんだ？」

「このガタイだからな。大学の就活担当に『おまえはヤクザになるか警察官になるかどっちかだ』と言われた」

「はぁ？」

「まあ、それだけの理由じゃないけどな」

　空になった小こ鉢ばちをテーブルの隅すみに置き、玖珂は言った。

「大学四年の時につまらない喧けん嘩かに巻き込まれたんだ」

「喧嘩？」

「ああ。道場からの帰りに若い男に囲まれて因いん縁ねんを付けられたんだ。竹刀しないを持ってたんだが、喧嘩に使うわけにいかないだろう」

「素す手でで喧嘩したのか？」

「まさか。柔じゆう道どうも段位を持ってるから喧嘩した時点でアウトだ。仕方ないから一方的に殴なぐられてたら、警察官が助けてくれた」

「あ、それで警察官に感謝して──」

「感謝というか、制服の威い力りよくを感じた」

「は？」

「今思えば、あれってたぶん交番の若い巡じゆん査さだったんだろうな。俺より小こ柄がらで頼たよりない感じだったんだが、制服警官の姿を見ただけで喧嘩をふっかけてきたやつらが逃にげ出したんだ。その時に俺の職場はここだって思った」

「で、ヤクザにならずに警察官になったんだ？」

　無言で頷いた玖珂に藤崎は、ぷっと小さく噴ふき出した。

「何だよそれ。日本の治安を守るとか、市民の安全を守るとか、そういう崇すう高こうな使命感はなかったのかよ」

「最初はな」

　でも、と玖珂は続けた。

「実際本官になって現場に出たら考えが変わった」

　日々起きるさまざまな犯罪や事故。現場に立ち、被ひ害がい者しやに付き添そい、加害者を、事件を追ううちに、自分の中に正義に対する信念のようなものが芽生えてきたと玖珂は言った。

　ありがとうと感謝を述べられることなどほとんどない。現場で市民から浴びせられるのは罵ば倒とうの言葉ばかりだ。法令違い反はんを取り締しまる警察官は、市民にとって煙けむたい存在でしかない。

　警察官に与あたえられる権力は大きい。だからこそ、清せい廉れん潔けつ白ぱくであることを求められる。

　どれほどの罵声を浴びせられようとも、自分たちは法を守らなければならないし、正義の味方であり続けなければならないと玖珂は言った。

「俺は犯罪を許さないし、何があっても被害者の側に立つ警察官でありたいと思う。甘い考えかもしれないけれど──」

「いや……それでいいんじゃないか」

「藤崎──」

「お互たがい動機はアレだけど、やっぱりおまわりさんは正義の味方じゃないとかっこつかないもんな」

　そのためにＳ１Ｓのバッジを付けて捜そう査さ一課に籍せきを置いているのだと言うと、玖珂が「そうだな」と笑えみを浮うかべる。

　それから、互いにたわいもない会話を交かわし、酒も頼まず黙もく々もくと食べ続けた。小鉢に入った煮物もきれいに平らげ、思いのほか安くついた晩飯に満足しながら藤崎は玖珂とともに店を出た。
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　週末でもないのに、渋谷駅前の巨きよ大だいなスクランブル交差点には人が溢あふれ返っている。この交差点に人がいなくなることなんてあるのだろうかと思いつつ、藤崎は玖珂と並んで坂を下りた。

　大通りから外れたこの近辺には洒落しやれた店が点在している。それらの店を見るともなく眺ながめていた藤崎はふと坂の途と中ちゆうで立ち止まった。

「やっぱり酒抜ぬきってのはちょっと寂さびしい感じだな」

　そう言った藤崎に玖珂が困こん惑わくげな目を向ける。

「酒って……おまえ、禁酒してるんじゃなかったのか？」

「ん？　まあ、一応そうなんだけどさぁ」

　酒に強いわけではないが、嫌きらいというわけでもない。仕事の後は一杯ぱいくらい引っかけて行きたい気持ちもある。

　とはいえ、先ほど食事を済ませたばかりで今さらどこかの居酒屋に入ろうとは思わないし、ぼったくられるのを覚かく悟ごの上で繁はん華か街がいのスナックやクラブに行こうとも思わなかった。

「ま、仕方ないな。明日あしたは休みだけど、今日のところは──」

　帰るか。そう言いかけた瞬しゆん間かん、すぐ近くの路地から人の叫さけび声が聞こえた。

「おい……何だ、今の」

　藤崎の言葉に、玖珂がすぐさま後ろを振り返る。

「悲鳴だ」

　玖珂が言ったとたん、若い女らしき悲鳴が再び通りに響き渡った。その瞬間、二人の表情が一気に警察官のものに変わる。

「藤崎、あっちだ！」

「ああ！」

　たった今下りてきた坂を駆かけ上がると、左側の細い道の真ん中で若い女が座り込んでいた。

「警察です！　どうしました！」

　藤崎が駆け寄ると、女が泣きじゃくりながら路地の奥を指さす。

「バッグ取られた……アタシのバッグ……」

　目を向けると、女が指さした方向に男が走って行く姿が見えた。手に白い女性用のバッグを抱かかえている。

「ひったくりかよ！」

　そう言って舌打ちをした藤崎は、女の横で所しよ轄かつ署しよに連れん絡らくを取っている玖珂を振ふり返った。

「玖珂、その子頼たのむ！　俺はあっちを追いかけるから！」

　叫ぶと同時に藤崎は男が逃げた方向に向かって駆けだした。

　薄うす暗ぐらい坂道を逃げる男を、藤崎は必死で追った。追いつく自信があった。

　華きや奢しやで童顔なのにコンプレックスはあるが、足の速さだけは自じ慢まんだった。学生時代から陸上で鍛きたえたこの足には自信がある。絶対に逃がすものかと、藤崎は前を走る男を追いかけた。

　渋谷特有の複雑に曲がりくねった坂道を、男は無む秩ちつ序じよに逃げていく。やがて曲がり角や階段が多い道にさしかかったところで、藤崎は男に追いついた。

「逃げるな！　警察だ！」

　そう叫んで男の腕うでを摑つかんだとたん、手の甲こうに痛みを感じた。

「痛いてっ」

　慌あわてて男から手を引くと、道にぽとりと赤いものが滴したたり落ちる。

「噓うそだろ……」

　どうやら手を引いた拍ひよう子しにナイフの刃はが当たったらしい。左手の甲の皮が薄うすく斜ななめに切り裂さかれ、血が流れ出している。

　痛みに顔をしかめていると、男がいきなりナイフの刃を向けた。刃は渡わたりが十センチほどもあるそれを目にし、藤崎は思わず息を吞のむ。

「マジかよ……」

　まさか相手がナイフを持っているとは思いもせず、藤崎はじりじりと後ずさりをした。

　制服警官ではない刑けい事じたちは、通常、拳けん銃じゆうや警棒を携けい帯たいしていない。藤崎も同様で、普ふ段だんは一いつ切さいの武器を持たず、手て錠じようすら庁舎に置いたままだった。

　一瞬ひるんだ藤崎に向かって、男がにやりと嫌いやな笑みを浮かべる。

「何だよ、丸まる腰ごしだと何もできないのかよ、オマワリサン」

　そう言って笑った男がナイフをちらつかせながら近づいてくる。じりじりと後ろに下がると、コンクリートの高い塀へいに背が当たった。

「ナ……ナイフを捨てろ」

「何だよ、ビビって声、裏返ってんじゃん」

「いいからナイフを捨てろっ」

「そこどけよ。どかないと本気で刺さすぞコラァ！」

　興奮した声で奇き声せいを上げた男が、ナイフを腰こしだめに構えて走り込んでくる。

　鈍にぶい光を放ったナイフが男の手から突つき出され、藤崎はとっさに身構えた。

　刺される──！

　そう思った瞬間、低い咆ほう哮こうとともに男が藤崎の目前で横向きに吹ふっ飛んだ。

　ごつっという鈍い音と、ナイフが道に転がる音が同時に聞こえる。怒ど声せいと奇声が通りに響ひびき渡わたったが、それも一瞬のことだった。気がつけば、目の前に俯うつぶせに転がされた男を全身で押さえ込んでいる玖珂の姿があった。

「い……痛いてぇなッ！　何だよおまえ！」

「警察だ！　強ごう盗とうと公務執しつ行こう妨ぼう害がいで現行犯逮たい捕ほだ！」　>>>♥

　じたばたと暴れる男の腕を後ろ手に捻ひねり上げ、玖珂が叫ぶ。

　それを呆ぼう然ぜんと眺めていた藤崎はふと我に返ったように目をしばたたいた。

　坂の途中に置いてきたはずの玖珂が、どうしてここにいるのだろうか。

「玖珂……どうして……？」

　思わずそう尋たずねると、玖珂が押さえ込んでいる男を睨にらみ付けながら言った。

「近くの交番からすぐに応おう援えんが来たんだ。横の道に階段があっただろう。そこから近回りをして追いかけたら、おまえが刺されそうになってるのが見えたんだ」

　とっさに階段を駆け下り、男に横合いから飛びかかった。間に合ってよかったと言い、玖珂は男の手をもう一度捻り上げた。

「いっ……痛ぇっ！　放せよ！　痛ぇだろうが！」

「黙だまれ！　銃じゆう刀とう法ほう違い反はんと傷害のおまけもつけてやるから覚悟しろ！」

　玖珂の通報で駆けつけたのだろう、坂の下から赤色灯を回転させたパトカーが近づいてくる。それとほぼ同時にいったいどこから湧わいてきたのやら、制服を着た警察官がぞろぞろと集まってきた。来るならもっと早く来てくれと思いつつも、薄いブルーの活動服を着た仲間の姿に、藤崎も玖珂もほっと息をついた。

　渋谷の裏通りの坂道は、突とつ然ぜんの捕とり物騒さわぎで騒そう然ぜんとしていた。どこからともなく現れた野次馬たちが、興きよう味み津しん々しんといった目で携けい帯たい電でん話わのカメラを向けている。それらを見るともなしに見ていると、玖珂がつと藤崎の手を取った。

「怪け我がをしたのか？」

「ん？　ああ、これ。別に大した怪我じゃないし、大だい丈じよう夫ぶだ」

　ナイフの刃が当たった手の甲が斜めに薄く切り裂かれている。思ったより傷は浅く血も止まっているが、一応手当てをしておいた方がいいだろう。

　どこかで傷を洗うかと思っていると、警部補の階級章をつけた年配の制服警官が、軽く頭を下げながら近づいてくるのが見えた。申し訳なさそうにも見えるその表情に気づいた藤崎は、うんざりとした面おも持もちで玖珂を見上げる。

「なあ玖珂。たぶん飲みに行くどころじゃなくなるよな」

「ああ、これから事情聴ちよう取しゆだな」

「……最悪だな」
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　案の定事情聴取に付き合うよう言われ、最も寄よりの所轄署に連れて行かれたのが二十三時半。長い長い聴取からようやく解放されたのは、日付が変わった二時間後だった。

　駅前にある所轄署の階段を下りた藤崎は、目の前の歩道橋を見上げると、大きなため息をついた。

「俺さ、事情聴取を嫌がる一いつ般ぱん人じんの気持ちがわかったような気がした……」

　そう言った藤崎の隣となりで、玖珂もまたげんなりと肩かたを落としている。

「夜中に何時間も拘こう束そくされるとさすがに嫌になるな……」

「だよな……もう二時だぞ、二時。事情聴取に二時間半とか最悪だろ」

「大事にならなくて済んだだけマシだと思うしかないな」

「まぁな……あの子も大した怪我じゃなくてよかったよ」

　被ひ疑ぎ者しやをその場で確保したため、事件は即そく解決。ひったくられたバッグも被害者の手元に戻もどった。幸い被害者に大きな怪我はなく、転んだ際に両りよう膝ひざをすりむいた程度だという。

「そういえばおまえの手は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　言われて藤崎は手の甲に貼はられた大きな絆ばん創そう膏こうに目を向けた。

「ああ、別に大したことない。血も止まってるしな」

　ナイフの刃はかなり鋭えい利りなものだったが、とっさに手を引いたため薄皮一枚裂かれただけで済んだ。縫ぬうまでにも至らず、とりあえず応急処置だけで出血は止まっている。

「まさかナイフなんか持ってるとは思わなかったなぁ。おまえが来てくれなかったら、今いま頃ごろ俺はここにいなかったかもな」

　苦く笑しよう交じりに言った藤崎だったが、横にいた玖珂が苦虫をかみつぶしたような顔をした。

「玖珂？」

「笑いごとじゃないぞ。あいつがナイフを構えておまえに向かって行くのが見えた時はどうしようかと思った」

「どうしようかと思った割には強きよう烈れつなタックルをかましてたよな」

「夢中だったんだ。おまえを助けないとと思って──」

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。脇わき道みちの階段から突とつ如じよとして現れた玖珂は、脇わき目めも振らず男の側面に飛びかかった。ナイフを持った手を摑んで壁かべに叩たたきつけ、それが地面に転がり落ちた瞬間、玖珂は男の腕を後ろ手に捻り上げていた。

　警察学校時代から玖珂の逮捕術のすごさは知っていたが、実際に現場でそれを目まの当たりにすると、震ふるえがくるほどのすさまじさだった。

　もしもあの時玖珂が来なければ、藤崎はあのまま刺されて今頃は病院のベッドの上か、最悪冷たくなって所しよ轄かつ警察署の霊れい安あん室しつの台の上にいたかもしれない。そうならずに済んだのは、全すべて玖珂の機転のおかげだ。

　玖珂には警護課から引きがあったと聞いていたが、玖珂ならば文句なしに立派なＳＰになることだろう。

「やっぱりおまえはすごいよ、玖珂」

　思わずそう呟つぶやくと、玖珂が面めん食くらったような顔をした。

「藤崎──？」

「すごいよ。俺はおまえにはかなわない。もう嫉しつ妬とする気も失うせたよ」

　笑いながら言った藤崎に、玖珂がますます困こん惑わく気味な表情を浮うかべる。

「助けてくれてありがとう。おまえが側にいてくれてよかった」

　謝意を述べる藤崎を、玖珂が呆然とした面持ちで見下ろしている。それにもう一度笑えみを見せ、藤崎は大通りに出た。

　さすがに夜中の二時ともなると、渋谷の大通りも人通りはほとんど途と絶だえている。時折車が走り抜ぬけていく通りを眺ながめた藤崎は、腕うでを上げてうんと伸のびをした。

「飲みに行こうと思ってたけど、さすがにこの時間じゃ店も閉まってるよなぁ」

　うんざりとぼやいていると、玖珂がふと立ち止まった。

「何ならうちに来て飲むか？」

「え？」

　思わず問い返すと、玖珂が慌あわてて目を逸そらす。

「あ……いや……別に──」

　何でもないと言った玖珂を、藤崎はまじまじと見上げた。

　うちに来て飲むか？

　聞き取れないほどの小声だったが、確かに玖珂はそう言った。

　誘さそってみたものの、きまりが悪いのか玖珂は顔を背そむけて道みち端ばたの看板を睨んでいる。そんな玖珂の胸を藤崎は軽く拳こぶしで小こ突づいた。

「おまえさ、どうせ誘うならもっと堂々と誘えよ」

　驚おどろく玖珂に藤崎はにんまりと笑みを浮かべる。

「おまえんち、酒はあるのか？」

「ああ。ビールなら」

「わかった。じゃあおまえんち行こうぜ」

「……いいのか？」

　そう尋ねた玖珂を、藤崎はじっと見つめた。

　いいのかと問うその言葉に別の意味が籠こもっているような気がするのは、ただの思い過ごしだろうか。

「駄だ目めな理由があるのか？」

　質問に質問で返すと玖珂が困ったような顔をした。そんな玖珂ににやりと笑いかけ、藤崎は言った。

「どうせ終電も終わったしな。仕方ないから誘われてやるよ」

「藤崎──」

　その後、玖珂が何と言ったのか藤崎はよく覚えていない。困惑する玖珂以上に、藤崎もまた自分自身の言動に困惑していた。
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　タクシーが玖珂のマンションのエントランスに着いたのは、午前三時頃ごろだった。

　三度目の訪問となった玖珂の部屋は、以前訪おとずれた時と何一つとして変わっていなかった。粥かゆを入れるのに使った丼どんぶ鉢りばちも、またキッチンの片かた隅すみに転がされている。

　本気で返す気がなさそうだなと、藤崎はその丼鉢を見下ろしながら部屋に入った。

　コートとジャケットを脱ぬぎ、床ゆかに腰こしを下ろす。今まで気づかなかったが、よくよく見てみれば、床には座ざ布ぶ団とんどころかカーペット一枚敷しかれていなかった。

　いくらエアコンで暖かいとはいえ、こんなところでごろ寝ねをすれば風か邪ぜも引くだろう。あの時ベッドを占せん拠きよしてしまったことが、心の底から申し訳なくなってくる。

　いささか後ろめたい気持ちで座っていると、玖珂が部屋に入ってきた。手に持っていたビールの缶かんを差し出し、藤崎から少し離はなれた場所に腰を下ろす。「つまみは？」と聞くと、玖珂はまた立ち上がって冷蔵庫に向かった。

　あの冷蔵庫には固形物が一いつ切さい入っていなかったが、ようやく何か買い置くということを覚えたのだろうか。だが、戻ってきた玖珂がテーブルに置いたのは、見覚えのある梅干しのパックだった。

「……これ、俺がこの前買ってきたやつじゃないのか？」

　十センチ四方のプラスチックケースに入っている梅干しは、半分ほどに減っている。

「おまえ、まさか梅干しをつまみにして飲んでたとか言わないよな？」

「これしかないからな」

　しれっと言った玖珂を、藤崎は呆あきれ顔で見やった。

「これしかないって……何か買ってくりゃいいだろう。通りにコンビニだってあるじゃないか」

「いちいち立ち寄るのが面めん倒どうくさい」

「面倒くさいって……どんだけ無ぶ精しようなんだよ……」

　マンションを出て大通りに出た角に、大きなコンビニエンスストアがある。距きよ離りにしてわずが五十メートルほどだ。たったこれだけの距離を面倒くさいとはよく言ってくれると肩かたを落とした藤崎は、ビールを口にしながら改めて部屋をぐるりと見回した。

　前に訪れた時には気づかなかったが、部屋のあちこちに段ボール箱が放置されている。乱雑な字でワレモノだのその他だの衣類だのと書かれているが、それらの箱のガムテープが剝はがされた痕こん跡せきは一切見当たらなかった。

「なあ、あれ、いつから放置してるんだ？」

　何げなく尋たずねると、玖珂が段ボール箱を振ふり返った。

「ああ、あれか。引っ越こししてからずっとだ」

「ずっとって、いつ引っ越ししたんだ？」

「一昨年おととしの冬だな」

　ずっこけるとはまさにこのことなのだろうか。悪びれもせず二年近く荷物を放置していることを告げた玖珂に、がくっと傾かたむけた体を立て直す気力も失せてくる。

「おまえさ、片付ける気、全然ないだろ？」

「そんなことはないぞ。必要なものは出していってる。順番に出していけば不必要なものが箱に残るだろう。三年経たっても箱から出さないものはいらないものだから、捨てればいい」

　その方が合理的だと言い放った玖珂を、藤崎はまじまじと見やった。

　合理主義、実用第一主義の玖珂らしいと言えば確かに玖珂らしい。だが、だからと言って荷物を放置したままにしておくのはどうかとも思う。

　部屋の家具といったら、ベッドとテーブル、パソコンが載のった机と椅い子す、スーツがぶら下がったスチールのパイプハンガーが一本あるだけだ。テレビもあることはあるが、リモコンがどこにも見当たらない。キッチンには鍋なべはおろか食器すらまともにない。玖珂の論理でいくと、鍋と食器は生活に不必要ということだ。

「そういうとこ、ぜんっぜん変わんないな、おまえ」

「そうか？」

　警察学校の寮りようでも玖珂の部屋には見事なほど何もなかった。それを思い出し、藤崎はくすくすと笑う。

　何年経っても玖珂は玖珂だった。髪かみを伸ばしたことで見た目は若じやつ干かん変わったが、中身はあのころと何も変わっていない。

　ベッドにもたれて座っていた藤崎は、ふと体を起こすと玖珂に向かって手を伸ばした。

「この前も思ったんだけどさ。おまえ、坊ぼう主ず頭あたまよりこっちの方がいいな」

　そう言って前髪に触ふれたとたん、玖珂が慌てて身を引く。

「何だよ。どうしたんだよ？」

「……そういうことをするな」

「そういうこと？　そういうことって何だ？」

　問い返した藤崎から、玖珂がふいと顔を背けた。

「玖珂？」

「……無防備なんだ、おまえは」

「無防備って。何だよ、それ」

「だってそうだろう。俺の前で酔よっ払ぱらって寝るし、今日だってそうやって部屋までのこのこついてくるし──」

　そんな玖珂の言い草に、藤崎はかちんときた。

「のこのこって、おまえが誘ったんだろ」

「ああそうだ。でもそうやって無防備に近づいたりするな。俺の理性にも限界があるんだ」

「はあ？　理性？　おまえに理性なんてあったのか？」

「藤崎──」

「理性のあるやつが強ごう姦かんなんかするのかよ」

　藤崎の鋭するどい言葉に玖珂が一いつ瞬しゆん目を見開いた。藤崎の瞳ひとみをじっと見つめ、つと視線を床に落とす。

「悪い……」

　消え入るような謝罪の言葉に、藤崎もまた口を閉とざした。

　別にこんな言葉を聞きたかったわけではなかった。罵ののしりたいわけでもなければ、言い訳を聞きたいわけでもない。謝罪の言葉ももうたくさんだった。

　玖珂とはもっと別の話がしたかった。だから誘さそいに乗ったのだ。永遠に答えの出ないこんな不毛な会話ではなく、もっと違ちがう他ほかの話を──。

　しんと静まり返った部屋に、壁かべにかけられた時計の針の音だけが響ひびく。やがて、横たわった重苦しい沈ちん黙もくを破るかのように、藤崎はぽつりと言った。

「なあ、そんな顔すんなよ」

「藤崎……」

「辛つらいのは俺の方なんだぞ。なのに、どうしておまえがそんな辛そうな顔をするんだよ」

　俯うつむいたままの玖珂の頭を拳こぶしで軽く小こ突づき、ふっと息を吐はき出す。

「馬ば鹿かだよな、おまえ。そんな顔するくらいなら、あんなことしなきゃよかったんだ」

「藤崎──」

「俺さ、おまえが好きだったんだぞ」

　ため息交じりにそう言うと、玖珂が驚おどろいたように顔を上げた。

「え……？」

「言っとくけどそういう意味じゃないぞ。同期としても友達としてもって意味だからな」

　そう釘くぎを刺さし、藤崎は続けた。

「おまえのことが好きだった。いい奴やつだなって思ってた。いつかおまえと同じ署に配属されたらいいって思った。一いつ緒しよに仕事ができたらなって。おまえとは一生付き合っていけるだろうなって、本気で思ってたんだ……」

　同じ敷しき地ち内にある学校と寮を往復し、教科、術科はもちろんのこと風ふ呂ろも食事も全すべて教場ごとの単位で行われる。縦社会の掟おきてを叩たたき込み結束力を高めるためとはいえ、警察学校は軍隊ばりの過か酷こくな環かん境きようだ。同じ釜かまの飯を食ってきた同期。警察学校時代の仲間意識は、たとえばらばらの所しよ轄かつに配属されていこうとも、生しよう涯がい変わることはない。

　藤崎と玖珂の関係もそうなるはずだった。

　なのに──。

「なあ……おまえ、どうしてあんなことしたんだよ」

　どうしてと藤崎は繰くり返す。

　冬の寒い夜に手首を押さえ込んできた強い力。

　その強い力に翻ほん弄ろうされながら、抗あらがうことのできない圧あつ倒とう的な力の差というものが存在することを思い知らされた。そしてその力を藤崎の体は進んで受け入れた。

「あんなことしなきゃよかったんだ……」

「悪かった。本当に──」

　悪かった。それ以外の謝罪の言葉が見つからないというように、玖珂は同じ言葉を繰り返す。だが、そんな玖珂に藤崎は激しく首を横に振った。

「違うんだよ。そうじゃないんだよ」

「藤崎？」

「そうじゃないんだ、玖珂……」

　そう口にしながら、言ってはいけない、それを言ってはいけないと藤崎の心の中で警けい鐘しようが鳴った。この想おもいは決して玖珂に伝えてはいけない。だが、心の中に空いた小さな穴から、秘ひめた想いが怒ど濤とうのように漏もれ始めた。

「あんなことしなくてもよかったんだ。あんなことしなくても俺は──」

　玖珂に悟さとられてはいけない。気づかれてはいけない。言ってはいけない──。

　溢あふれる想いを藤崎は必死で制せい御ぎよしようとした。なのに、藤崎の理性の殻からを打ち破るかのように、唇くちびるは玖珂に本心をさらけ出した。

「俺は……おまえとならそうなってもいいって思ってたんだよ……」

「藤崎……おまえ──」

　藤崎の言葉に、玖珂が呆ぼう然ぜんとする。その玖珂に曖あい昧まいな笑えみを向け、藤崎は言った。

「さっき言ったこと、訂てい正せいするよ。同期としてとか友達としてとかそんなのじゃないんだ。俺もおまえをそういう目で見てたんだよ──」




　　　　＊＊＊




　消え入るような声でそう言った藤崎は、胸の奥底にたまっていたものを全て吐き出すかのように、ふうっと大きく息をついた。

「これが俺の本音。どうだ、少し安心したか？」

　そう言って玖珂に向かって笑顔を浮うかべる。だが、笑顔を作りきれなかった。

　言ってしまえば楽になるだろうと思っていた。なのに、言ったとたんに後こう悔かいしている自分がいた。

　玖珂はただ困こん惑わくした眼まな差ざしを藤崎に向けている。いきなりの告白にどう対処していいのかわからない、そんな顔だった。

「呆あきれたか？」

　思わずそう尋たずねると、玖珂が小さく首を横に振ふった。

「軽けい蔑べつしたとか？」

　それにも玖珂は首を横に振る。

「藤崎……おまえ酔ってるのか？」

　ふいにそう尋ねられ、藤崎はくっと喉のどを鳴らして笑った。

「ああ。酔ってる。酔ってることにしとけ。酔ってなきゃこんなこと言えるか」

　呆然とする玖珂を上うわ目め遣づかいに見上げ、皮肉っぽく口角を上げる。

「おまえをずっと避さけてたのも、どっちかっていうとこっちの理由。俺、自分がゲイだって認めたくなかったんだよ」

「藤崎……」

「おまえが側にいるとさ、どうしても意識するんだよ。おまえのことが気になって仕方なくなるんだ。はじめはおまえが羨うらやましいからだって思ってたんだけど、違ったんだよな。俺はおまえのことが──」

「俺は最初からおまえが好きだった」

　藤崎の言葉を遮さえぎるように、玖珂が言った。

「玖珂──？」

「警察学校で初めておまえが声をかけてくれた時から、俺はおまえが好きだったんだ」

　入校式の日、玖珂は広場にある川路大警視の銅像を睨にらみ上げていた。

　大きな志があって警察官になったわけではなかったが、警察という組織に奉ほう職しよくするにあたって日本警察の創設者である川路利とし良よしに挨あい拶さつをしておこうと思った。その時玖珂に声をかけてきたのが藤崎だった。

　長身で強こわ面もての玖珂を誰だれもが遠巻きに見ている中、藤崎はくったくのない表情を向け、大警視にガンを飛ばしているのかと笑った。

　その時の藤崎の笑顔に、心を奪うばわれたと玖珂は言った。

「教場の皆みんなが俺を避けているのも知っていた。俺は見た目がこれだし、無愛想だから避けられるのは仕方ないと思ってたんだ。でも、おまえはそうじゃなかった。おまえだけが俺をただの同期として普ふ通つうに接してくれたんだ」

「玖珂……」

「俺はずっとおまえのことが好きだったんだ。でも言えなかった。言えばきっと嫌きらわれると思っていたから──」

　思い詰つめたような目で藤崎を見つめ、玖珂は続けた。

「卒業の前のあの時も、本当はあんなことをするつもりじゃなかったんだ。卒業したらもうおまえに会えなくなると思ったから、最後に顔を見ておきたくなってそれで……でもおまえの顔を見たら、自分を抑おさえられなくなったんだ」

　悪かったと玖珂が深々と頭を下げる。

　それを呆然と見ていた藤崎は、やがて玖珂に向かってゆっくりと首を横に振った。

「いいよ、もう……」

「藤崎？」

　もういいと繰り返し、藤崎は言った。

「もういいんだ、玖珂。結局さ、俺もおまえと同じだったんだから……」

　自分がゲイだと認めたくなかった。ずっと自分をごまかして生きてきた。

　学生時代からそうだった。女性とも付き合ってきたが、いつも何か齟そ齬ごを感じていた。どれだけいい関係になろうとも、いざという時に体が全く反応しない。やがて話をするのも辛つらくなってくる。なのに、同性の友人たちと一緒にいるのはとても心地ここちよかった。

　まさかと思いつつ、そんな自分を否定してきた。男を好きになってしまう自分がたまらなく嫌いやだった。

「往生際ぎわが悪いよな、俺も……」

　泣き笑いのような表情を浮かべ、藤崎は玖珂を見つめる。

「おまえに無理やり犯やられた時もさ、俺、ほとんど抵てい抗こうしなかっただろ」

「ああ──」

「そりゃ、おまえに本気で押さえ込まれたら抵抗なんてできないけどさ。でも、嫌だって言いながら抵抗しなかった。言っとくけど痛くなかったわけじゃないぞ。初めてだったし、正直言ってものすごく痛かった。でも……本当は嫌じゃなかったんだ」

「藤崎、おまえ……」

「無理やり犯られて痛いのに気持ちいいって思ってる自分がいてさ……俺、もう何が何だかわからなくなった。たぶん心のどこかでおまえに抱だかれたいって気持ちがあったんだろうな……」

　でも、と藤崎は言った。

「あの後も俺は違ちがうって思ってたんだ。だから女と付き合った。でも駄目だった。誰と付き合ってもいざ抱こうと思ったらどうしてもおまえの顔がちらつくんだ。おまえに抱かれたことばっか思い出して、結局抱くどころじゃなくなってさ……」

　飲み干したビールの缶かんを握にぎりつぶし、藤崎はくっと笑う。

「マジで最悪だったんだぞ。彼女が待ってんのに全く勃たたないんだから。おまえのこと、恨うらんだよ。おまえのせいで俺はこうなったんだって、本気で恨んだ。結局そうじゃなかったんだけどさ……」

　付き合ってきた女性たちに申し訳なかった。自分の気持ちをごまかすためだけに彼女たちを利用したことが、申し訳なくてたまらなかった。

「何かもう最低な男だよな、俺……」

　そう呟つぶやいた藤崎に玖珂が「いや」とだけ短く返事をする。

　それ以上藤崎は語らず、玖珂も何も言わず、また重苦しい沈ちん黙もくが横たわる。どれくらいそうしていただろうか。沈黙に耐たえ切れなくなった藤崎がぽつりと玖珂を呼んだ。

「なあ、玖珂」

「ああ？」

「おまえは今も俺を抱きたいって思ってるか？」

　言われて玖珂が黙だまり込む。

「どうなんだ？」と繰くり返すと、玖珂がちらりと藤崎に目を向けた。

「そんなの当たり前だろう。今でもおまえが欲しいし抱きたいって思っている。でも、嫌がるおまえを無理に抱こうとは思わない」

「じゃあ、もし俺が嫌じゃないって言ったら？」

「藤崎？」

「俺が嫌じゃないって言ったらどうする？　俺を抱くか？」

　挑いどむように言われ、玖珂が眉み間けんに皺しわを深く刻ませた。

「おまえ、何言ってるんだ。俺を試ためしてるのか？」

「試してるんじゃない。訊きいてんだよ。なあ、答えろよ。俺が抱いてもいいって言ったら、おまえ、俺を抱くか？」

「俺にはそんな資格はない」

「資格？」

「俺はおまえを強ごう姦かんしたんだ。そんな俺がおまえを抱いていいわけがないだろう」

　そう言って首を横に振った玖珂を、藤崎はじろりと睨み上げた。同時に腹からこみ上げてくるおかしさに、思わず喉を鳴らす。

「おまえさ、今さら聖人ぶるなよ」

　啞あ然ぜんとした玖珂の肩かたを摑つかみ、藤崎はそのまま玖珂を床ゆかに押し倒たおした。

「ふ……藤崎？」

「俺を抱けよ」

「おまえ……何言ってるんだ？」

「嫌じゃないって言ってるんだよ。嫌じゃないから抱けよ」

「やめろ、藤崎」

「どうして？　俺を抱きたいんだろう？」

　抱きたい。けれど抱けないと玖珂は繰り返す。

「おまえにそんな思いをさせた俺に、おまえを抱く資格なんかないって言ってるだろう」

「だったら責任取れよ」

「責任？　どういう意味だ？」

「俺の心ン中こじ開けた責任だよ。おまえが気づかせたんだからな」

　言いざま、藤崎は玖珂の唇くちびるに唇を押し付けた。

　かつて自分が玖珂にされたように、頭を両手で挟はさみこみ激しく口こう腔こうを貪むさぼる。

　なすがままに唇を自由にさせていた玖珂が、ふと体に乗り上がっている藤崎の背に腕うでを回した。背を抱こうとする腕の感かん触しよくに、藤崎はびくっと体を震ふるわせる。

「藤崎……」

　口づけの合間に名を呼ばれ、藤崎はゆっくりと玖珂の唇を解放した。

「本当にいいのか？」

　尋たずねた玖珂を、藤崎は無言で見下ろす。心の奥底に封ふう印いんした恐きよう怖ふ心がじわりと浮ふ上じようしたが、それ以上に玖珂を欲しいと思う自分がいた。

　睨にらみつけるような互たがいの視線が交差する。

「後こう悔かいしても知らないからな」

　そう言った玖珂に、藤崎はふっと唇を上げた。

「馬ば鹿か野や郎ろう。後悔なんかとっくの昔にし終わってる──」
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　ざわっと背を駆かけ抜ぬけていく快感に、藤崎は体を反らせた。布越ごしに前を嬲なぶる手がゆるゆると上下する。そのたびに、腰こしに熱が溜たまっていくような気がした。

「あ……ぁ……」

　甘くかすれた自分の声が耳に届き、藤崎はかっと顔を赤くした。玖珂もこの声を聞いているのかと思うと、たまらなく照れくさい。

「玖珂……ちょっと待って……」

　のしかかっている体を押し返してみたが、大おお柄がらな玖珂はびくともしなかった。

　膝ひざで膝を押さえ込んでいた玖珂が、藤崎のズボンのジッパーを下ろす。下着の中に入り込んできた手に前を直接嬲られ、藤崎はびくっと体を強こわばらせた。

「あっ……ぁ……」

「藤崎──」

　熱っぽい声で名を呼びながら、玖珂が指で亀き頭とうや竿さおを撫なで回す。じわりと先走りをにじませ始めた鈴すず口ぐちを指先で抉えぐられ、藤崎は小さく喉のどを鳴らした。

「ひ……ぁ……あ……」

　敏びん感かんなところを責められる痛みにも似た快感に、我知らず腰が揺ゆれ始める。背をのけぞらせた拍ひよう子しに浮ういた腰を、玖珂がぐっとすくい上げた。

「く……玖珂……？」

　ベルトに手をかけた玖珂が、ズボンを下着ごと一気に引き下ろす。いきなり下半身だけを剝むかれ、藤崎は慌あわてて体を起こそうとした。だが、その動きは、玖珂の手によって簡単に封ふうじられた。

　藤崎の腰を抱だき寄せた玖珂が、脇わき腹ばらに唇を押しつける。腹から腰骨へと這はっていく舌の淫みだらな感触に、藤崎は嬌きよう声せいを抑おさえきれなかった。

「あっ……あ……はぁ……」

　ぞくぞくとした快感が体の芯しんから湧わき出してくる。玖珂の手にあおられている性器も、腹に付かんばかりに大きく反り返っていた。

「藤崎……」

　名を呼ぶ玖珂の息が勃ぼつ起きした性器に当たる。震えるような快感に目を開けると、笑った玖珂の唇が亀頭を挟み込んだ。

「はぁっ……あ……」

　敏感になっているカリを舌がじわりとなぞっていく。ぬめりのあるものが絡からみつくような感触に、藤崎のものが玖珂の口の中でびくびくと震えた。　>>>♥

「あ……いい……気持ちいい……」

　思わず口をついて出た自分の言葉に、羞しゆう恥ち心しんが最高値まで跳はね上がる。だが、藤崎のそんな羞恥心など知ったことかと言わんばかりに、玖珂は激しく口こう淫いんを始めた。

　くちゅくちゅと音を立てながら亀頭を愛あい撫ぶし、竿を手で擦こすり上げる。裏筋を舌が這うたびに、脳天まで快感が突つき抜けた。

「ああっ……あっ……玖珂っ……い……嫌いやだ……」

　嫌だと言いつつ腰が揺れる。より大きな快感を得ようとする藤崎の下半身を抱かかえ込み、玖珂は唇での愛撫を続けた。

「は……ぁ……あ……あっ……」

　少しずつ上がっていく息を抑えられない。どんどん熱くなっていく体を制せい御ぎよしきれず、藤崎は玖珂の髪かみに指を絡ませた。

「く……玖珂……」

　名を呼ばれた玖珂が、つと顔を上げる。亀頭を唇で挟んだままの玖珂と目が合い、藤崎はごくりと唾つばを飲み込んだ。あまりにも淫らな様子に、体の芯が一気に熱くなる。

「気持ちいいか？」

　ふいにそう尋ねられ、藤崎はとっさに顔を隠かくした。

「藤崎？」

「ば……馬ば鹿かっ……訊きくなっ」

　気持ちいいに決まっているが、改めて訊かれると恥はずかしさが倍増する。そんな藤崎の心中を知ってか知らずか、玖珂はもう一度同じことを尋ねてきた。

「藤崎……気持ちいいか？」

　そう言う玖珂の声が少しずつ荒あらくなってきている。顔を覆おおっていた手をどけると、玖珂がゆっくりと体を起こした。

　藤崎を見下ろしながら服を脱ぬぎ捨て、ベッドの下に放り投げる。玖珂のものは、下着の中でそれと形がわかるほど大きく勃たち上がっていた。

「玖珂……」

「藤崎……もういいか？」

　何がと問う間もなく、玖珂の体が覆い被かぶさった。一回り大きな体に抱き込まれると、互いの昂たかぶりがぶつかり合った。勃起したものが擦れ、微び妙みような快感が湧き出してくる。

「藤崎……」

　思い詰つめたような声に目を開くと、正面に玖珂の顔が見えた。

「玖珂……」

　どちらからともなく唇を合わせ、舌を絡ませる。口腔を嬲る舌の感触に、藤崎のものがびくびくと震えた。じっとりと先走りの露つゆをにじませる竿を、玖珂の手が捉とらえる。藤崎もまた、下着からはみ出している玖珂のものに手を伸のばした。

　大きな亀頭を指で撫でると、玖珂のものが反り返っていく。玖珂の手にあおられている藤崎のものも硬かたく屹きつ立りつし、先せん端たんから淫らな露を溢あふれさせていた。

　背を抱き、唇を貪りながら、互いのものを愛撫しあう。時折離はなれる唇から漏もれ出す吐と息いきは、双そう方ほうの気持ちを昂ぶらせるのに充じゆう分ぶんだった。

「は……あぁ……すごくいい……玖珂……」

「ああ……俺もだ……」

　玖珂の指が先端を掠かすめると、藤崎もまた同じように玖珂のものの先端を愛撫する。藤崎が括くびれを軽く締しめれば、玖珂が藤崎のものの先端を指の輪で締め付けた。

　それはまるで自じ慰いをしているような的確な愛撫だった。

「……は……ぁ……気持ちいい……」

　吐息を漏らしながら呟つぶやくと、玖珂の手が激しく上下した。カリを絞しぼるように責め立てられ、藤崎のものが解放を求めて震ふるえ始める。

「玉が上がってきてるな。もうイきそうか？」

　笑い交じりにそう言われ、藤崎は玖珂のものをきゅっと締め付けた。カリを締め、鈴口に爪つめを立てると、痛みで玖珂が前のめりになる。

「うあっ……」

「つまんないこと言うなっつーの……」

　吐息交じりにそう言うと、玖珂がばつが悪そうに苦く笑しようした。

　再び互いのものを手で激しく愛撫し合う。やがてぞくぞくとした快感が腰のあたりに溜まり始め、藤崎は玖珂の胸に額を押しつけた。

「玖珂……ヤバイ……も……イきそ……」

　言ったとたん、体がぞくっと震える。軽く息を吞のむような声と同時に、藤崎は玖珂の手の中に生温かなものを吐はき出した。

「溜まってたみたいだな」

　意地悪げにそう言った玖珂が、絡みついた精液を見せ付けるように、藤崎に向かって手をかざす。指を伝い、手のひらから手首に流れ落ちようとするそれを見上げた藤崎は、鼻に皺しわを寄せると軽く玖珂の頭を小こ突づいた。

　それに笑えみをこぼした玖珂が、シーツに零こぼれ落ちる前にティッシュで手をぬぐって藤崎を抱き寄せる。少し汗あせばんだ藤崎の背を抱きながら、玖珂はふっと小さく息をついた。

「夢みたいだな……」

　玖珂の呟きに、藤崎は何のことだと顔を上げる。

「何が？」

「おまえとこんなことをしてるんだぞ。まだ信じられない……」

　しみじみと言った玖珂を見上げ、藤崎は小さく笑い声を上げた。

「そんなの、俺だって信じられないさ。何せ自分を強ごう姦かんした野や郎ろうにこうやって抱かれようってんだから、ホント、どうかしてる」

「藤崎……」

「ばーか。冗じよう談だんだよ。そんな顔すんな」

　悄しよう然ぜんとうなだれた玖珂に体を乗り上げた藤崎は、玖珂の汗ばんだ首筋に唇くちびるを押しつけた。首からこめかみ、頰ほおへと唇を押しつけ、最後に軽く唇を合わせる。ついばむような口づけが、互たがいを貪むさぼる口づけに変わるのにさして時間はかからなかった。

　腹に跨またがった藤崎の背を抱き、玖珂が激しく舌を絡ませる。藤崎もそれに応こたえるかのように、玖珂の頰に手を添そえ、唇を貪った。だが、唾だ液えきが絡まりあうような深い口づけは、ふいに終わりを告げた。

　藤崎の背を抱いていた玖珂の手が腰こしへと滑すべり降り、やがて双そう丘きゆうの中心を探さぐり当てる。そこに指が触ふれたとたん、藤崎はびくっと体を強こわばらせた。

「嫌か？」

　いきなりそう問われ、藤崎は返答に窮きゆうした。黙だまり込んだ藤崎に、玖珂がもう一度「嫌か？」と問う。

　そこに触れることを承知するということは、玖珂を受け入れるということと同じだった。わずかに目を泳がせた藤崎は、玖珂を見下ろすとぽつりと呟くように言った。

「嫌じゃない……」

　覚かく悟ごを決めたように言った藤崎を、玖珂がじっと見上げてくる。決心を揺ゆらがせまいと言わんばかりの鋭するどい視線に、藤崎は小さく嘆たん息そくした。

「そんな目で睨にらむなよ……嫌じゃないから」

「藤崎──」

「でも痛いのは勘かん弁べんしてくれよな」

「ああ？」

「おまえ、気づいてないのかよ……」

「気づいてないって何に？」

　首を傾かしげた玖珂に向かって、藤崎はため息交じりに言った。

「おまえのそれ、でかいんだよ。そんなの無理やり突っ込まれたら痛いんだ」

「え……」

「だからそれなりに準備しろっつってんの」

　藤崎の言葉をどう受け取ったのか、腹に乗っていた藤崎を隣となりに転がすと、玖珂はベッドの脇わきの棚たなに手を伸ばした。

　棚の引き出しを開け、中からボトルのようなものを引っ張り出す。

「何だ、それ」

　訝いぶかる藤崎に玖珂はあっさりと「ローションだ」と言った。

「ローション？」

「これがあったら痛くないだろう」

　言いながら玖珂がパッケージを破る。

　確かにそうなのだがと玖珂を見上げていた藤崎は、別に気づかなくていいことに気づいてしまった。

「なあ玖珂。ちょっと訊いてもいいか」

「ああ？　何だ？」

　ボトルのキャップを捻ひねりつつ玖珂が首を傾げる。

「それ、いつ買ったんだ？」

「いつって、一ヶ月くらい前だったと思うが……どうしてだ？」

「それ、誰だれと使うつもりだったんだ？」

　間かん髪はつを容いれずに尋たずねると、玖珂がそのまま口をつぐんだ。

「玖珂──」

「あ……いや、別に誰とっていうわけじゃ──」

「誰と使うつもりだったんだって訊いてんだよ、俺は」

　被ひ疑ぎ者しやを詰きつ問もんする声で問いただされ、玖珂がげっそりとため息をつく。

「だから、誰っていうわけじゃない。信じてくれないかもしれないが、俺は六年間誰とも付き合ってないんだ。ここにも誰も連れ込んでない。本当だ」

「へー、そーなんだー」

「藤崎……信じてくれ」

「使うかどうかわからないそんなものを買い置く馬ば鹿かがどこにいるんだよ。信じてほしかったら本当のことを言え」

　そう言った藤崎を、玖珂が恨うらみがましそうな目で見やる。やがて藤崎の冷たい視線に耐たえかねた玖珂は、観念したとばかりに口を開いた。

「おまえとだ──」

「え？」

「だから……おまえと使いたくて買った……」

「はぁ？」

　まさかそんな答えが返ってくるとは思わず、藤崎はぽかんと口を開けた。直後に顔がかっと熱くなる。

「ば……馬鹿やろ……何言ってんだっ、おまえっ」

　てっきり他ほかの誰かと使うために買い置きしているのだろうと思っていた。玖珂とて藤崎と同じ若い男だ。仕事で忙いそがしくしているとはいえ、有り余る性せい欲よくを持てあますこともあるだろう。だから、玖珂が誰かと付き合っていたとしてもそれを責める気はなかった。なのに、玖珂はこの六年誰とも付き合わず、あまつさえ訪おとずれるかどうかもわからない藤崎との行こう為いのためにこんなものを買い置きしていたという。

　使うかどうかもわからないローションを買うくらいなら、先に茶ちや碗わんと箸はしを買えと言いたいのをぐっと堪こらえ、藤崎は玖珂を見上げた。

「おまえさ、何考えてんだよ……」

　思わずそう呟つぶやくと、玖珂がつと手を伸のばしてくる。頰を滑っていく指の感かん触しよくに、藤崎は体がじわりと熱くなっていくのを感じた。

「おまえのことだ──」

　指を頰に、こめかみに滑らせながら、玖珂は言った。

「俺はおまえのことばかり考えてた──この六年、ずっと、おまえのことだけを考えてたんだ。もう一度会って、謝って、それからおまえに俺の気持ちをちゃんと伝えたかった」

　たとえ許してもらえなくてもと付け加え、藤崎の唇に指を這はわせる。

「俺はおまえが好きだ、藤崎」

「玖珂……」

「おまえしか見えてない。昔も今も──俺はずっとおまえだけが好きなんだ」

　耳がこそばゆくなってくるような告白を黙って聞いていた藤崎は、玖珂の背にするりと腕うでを回した。そのまま玖珂の体を力任せに引き寄せる。

「藤崎──？」

「わかった。おまえの気持ち、全部受け取ったよ」

「え……」

「そのローション、今日は思う存分使わせてやる」

　そう言って笑った藤崎は、そのまま嚙かみ付くように玖珂の唇を貪った。
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「う……ぁ……」

　秘所を押し開かれる痛みに、藤崎は眉まゆを寄せた。

　薄うすく目を開くと、藤崎の膝ひざを抱かかえあげた玖珂が、中心の窪くぼみに屹きつ立りつしたものを押し当てていた。真しん剣けんそのものの眼まな差ざしで、玖珂は藤崎を自分のものにしようとしている。その様子に薄く唇くちびるを上げた藤崎は、またゆっくりと瞼まぶたを閉とざした。

　玖珂の指が何度も往復した秘所は、既すでに熟うれて蕩とろけきっている。ローションをたっぷりと指に絡からませた玖珂は、執しつ拗ようなほどそこを愛あい撫ぶした。あまりの刺し激げきに、中が腫はれているような錯さつ覚かくさえ覚える。やがて指を引き抜ぬいた玖珂は、そこに屹立した自分自身のものをあてがった。

「いいか？」と問われ、藤崎はそれを口づけで了りよう承しようした。だが、いくら中をほぐされたとはいえ、久しぶりの行為に自然と体が硬かたくなった。

「藤崎……少し力を抜いてくれ」

　そこに何度も亀き頭とうを押し付けながら玖珂が言う。

　窪みは緩ゆるみ始めているが、玖珂のものを受け入れるには藤崎の秘所はあまりに狭せますぎた。

「藤崎──」

　体を硬くする藤崎に焦じれたのか、玖珂がふいにぐっと腰こしを突き入れた。一いつ瞬しゆんそこが裂さかれるような痛みが走り、藤崎は喉のどをのけぞらせる。

「いっ……」

「少し力を抜け」

「む……無む茶ちや言うなっ……」

　玖珂のものの大きさは知っている。それが狭いところに入ろうとしているのだから、痛くないわけがない。

　シーツに滴したたるほどに玖珂は藤崎の秘所にローションを塗ぬりつけていたが、いざ玖珂を受け入れようとすると、そんなものは何の意味もないような気がした。すっかり忘れていたが、完全に臨戦態勢に入った玖珂のものは、目め眩まいがしてきそうなほどの大きさがある。

　玖珂がまた腰を動かすと、湿しめった音を立てて亀頭が秘所を割った。ローションの助けを借りて、それが中にずるりと入り込もうとする。

「うあっ……あっ……痛っ」

「藤崎……もう少し我が慢まんしてくれ……」

　先せん端たんが秘所を割り、張り出したカリが中へと入ってくる。狭い場所を押し広げられる痛みに耐えきれず、藤崎は玖珂の腕にすがり付いた。

「う……ぁ……あぁ……く……玖珂……」

「ゆっくり息を吐はけ。楽になるから」

　言われるままに藤崎が息を吐くと、その瞬間を狙ねらうように玖珂がぐっと腰を突き上げた。

「うあっ……あっ！」

　裂かれる痛みと同時に、亀頭が中に入り込む。秘所を限界まで押し広げられ、藤崎は歯を食いしばった。じくじくとそこを苛さいなむ痛みに、玖珂の腕をきつく摑つかむ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　ふと目を開くと心配そうな玖珂の顔が見えた。

　大丈夫なわけがあるか。そう言いたい気持ちを飲み込み、藤崎は大丈夫だと小さく頷うなずく。それを承知と受け取ったのか、玖珂が藤崎の尻しりの下に枕まくらを敷しいた。抱え上げていた体をそのままぐっと折り曲げる。

「く……玖珂？」

「奥まで入れてもいいか？」

「え……」

　藤崎の返事を待つことなく、玖珂が一気に腰を進めた。

　亀頭が肉の襞ひだを擦こすり上げていく感触に、藤崎は背をのけぞらせる。

「うっ……あっ……あっ……」

　狭い肉にく壁へきを広げながら玖珂のものがより奥へと入り込んでいく。弾だん力りよくのあるものに肉の襞を擦り上げられ、激しく首を横に振った。

「玖珂……あっ……痛い……もっとゆっくり……」

　そう要求すると、玖珂がふいに動きを止めた。挿そう入にゆうしたものを軽く引き出し、また奥へと挿入する。肉壁の同じ場所を何度も擦られ、藤崎はびくびくと体を痙けい攣れんさせた。

　それは痛みではなかった。疼とう痛つうのように感じていたそれが、少しずつ快感へと変わりつつある。やがて下腹部がぴたりと合わさると、玖珂がふうっと大きく息をついた。

「入った──」

　言われて藤崎はそっと目を開く。淡たん褐かつ色しよくの瞳ひとみで藤崎を見つめる玖珂が、ふいに藤崎の手を取った。

「く……玖珂？」

　藤崎の手を摑んだ玖珂が、そのまま結合部へと向かう。指先に触ふれたのは、玖珂のものの根元と、それをくわえこんでいる自分の秘所だった。

「全部入ってるぞ──」

　言われて藤崎はかっと顔を赤くした。あの大きなものが自分の中に収められている。そう思っただけで、体の中がじくじくと疼うずきだした。

「すごいな……中がひくひくしてる……」

「ば……馬ば鹿か……野や郎ろう……んなこと言うな……」

「おまえの中、最高だ……」

　吐と息いき交じりに言った玖珂が、体を繫つなげたまま唇を合わせてくる。それを受け入れるように唇を開くと、入り込んできた舌が舌を絡め取った。

「ん……う……」

　玖珂の舌が口こう腔こうをなぞると、楔くさびを受け入れている場所がきゅっと締しまる。そのたびに中に挿入されている玖珂の大きさを感じ、藤崎は甘い声を上げた。

　やがて亀頭が当たっている部分から、たまらない快感が湧わき始めた。玖珂が身じろぎをするとカリがそこを抉えぐるのか、あまりの気持ちよさに叫さけびだしそうになる。

「く……玖珂っ……」

　あまり動かないでくれ。そう言おうとした矢先、玖珂が再び膝を抱え上げた。

「え……？」

「少し動くぞ」

　そう言った瞬間、玖珂が腰を激しく揺ゆすり上げた。

　ずるりと竿さおを引きだし、また奥へと押し込める。まるで快感のポイントを探さぐるように、玖珂はそれをゆっくりと出入りさせた。

「は……あ……あっ……玖珂っ……やめ……あっ……」

「藤崎……どこが気持ちいい？」

　言いながら玖珂が腰を突つき上げる。いきなり中を激しく搔かき回され、藤崎は背をのけぞらせて嬌きよう声せいを上げた。

「い……や……だっ……あっ……あっ……あああっ！」

　奥に入り込んでいるものが、奥の肉壁をぐいぐいと押し上げる。挿入された時に味わったものとはまた違ちがう快感に、藤崎は目を見開いた。

「い……嫌いやだ……嫌……玖珂っ……う……ああっ！」

　嬌声を上げながら、藤崎は過ぎる快感から逃のがれようと必死で体を捩よじった。

　それは、頭の中が痺しびれてくるような感覚だった。

　玖珂が腰を突き上げそして引くたびに、体の奥が震ふるえだす。大きく張り出したカリに粘ねん膜まくを搔き回されるような感かん触しよくに、硬く勃たち上がっていた藤崎のものの先端から快感の雫しずくが溢あふれ出した。

「は……あっ……あっ……」

　玖珂が腰を動かすと、それに合わせるように藤崎の竿がゆらゆらと揺れる。溢れた先走りは腹に向かって垂れ下がり、そこに透とう明めいな糸を引かせていた。

「おまえ、痛いとか言いながら案外気持ちよさそうだな」

　からかうように言った玖珂を、藤崎はじろりと睨にらみ上げる。だが、快感に潤うるんだ瞳で睨んだところで何の迫はく力りよくもなかった。

　最初はゆっくりと腰を押し引きしていた玖珂だったが、だんだんと余よ裕ゆうがなくなってきたのだろう、いきなり藤崎の膝裏を摑み上げると、激しく腰を叩たたき付け始めた。

　中を抉り、搔き回し、そして楔をギリギリまで引き出す。抜ぬけ落ちる寸前で再び楔を奥に突き入れた玖珂は、そこで激しく抜き差しを繰くり返した。

「うあッ……あ……玖珂……ああっ……」

　粘液が絡からまる音を立て、玖珂のものが秘所を出入りする。それに中を擦られるたびに、藤崎はびくびくと体を震えさせた。

「はっ……あ……ぁ……も……嫌……だ……玖珂……玖珂っ……」

「まだだ、藤崎……もっとだ……」

　言いながら玖珂がゆっくりと腰を蠢うごめかす。亀き頭とうで中をぐりぐりと押し上げられたとたん、電流のような快感が走り、藤崎は背をのけぞらせた。

「ひ……あっ……あっ！」

「藤崎……おまえの中……最高に気持ちいい……」

　互たがいの動きに合わせるように、藤崎の嬌声と玖珂の喘あえぎが部屋に響ひびく。それらの声に興奮を覚えながら、藤崎は快感を貪むさぼり、玖珂は藤崎の秘所に己おのれの楔を打ち込んだ。

「は……ぁ……玖珂……中が……熱い……」

「藤崎……」

　玖珂のものを奥深くまで受け入れた秘所は、限界まで広げられ苦しげにひくひくと蠢いている。ローションに濡ぬれたそこが蠢しゆん動どうする様は、何とも言えず淫みだらで玖珂の欲よく情じようをこの上もなくそそった。

「最高だ……藤崎……」

　呟つぶやいた玖珂が、藤崎の足を摑んで大きく左右に開く。露あらわになった結合部に目を落とした玖珂は、そのままゆっくりと腰こしをグラインドさせた。

「う……あっ……ああっ……あっ！」

　亀頭に前ぜん立りつ腺せんのあたりを抉られ、藤崎が体を跳はね上げる。逃にげようとする体を引きずり寄せた玖珂は、同じ場所を執しつ拗ように責め立てた。

「は……あっ……あっ……玖珂っ……ああっ！」

「藤崎……どこが気持ちいい？」

　笑い交じりに言った玖珂が、答えを待つことなく快感のポイントを押し上げる。そのたびに絶ぜつ叫きようしそうなほどの快感が駆かけ抜けた。

　もっと激しくして欲しい。もっと玖珂のもので責め立てて欲しい。そんな欲望が湧き出し、藤崎は玖珂に手を伸のばした。

「く……玖珂……そこ……もっと……」

「藤崎……」

「もっと……気持ちよくしてくれ……」

　そう言って腕うでにすがり付いてきた藤崎の痴ち態たいに、玖珂の我が慢まんは限界だった。

「藤崎っ……」

　堪こらえかねたようにそう呟いた玖珂は、藤崎の背をきつく抱だいた。逃がしてなるものかと言わんばかりに抱きしめ、秘所に楔をねじ込む。快感を追い求める藤崎もまた、玖珂の腰に足を絡めた。

　肉を打つ音と、喘ぎと、嬌声。これらの三重奏だけが部屋にこだまする。

「く……玖珂っ……玖珂……」

　まるでうわ言のように、藤崎は何度も玖珂を呼んだ。藤崎が感じている快感は、中を蹂じゆう躙りんしている玖珂にも充じゆう分ぶんに伝わっていた。

「玖珂……も……イく……イく……」

　解放を求めるように藤崎のものがびくびくと震え始める。同時に玖珂を飲み込んでいる中もまた、絶頂に向かって緩ゆるみ始めていた。

「俺ももうイきそうだ……」

　額に汗あせを浮うかべながら、玖珂がそう呟く。

「藤崎……おまえの中に出してもいいか……？」

　問いかけてきた玖珂に、藤崎は激しく首を縦に振ふった。

　何でもいい。早くイかせてくれ。体の中に溜たまったこの熱を解放させてくれ──！

　玖珂の腰に絡む藤崎の足に力が入る。それを合図のように、玖珂はこれ以上ないという程ほどに、藤崎の中に己の楔を叩きつけた。

「あっ……あっ……玖珂っ……あぁ……イく……」

　ぐちゅぐちゅと淫らな音をたて、玖珂のものが荒あら々あらしく往復を始める。藤崎の秘所から見え隠かくれする玖珂の楔。やがてそれを根元まで突き入れた玖珂は、短い咆ほう哮こうを上げて藤崎に覆おおい被かぶさった。

　時を同じくして藤崎のものの先せん端たんから二度目の精液が噴ふき上がる。

　ほぼ同時に果てた二人は、満足げに汗の玉を浮かせる互いの体を抱き締めあった。　>>>♥
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　白い天てん井じようをぼんやりと見上げていた藤崎は、ふわふわとした何とも心地ここちよい感覚に包まれていた。

　頭も体もどうにかなりそうなほどの快感の末に絶頂を迎むかえた。二度射精をしたが、玖珂に中を蹂躙されている時も、絶頂感と同じくらいの快感を味わっていたように思う。その解放感が今のこの感覚なのだろうか。

　そんな快感を藤崎に与あたえた玖珂もまた、荒あらい息をつきながらベッドに体を横たえていた。

「玖珂……」

　静かに呼びかけると、玖珂が視線だけを向けた。

「ん……」

　ぼんやりと顔を向けた玖珂の表情に、藤崎は思わず苦く笑しようする。

「何だよ、おまえ。超ちよう満足そうな顔しやがって」

　肩かたを小こ突づきながらそう言うと、玖珂が照れくさそうに笑った。

「ああ、最高に気持ちよかった……」

　おまえはどうだと問われ、藤崎は口ごもる。

「もしかすると痛かったか？」

　申し訳なさそうに言った玖珂をちらりと見やり、藤崎は呆あきれ気味に肩をすくめた。

「痛いに決まってんだろ」

　言いながら玖珂の方にごろりと寝ね返がえりを打つ。

「好き勝手にがんがん突っ込みやがって。尻しりの穴が広がったらどうしてくれるんだ」

「悪い……気持ちよすぎて途と中ちゆうから止まらなくなった」

「何が気持ちよすぎてだよ。しかも思いっきり中に出しやがって……」

　体の奥に吐はき出された精液はほぼ流れ出しているが、尻のあたりがぬるぬるして気持ち悪くて仕方ない。うんざりとため息をつくと、玖珂が悄しよう然ぜんと肩を落とした。

「……やっぱり後こう悔かいしたのか？」

　ふいにそう尋たずねられ、藤崎は返答に困った。

　全く後悔していないといえば噓うそになる。ずっと秘ひめてきた玖珂への想おもいや、自分の性的指向を今さらさらけ出すことになったのだ。だが、それ以上に何やらほっとしている部分もあった。

　今後は玖珂への想いに振り回されることもなくなるだろう。むろん、玖珂に怯おびえることもなくなる。

　黙だまり込んだ藤崎を、玖珂が怪け訝げんそうな顔で見つめている。それににんまりと笑いかけた藤崎は、つと玖珂の体を抱き締しめた。

「藤崎？」

「だからさ、そんな顔すんなって。さっきも言っただろ。後悔なんかとっくにし終わってるんだよ」

　玖珂の誘さそいに乗った時点で、こうなることはわかっていた。そして藤崎はそれを望んでいた。

　どのみち玖珂への想いは断たち切れないところまで来ている。どうせ玖珂とは既すでに一線を越こえてしまっている関係だ。それがもう一回増えたところで何だと言うのだ。

「俺も気持ちよかったよ、玖珂」

「え……」

　驚おどろく玖珂に向かって、藤崎はにんまりと笑う。

「おまえのセックス、最高だった」

　笑いながら言った藤崎は、そのまま玖珂に口づけた。

　気持ちよすぎたのは何も玖珂だけではなかった。藤崎もまた玖珂に与えられる快楽に溺おぼれ、乱れた。今もなお玖珂のものが体の中に入っているような錯さつ覚かくさえ覚える。そして、もう一度あの快感に揉もまれたいと思っている自分がいた。

「なあ……今日はもうこれで終わりなのか？」

　口づけを交かわしながらそう尋ねると、玖珂が目を丸くする。

「藤崎……？」

「まさかこれで打ち止めなんて言わないよな？」

「あれじゃ足りなかったか？」

　困こん惑わくしつつも揶や揄ゆするように言った玖珂に、藤崎は淫いん靡びな笑えみを浮かべた。誰だれにも見せたことのない淫みだらな笑みを零こぼしながら、藤崎は玖珂に跨またがり頰ほおに手を滑すべらせる。

「ローション、思う存分使わせてやるって言っただろ」

「藤崎──」

「全部使っちまえ──」

　笑った声は、甘い喘あえぎとなり、やがて狂くるおしい嬌きよう声せいに変わった。

　その夜、体の奥にねじ込まれた玖珂のものに再び翻ほん弄ろうされた藤崎は、終わることのない絶頂感を全身で味わった。
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　耳元で激しく鳴っている携けい帯たい電でん話わの音に、藤崎は鬱うつ陶とうしげに目を開けた。

　久しぶりの休みだというのに、朝っぱらから何の用だ。そのまま放置してやろうと思ったが、呼び出し音は一向に鳴り止やまない。

　渋しぶ々しぶ棚たなの横で光っている電話に手を伸のばした藤崎は「はい……」と眠ねむそうに応答した。

「もしもし……」

　電話に出てみたものの、スピーカーからは何の反応もない。朝っぱらからいたずら電話かと首を傾かしげたところで、不ふ審しん感いっぱいの声がスピーカーから聞こえてきた。

『どうしてオマエがこのケイタイに出るんだ？』

　聞き覚えのあるしわがれ声に、一いつ瞬しゆん眉まゆを寄せる。誰だと思いつつもぞもぞと布ふ団とんを引き寄せた藤崎は、その声の主がわかった瞬間一気に目が覚めた。

「えっ？　あ、あのっ、もしかして班長っ？」

　そうだと言う細川の声に、藤崎は布団を撥はね上げて飛び起きる。

「あっ、あのっ、おはようございますっ」

『おはようじゃねぇだろうが。もう十時だ。いつまで寝てんだ』

　慌あわてて時計を見ると、確かに枕まくら元もとのデジタル時計は十時と表示されている。だが、足立区の捜そう査さ本部が解散となり、今日は休みになったはずだった。

「あ、あの……今日って休みですよね？」

『馬ば鹿か野や郎ろう。俺らに休みなんてあると思うなよ。休みは全部待機だ、待機』

　当たり前のようにそう言い、細川がふと声をひそめた。

『ところで藤崎。俺ぁさっきからさんざんオマエのケイタイにかけたんだけどな。そっちに全然出なくて、どうして玖珂のケイタイにかけたらオマエが出るんだ？』

「え？　ええっ？」

　言われて初めて手に持っている携帯電話が自分のものではなく玖珂のものだと気がついた。偶ぐう然ぜん同じ機種だったせいもあるが、今さら気づいたところで時既に遅おそしだ。

　不審感いっぱいの細川の声に、藤崎はおろおろと声を上ずらせる。

「す……すみませんっ。昨日一いつ緒しよに飲んでてそれで、玖珂の家に泊とめてもらってっ」

『オマエが誰と飲もうが、どこに泊まろうが俺の知ったこっちゃねぇよ。で、玖珂は側にいるのか？』

「え？　あ、はいっ。起こしますっ」

『起こすって……あいつもまだ寝てやがったのか。ああ、別に代わらなくていいから、そのまま玖珂にも伝えろ』

　事件だと前置きをし、細川は簡単に概がい要ようを伝えた。

『休みで寝ているところ悪いがな、人手が足りねぇんだ。玖珂もたたき起こしてすぐに現場に来い』

「はい、すぐに向かいます！」

　そう言って電話を切ろうとした藤崎に、細川は『ああ、それから』と思い出したように言った。

『藤崎、オマエな。簡単に玖珂に食われてんじゃねぇぞ』

「は？」

　問い返す間もなく、電話はプツッと切られた。

「え……」

　暗くなった携帯電話の画面を眺ながめながら、藤崎は首を傾げる。

「今の……どういう意味だ？」

　電話を切る直前に細川に言われた言葉を反はん芻すうし、藤崎は眉まゆを寄せた。

「玖珂に食われてって……え……？」

　画面を見つめたまま呆ぼう然ぜんとしていると、隣となりで寝ていた玖珂がごそごそと起き出した。

「藤崎……？　どうした？」

「悪い……寝ぼけておまえの電話に出た」

「ん？　ああ、別にかまわない。誰だった？」

「細川班長」

「班長？　何だって？」

「ああ。板いた橋ばしの荒あら川かわ河か川せん敷しきで変死体。すぐに現場に来いって」

「ばっ、馬鹿野郎！　それを早く言えっ」

　叫さけんでベッドから飛び起きた玖珂は、素すっ裸ぱだかのままばたばたと洗面所に向かった。たとえ休日であっても、待機状態であることに変わりない。ひとたび事件が起きれば、休みも関係なく現場へと駆かり出される。それが刑けい事じ部に所属するということだ。

「藤崎！　おまえも早く顔を洗って服を着ろ！」

　歯ブラシを片手に玖珂が叫んでいるが、藤崎の心は今ここにあらずだった。

「どうして……」

　玖珂の電話を見つめたまま藤崎はそう呟つぶやく。

（簡単に玖珂に食われてんじゃねぇぞ）

　先ほど細川が言った台詞せりふが耳から離はなれない。

「どうして……」

　ぽつりと呟いた藤崎に、玖珂が早くしろと怒ど鳴なりつける。

「どうして知ってるんだ……」

「藤崎ッ！　置いて行くぞッ！」

「どうして班長が知ってるんだよっ！」

　玖珂の怒鳴り声と藤崎の叫び声は、朝の中目黒にわんわんと響ひびき渡わたった。
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　最悪だった藤崎と玖珂の関係は、歩み寄りの方向に向かっていた。

　休日前の夜は互たがいの部屋に泊まりあい、朝まで過ごすことも多くなった。だが、プライベートでは恋こい人びと同士として甘い時間を過ごしていても、仕事となるとそう一足飛びにはいかないのが現状だった。

　見かけによらずどうでもいいような細かいことを気にする玖珂と、こちらも見かけによらずそそっかしい藤崎は、庁舎はもちろんのこと、赴おもむいた捜査本部でもことあるごとに諍いさかいを起こす。今日も今日とてどちらが皆みんなの茶を淹いれるか、そんなつまらないことで朝っぱらから言い争いをしていた。

「だから、茶葉入れすぎだって言ってるだろ」

「おまえが横でごちゃごちゃ言うからうっかり入っただけだろうが」

　急きゆう須すを持った藤崎の横で、茶ちや筒づつを持った玖珂がうんざりした面おも持もちでため息をつく。その玖珂に向かって、藤崎は馬鹿にしたように肩かたをすくめた。

「あ、自分の失敗を俺のせいにするんだ？　へー。玖珂ってそういう奴やつだったんだ。へー」

「おまえな……昔と違ちがって性格悪くなってないか？」

「そう言うおまえこそ昔よりかなり大おお雑ざつ把ぱになってるよな。相変わらず部屋に段ボール箱を転がしたままだし、出前の丼どんぶ鉢りばちもそのまんまだし」

「……それって今言うことじゃないだろう」

　げんなりと言った玖珂は、藤崎から急須を奪うばうとそこにポットの湯を流し込んだ。

　班の先せん輩ぱいたちのマグカップや湯飲みを盆ぼんに並べ、茶を注いでいく。不器用な玖珂の手つきを眺めていた藤崎は、ふと窓の外に目を向けた。

　小さな窓の片かた隅すみから、皇居の桜が見えている。淡あわい色に染まった窓の外を眺めていると、玖珂がふいに横に並んだ。

「ここから桜が見えるのか」

「みたいだな。俺も初めて見た」

　まだ満開とは言いがたかったが、それでも春の使者が咲さく様子は見る者の目を和なごませる。

「きれいだな」

　そう呟くと玖珂が「ああ」と頷うなずいた。

「こんな風にさ、おまえとずっと一緒に見ていられるといいな」

「藤崎──」

「来年も、再来年も、ずっと──」

　玖珂の「そうだな」という返事は、甘い口づけとともに消えた。

　警察官の異動は四、五年ごとに繰くり返される。藤崎も玖珂も、いずれ別の部署へと配置転てん換かんされていくだろう。ずっとという言葉が永遠でないことくらい藤崎も玖珂もわかっている。だが二人で見たこの窓からの景色の色は、永遠に褪あせることはないだろう。

　柔やわらかな春の日差しの中、そっと手を握にぎり合い、口づけを交かわす。だが、そんな甘美なひとときは、細川の怒鳴り声で終わりを告げた。

「藤崎！　玖珂！　オマエらいつまで茶ぁ淹れてんだっ！」

　廊ろう下かの向こうから聞こえてきただみ声に、藤崎と玖珂は慌てて給湯室を飛び出した。
















甘い棘に抱かれて
















「メシ食いに行かないか？」

　その言葉の中に本来の意味以外のものが含ふくまれていると気づいたのは、つい最近だった。

　捜そう査さ本部が閉じられ事後処理も終わって落ち着いた頃ころ、藤崎はそう言って玖珂を誘さそう。最初はただ言葉通り食事に誘われているだけだと思っていた。だが、食事の後、藤崎は必ずと言っていいほど玖珂の部屋にやってきた。

　ちょっと飲み過ぎたから。終電が出てしまったから。理由はその時々で違ちがっていたが、食事に誘った夜、藤崎は家に帰らず中目黒にある玖珂の部屋に転がり込む。そして玖珂が求めるままに体を開いた。

　玖珂の求めを藤崎が拒こばむことはなかったし、むろん玖珂に異存があるはずもない。

　藤崎に会って謝罪をするまではと自分に誓ちかい、この六年、誰だれとも付き合うことなく禁きん欲よく生活を続けてきた。そんな玖珂にとって、藤崎の誘いを断る理由など何ひとつとしてない。何より藤崎と二人きりで過ごす時間はこの上なく至福なものだった。

　互たがいを貪むさぼるように愛しあい、濃のう厚こうな快楽にふける。そうして二人で朝を迎むかえ、休日をベッドの上で戯たわむれながらのんびりと過ごすというのが、玖珂のここのところの生活サイクルになっていた。

　最初の頃こそ藤崎が口にする理由をそのまま鵜う吞のみにしていた玖珂だったが、それが何度か続くうちに少しばかり違い和わ感かんを覚えるようになった。

　食事の後、藤崎はなぜか終電近くになってもなかなか店を出ようとしなかった。早くに店を出ても二軒けん目、三軒目と飲み屋やバーを梯はし子ごする。やがて酔よいが回ったと言うのだが、本人が言うように泥でい酔すいしているわけでもなければ、足あし下もとがふらついているわけでもない。それにもかかわらず、藤崎は何かと理由を付けては玖珂の部屋へとやってきた。

　一いつ瞬しゆん、これは誘われているのだろうかと思いはしたが、藤崎の口からはっきりとした体の関係を誘う言葉があったわけではない。おまけに、最初の行こう為いが『強ごう姦かん』であったため、玖珂の方からそうと誘うのも気が引けた。

　もしかするとという思いと、気のせいだろうという思い。藤崎に誘われるたびに、玖珂はこのふたつの思いに翻ほん弄ろうされた。

　そんな矢先、担当していた強ごう盗とう殺人事件の捜査本部が解散し、事後処理を終えて庁舎に戻もどった玖珂に、藤崎がやはりいつものように声をかけてきた。

「なあ、玖珂。今晩メシ食いに行かないか？」

　人がほとんどいなくなった刑けい事じ部屋で帰り支じ度たくをしていた玖珂は、思わず手を止めてまじまじと藤崎を見下ろした。

　案の定、藤崎が食事に誘ってきた。やはり自分の思い過ごしなどではないような気がする。もしかしなくても、藤崎の意図するところは自分と同じなのではないだろうか。

　聞くべきか、やめておくべきか。悩なやんでいると藤崎が訝いぶかしげに首を傾かしげた。

「何だよ。用事でもあるのか？」

「いや、別に用事というわけじゃ……」

　言いかけ、玖珂は口を閉じる。

　やはりこれは気のせいなどではなさそうだった。藤崎にどんなつもりがあるにせよ、一度きちんと尋たずねてみた方がいいかもしれない。そう思った玖珂は、意を決して口を開いた。

「藤崎。もしも俺が間違っていたら悪いんだが──」

　そう前置きをし、玖珂は言った。

「それはもしかすると誘ってくれてるのか？」

「え？」

「食事だけじゃなくて──その、『そういう意味』でなんだが……」

　率そつ直ちよくに尋ねると、藤崎が一瞬驚おどろいたような顔をした。玖珂をじっと見上げ、だが、藤崎はそのままふいと横を向いた。

「藤崎？」

　顔を覗のぞき込むと、藤崎は目を逸そらして顔を背そむける。それをしつこく追いかけると、顔を赤らめた藤崎がじろりと睨にらみ上げてきた。

「あのさ、おまえって何でそういうとこ鈍どん感かんなわけ？」

「ああ？」

「デリカシーがないって言うか、空気読めないって言うか……」

　そう言ってまたふいと顔を背けた藤崎は、玖珂から目を逸らしたまま小さな声でぽつりと言った。

「気づけよ」

「え？」

　思わず聞き返すと、胸を軽く小こ突づかれた。眼鏡めがね越ごしに睨み上げられたが、その目が何となく照れているように感じたのは決して気のせいではないだろう。

「だから、それくらい気づけって言ってんだよ」

　もう一度そう言った藤崎が、げんなりとした面おも持もちでため息をついた。

「ホント、昔からそういうとこが鈍にぶいんだよな、おまえって。これだけ誘ったら気づくだろ、普ふ通つう」

「わ……悪い。まさかおまえが誘ってくれているなんて思ってなくて」

「おまえなぁ……誘っている以外の何だと思ってたんだよ。それとも何か、メシ食って『ハイ、サヨナラ』の方がよかったのか？」

「いや、そんなことはない」

「だったら気づけ、鈍感」

　慌あわてて否定した玖珂に向かって藤崎が悪戯いたずらっぽく笑う。その小こ悪あく魔まめいた笑えみに、玖珂は一瞬で体が熱くなったような気がした。

　この笑みを何度も見た。時に喘あえぎ声を漏もらしながら、時に嬌きよう声せいを上げながら、玖珂の腕うでに抱だかれて藤崎はこんな笑みを浮うかべる。今の藤崎の笑みは、その時の笑みと同じだった。

「藤崎……」

　ベッドでの藤崎の痴ち態たいがまざまざと脳のう裏りをよぎり、玖珂は慌てて藤崎から顔を背けた。湧わき上がった欲情にあおられ、本能のままに股こ間かんのものが形を変えて勃たち上がろうとする。それを抑おさえるために、玖珂は必死で平常心を装った。

　ここは庁舎の中だ。こんなところで欲情してどうする。そう自分を叱しつ咤たしてみたが、玖珂の意に反して、体は勝手に反応を始めてしまっていた。

「メシ、どこがいい？　いつもの店に行くか？」

　藤崎にそう尋ねられたが、玖珂の心はすでにここにあらずだった。ところかまわず燃え上がり始めた欲情に、理性がどんどん焼き尽つくされていく。

「どうする？　渋谷でいいか？」

　そう言った藤崎を見下ろした玖珂は、机の上に置いていた鞄かばんに手を伸のばした。空いたもう片方の手で藤崎の手を摑つかむ。

「え？　ちょ……玖珂？」

「帰るぞ」

　一言そう言った玖珂は、藤崎を引きずるようにして刑事部屋を出た。

　エレベーターで一階に下り、無言のまま職員専用出入り口へと向かう。その間も玖珂は藤崎の手を放さなかった。

「な……何？　何だよ？　どうしたんだよ？」

　藤崎の声を完全に無視し、玖珂は足を急がせる。

　もう藤崎を振ふり返ることもできなかった。今ここで藤崎の顔を見たら、場所もわきまえず抱き締しめてしまいそうになる。このまま口づけてしまいたくなる。そんな自分の気持ちを必死で抑えながら庁舎を出た玖珂は、通りに停とまっていたタクシーに向かって手を上げた。

　ドアが開くと同時に後部座席に藤崎を押し込める。だが、無理やり車に乗せられた藤崎が抗こう議ぎの声を上げた。

「ちょっと、玖珂っ！　何だよいきなり！」

　不満一いつ杯ぱいの声が耳に届いたが、それをも完全に無視して玖珂は運転手に行き先を告げた。

「中目黒駅方面に行ってくれ」

「おい、中目黒って、おまえメシはどうする──」

「後だ」

「ああっ？」

「そんなのは後だ。全部後だ」

「出してくれ」という玖珂の声を合図に、タクシーは六本木通りに向かって滑すべるように走りだした。
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　薄うす明あかりだけが灯ともる部屋に、甘い喘ぎ声が響ひびき渡わたる。その声を耳にしながら、玖珂はふと唇くちびるをほころばせた。

　淡あわい茂しげみの中心で藤崎のものが屹きつ立りつしている。透とう明めいな露つゆをにじませた鈴すず口ぐちに指を這はわせると、藤崎の腰こしがびくんと跳はねた。

「い……嫌いやだ……玖珂っ……」

　敏びん感かんな部分をゆるゆると刺し激げきされ、藤崎が必死で身を捩よじる。だが、抗議の声は甘く掠かすれ、ただ淫みだらな嬌声に聞こえるだけだった。

「く……玖珂……あ……は……あぁ……」

「藤崎──」

　甘い声を耳にしていた玖珂は、囁ささやくように名を呼びながら藤崎の足の付け根に唇を押しつけた。きつく吸い上げると、そこに赤い痕あとがぽつんと残される。まるで花びらのようにも見えるそれを満足げに見下ろした玖珂は、腹に付かんばかりに勃ち上がった藤崎のものにするりと指を絡からませた。

　竿さおを擦こすりながら亀き頭とうに唇を押しつけ、それを口こう腔こうに招き入れる。竿全体に舌を絡ませると、それが口の中でびくびくと震ふるえた。

「く……玖珂……あっ……嫌だって……あぁっ……」

　嫌だと繰くり返す声を無視し、鈴口をこじ開けるように舐なめ上げる。耳に届く藤崎の嬌声に、玖珂の理性は今にも吹ふき飛びそうだった。

　庁舎からまるで拉ら致ちするように藤崎を中目黒のマンションに連れ帰った。部屋に入るやいなや、藤崎をベッドに押し倒たおし、一いつ切さいの抵てい抗こうを封ふうじて唇を貪むさぼった。

　そこから先は自分でもあまりよく覚えていない。気がついたら全ぜん裸らの藤崎を組み敷しき、その体を貪っていた。

　気づけよ──。

　少しばかり棘とげが籠こもったその呟つぶやきを思い出し、玖珂は自分の気持ちがより昂たかぶるのを感じた。

　少し拗すねたような口調で藤崎はそう言っていた。自分への非難の棘が込められた言葉だったのだろうけれど、玖珂にはその棘さえも甘く感じた。

「ん……ぁ……玖珂……あっ……あぁ……は……」

　鈴口を舌先で突っつきながら唇でカリを締め付けると、藤崎が甘い声を漏らす。あまりにも淫らなその声に、玖珂のものが下着の中で大きく形を変えた。

「藤崎……気持ちいいか？」

　意地悪げに尋たずねると、藤崎が首を横に振って顔を隠かくす。

「藤崎？」

「ば……馬ば鹿か……訊きくなっ……」

　喘ぎ交じりの悪態に口角を上げた玖珂は、そのまま藤崎の大だい腿たい部ぶを抱かかえ上げた。

「く……玖珂っ……」

　薄明かりとはいえ、玖珂の目の前に全すべてをさらけ出すような格好になり、藤崎が慌てて身を捩らせる。だが、それを許さないとばかりに玖珂は藤崎の体を折り曲げた。

「い……嫌だっ……玖珂っ……放せっ……嫌だって……」

　抵抗もむなしく、勃ぼつ起きしたものが、硬かたくなり始めた陰いん囊のうが、そしてひくひくと蠢うごめく秘所が、それら全てが薄明かりの中にさらされる。それを見下ろした玖珂は、目の前の光景にうっとりと目を細めた。

「藤崎……おまえが全部見えてる……」

　そう呟いた玖珂は、糸を引いて露を零こぼす藤崎の亀頭にそっと指を絡ませた。

　鈴口に滑らせた指を、ゆっくりと形をなぞるように下に向かってずらしていく。鈴口からカリへ、裏筋へ、そして陰囊へ。指が会え陰いんに届いた瞬しゆん間かん、藤崎がびくんと喉のどをのけぞらせた。

「あっ……あ……」

「ここも──」

　言いながら会陰の下、すぼまったままの秘所に指を押し当てた玖珂は、そこをするりと撫なで上げた。

「ここも……全部だ」

　ふいに与あたえられた刺激に秘所がきゅっと締まる。

「ば……馬鹿……見るなっ……」

　必死で逃にげようとする藤崎を力で押さえ込んだ玖珂は、迷うことなくそこに舌を這わせた。

「う……わ……あっ……あっ！」

　いきなり降って湧いた強きよう烈れつな快感に藤崎の体が跳ね上がる。だが、どれだけ暴れようとも玖珂は藤崎を解放しなかった。

　しっかりと腰を抱え込み、舌先ですぼまった窪くぼみをこじ開ける。刺激を与えれば与えるほど、秘所は舌の侵しん入にゆうを拒こばむようにきゅっと閉とざされたが、玖珂は執しつ拗ようなほどそこを舌で愛あい撫ぶした。

　秘所から会陰へ、快感で上がり始めた陰囊へ。もう一度会陰に向かって舌を動かすと、秘所がまるで不満を漏もらすかのようにひくひくと蠢いた。同時に、藤崎の唇から甘い喘あえぎ声が漏れ出す。

「はぁ……あ……玖珂……やめ……あ……あぁ……」

　嫌だと口で拒みながら、もっとと言わんばかりに藤崎は腰を揺ゆらした。屹立した自身のものを揺らしながら、藤崎は与えられる快感に溺おぼれている。そんな藤崎をちらりと見上げた玖珂は、わざと音を立てて秘所を舌で愛撫した。

　舌先が秘所をかすめると藤崎が喘ぎ交じりの嬌きよう声せいを上げる。その声が耳に届くたびに、玖珂は腰のあたりに熱が籠もっていくのを感じた。

　既すでに硬く張り詰つめている玖珂のものは、先せん端たんを下着からはみ出させて天を衝ついている。もう我が慢まんも限界だった。藤崎の中に全てをねじ込みたい。あの絡みついてくる温かい襞ひだの感かん触しよくをじっくりと味わいたい──。

　先走りを漏らす自分自身のものを引き出した玖珂は、藤崎の足を抱えたままベッドサイドの棚たなに手を伸ばした。

　引き出しからローションのボトルを取り出し、片手でキャップを開ける。

　藤崎と使うために買っておいたローションは既に半分以下に減っていた。減った分は、藤崎と体を繫つなげたという証しよう拠こだった。

「藤崎……いいか？」

　ボトルを傾かたむけながら尋ねると、藤崎が潤うるんだ目を向けた。

「どうせ嫌だって言ってもやるくせに……」

　吐と息いき交じりの抗こう議ぎに苦く笑しようしつつ、ローションを手のひらに落とす。ねっとりしたものを指で掬すくった玖珂は、それを閉ざされたままの秘所に塗ぬりつけた。

「あ……あぁ……はぁ……」

　ぬるぬるとした指の感触が伝わるのか、秘所を探さぐると藤崎が甘い声を上げる。もう一度ローションを指に絡ませた玖珂は、その指を濡ぬれた窪みにゆっくりと差し込んだ。

「う……あっ……」

　挿そう入にゆうの瞬間、藤崎の体が強こわばったが、それも一瞬のことだった。中を探るように指を動かすと、藤崎の足がびくびくと突つっ張ぱるように震えだす。一いつ旦たん抜ぬいた指にもう一本指を添そえた玖珂は、それを少し広がり始めた秘所に差し込んだ。

「うあっ……あっ……」

　藤崎の嬌声と同時に、指が淫らな音を立てて奥へと入っていく。軽く抜き差しをした玖珂は、やや浅いところでそれを腹に向かって折り曲げた。そこをゆっくりと撫でながら、中を押し上げるように指を引く。とたん、藤崎の体がくっと反り返った。

「あっ……あっ……ああっ！」

　肉にく壁へき越ごしに前ぜん立りつ腺せんを押し上げられ、藤崎が甲かん高だかい声を上げる。断続的に甘い声を上げる藤崎を見下ろしながら、玖珂は中を擦るように指を往復させた。

「や……やめ……玖珂っ……あっ……ああっ！」

　ゆっくりと指を押し込め、肉壁を押し上げながらそれを一気に引き抜く。藤崎の体が快感で跳はね上がると、玖珂はまた指を中に挿入させた。

　指での刺激で藤崎の中がじわりじわりと蕩とろけ始める。柔やわらかくなった肉壁を抉えぐるように指を動かしていた玖珂は、ふいにそれを引き出すと、藤崎の足を大きく左右に開いた。

「藤崎……中に入れてもいいか？」

「え……」

　硬く反り返ったものを秘所にあてがわれ、藤崎が不安げな目を向ける。その目を見つめながら、玖珂はゆっくりと体を進めた。

「いっ……」

　亀頭が秘所を割った瞬間、藤崎が顔をしかめて声を上げた。

　こういう関係になって何度も体を繫げたが、どうやら玖珂を受け入れる瞬間だけはなかなか慣れないらしい。半ば強ごう引いんに挿入を果たすと、藤崎が小さく悲鳴を上げた。

「う……あっ……ああっ！」

　痛みが強いのか、藤崎の体が強ばる。だが、玖珂はかまわずそのまま体を押し進めた。

「あ……ぅ……う……く……」

　喘ぎともうめきともつかない声を上げ、藤崎が腕うでにすがり付いてくる。じっとりと汗あせばむ藤崎の背を抱だきながら奥まで挿入を果たすと、竿さお全体に肉襞が絡からみつくような感触が伝わった。

　温かくぬめりのあるものが亀き頭とうや竿を締しめ付けてくる。ひくひくと蠢く肉の感触に、玖珂はくっと眉まゆ根ねを寄せた。

　たまらない快感だった。それが腰こしから背へと一気に駆かけ抜けていく。

「藤崎……動くぞ……」

　根元まで突き入れたそれを引き出すと、藤崎が体を跳ね上げた。

「うあっ……ああっ！」

　声に呼応するように中が蠢き、中に入った玖珂のものをぎゅっと締め付ける。ぎりぎりまで引き出したカリをきつく締め上げられ、玖珂は慌あわてて腰を突き上げた。

「ああっ……うあっ……あっ！」

　いきなり奥を抉られた藤崎が、喉をのけぞらせて体を痙けい攣れんさせる。いったいどれほどの快感があるのだろうか、快感に震ふるえる藤崎の眦まなじりからは涙なみだが溢あふれ出していた。

「嫌いやだ……玖珂っ……も……やめ……」

「藤崎……そんなに締めるな……イきそうになるだろう……」

　だが、そんな玖珂の声など藤崎には届いていないらしい。玖珂の腕にすがり付いた藤崎は、断続的に声を上げながら体を痙攣させた。

「は……あっ……あぁっ……玖珂……あぁ……」

　うめきは嬌声になり、喘ぎ声に変わる。やがて鼻にかかったような甘い声を漏らしはじめた藤崎が、より深い快感を追うように玖珂の腰に足を絡めてきた。

「藤崎……？」

「玖珂……そこ……もっと……」

　玖珂の背を抱き、足を腰に絡め、藤崎は自分だけの快感を追っていた。

　薄うすく開かれた唇くちびると、そこから見える赤い舌。漏れ出る甘い喘ぎ声。秘所は深々と玖珂を根元まで受け入れ、淫みだらにそして貪どん欲よくに蠢うごめいている。

　そんな藤崎の痴ち態たいを見下ろしていた玖珂は、体の中でくすぶっていたものが一気に燃え上がるような気がした。

「ふ……藤崎……」

　欲しいと思った。藤崎の全すべてが欲しい。汗に濡れた体も、喘ぎ声を漏らす唇も、玖珂のものを締め付けるそこも、藤崎の何もかもを自分だけのものにしてしまいたい──。

　そう思った瞬間、玖珂の理性は吹ふき飛んだ。

　藤崎の足を抱かかえ上げた玖珂は、激しく腰を叩たたきつけた。硬かたく反り返ったものを根元まで押し込み、また引き出す。過ぎた快感から逃にげようとした藤崎を押さえ込んだ玖珂は、前立腺を抉るように蠢かせた腰を、奥まで一気に突き上げた。

「ひあっ……ああっ！」

　奥の肉壁を突き上げるたびに藤崎が眦から涙をこぼして嬌声を上げる。いつの間にか達してしまったのだろう、藤崎の勃ぼつ起きしたものの先端からは、精液が失禁のようにだらだらと溢れ出していた。

　脇わき腹ばらからシーツへと流れ落ちるそれを眺ながめながら、玖珂は藤崎の全てを貪むさぼり続けた。

　やがて獣けものの咆ほう哮こうのような声が耳に届く。それが自分の声だと気づくことなく、玖珂は藤崎の中に劣れつ情じようを迸ほとばしらせた。




　　　　＊＊＊




　いったいどれくらいの時間が過ぎたのだろうか。しんと静まり返った部屋に荒あらい息いき遣づかいだけが聞こえる。汗でしとどに濡れた体を起こした玖珂は、ベッドにぐったりと横たわる藤崎を見下ろした。

「藤崎──大だい丈じよう夫ぶか？」

　声をかけると、藤崎がうんざりしたような目を向けた。同時に大きなため息をつく。

「大丈夫なわけないだろ……」

　ぽつりとそう言った藤崎は、ごろりと寝ね返がえりを打つと、そのまま枕まくらに顔を伏ふせた。

「藤崎？」

「おまえさ……少しは俺の体のことも考えろよ。毎回毎回無む茶ちやしやがって……」

　不満げにそう言った藤崎が、げんなりとした面おも持もちで玖珂を見上げる。

「風ふ呂ろにも入ってないのにいきなりこれだもんな……ったく、ヤりたい盛ざかりのガキかよ……」

「わ……悪い……」

「おまえどれだけ飢うえてんだよ」

　ため息交じりのその言葉に、玖珂は思わず黙だまり込んだ。

　飢えていないわけがなかった。ずっと藤崎が欲しかった。藤崎だけを思い続けた六年。ようやくその思いが叶かなったのだ。できることなら片時も離はなれていたくないというのが玖珂の本音だった。たとえ藤崎に鬱うつ陶とうしいと言われようとも。けれど──。

「嫌だったのか？」

「え？」

「本気で嫌だったのか？」

　そう言った玖珂を藤崎が驚おどろいたような顔で見上げる。

「おまえ、何言って──」

「おまえが嫌がることはしたくないんだ。嫌なら嫌と言ってくれればいい。二度と無む理り強じいなんてしないから」

　それは玖珂の本当の気持ちだった。藤崎が嫌がることはしないと自分に誓ちかった。再会することによって自分の気持ちは抑おさえきれないほど昂たかぶり、藤崎を求めたが、もしもそれを藤崎が望まないのであれば何もしないでおこうと、本気で思っていた。

　やがて、黙って玖珂を見上げていた藤崎が、くすっと小さく笑い声を上げた。

「藤崎？」

「本当に鈍にぶいよな……おまえって」

　くすくすと笑った藤崎の手が背に回される。そのまま強く抱だき寄せられ、玖珂は藤崎に覆おおい被かぶさるように倒たおれ込んだ。

「ふ……藤崎？」

　目の前に藤崎の顔がある。何度も口づけたはずの唇が触ふれるか触れないかのところにあるだけで鼓こ動どうが高鳴り、体が熱くなった。

　目のやりどころに困っていると、藤崎の手が頰ほおに向かって伸のばされた。細く長い指が頰を撫なで、そしてゆっくりと唇をなぞっていく。

「嫌なわけないだろ」

　ぽつりと言った藤崎がふと口角を上げた。

　それは淫みだらな笑えみだった。玖珂が惚ほれて止やまない、棘とげと毒を持つ、甘く淫らな笑み──。

「本当に嫌だったら誘さそわないし、ここにも来ない。何度も言わせるな、鈍どん感かん」

　畳たたみかけるように言った藤崎がまた笑みを浮うかべる。

　笑みの形のまま唇が何かを呟つぶやき、そして、玖珂の唇を塞ふさいだ。

　その言葉が何であったのか玖珂にはわからない。だがそれが何であってもかまわないと思った。

　ようやく側に行くことができた。ようやくこの手に抱くことができた。許されない行こう為いからの六年は、後こう悔かいしかなかった六年だった。二度と触れることができないだろうと思っていた体を今こうして抱いている。唇を合わせ、体をひとつに繫つないでいる。

「藤崎──」

　名を呼ぶと、藤崎がゆっくりと目を開いた。笑みを浮かべたままの唇に、玖珂はもう一度唇を重ねる。

　それは深い口づけだった。体を、心を、脳を痺しびれさせるような深い口づけだった。

　どこまでも深く官能的な口づけを交かわしながら、玖珂は藤崎という甘い棘にゆっくりと抱き込まれていった。







　あとがき




　こんにちは。はじめまして。井いの上うえハルヲと申します。

　この度たびは『初はつ恋こいの棘とげは甘く』を手に取ってくださいましてありがとうございました。

　今回、初めてルビー文庫さんで書かせていただいたのですが、昔から一読者として読んでいたルビー文庫というレーベルに自分の名前が並ぶというのは何とも不思議な感覚です。

　依い頼らいを頂ちよう戴だいした時に「マジか？」となったんですが、どうやらマジだったようです。




　この『初恋の棘は甘く』は、随ずい分ぶん前に書いていたものがベースになっていますが、全くの別物になっています。当初の設定もほとんど残っていません。残っているのは藤ふじ崎さきが眼鏡めがねキャラだということと、玖く珂がが無愛想な大男という設定くらいでしょうか。

　基本的に自分がワンコ攻ぜめと意地っ張りな受けが好きでして、この話の二人もまさにそんな感じです。攻めの玖珂は図ずう体たいがでかくて強こわ面もての割にややヘタレでワンコです。そのくせ無む茶ちやをする馬ば鹿かな男です。無茶をして嫌きらわれて落ち込んで、それでも（一方的に）藤崎を思い続ける純愛野や郎ろうでもあります。無茶ばかりされる藤崎にしてみれば、迷めい惑わくきわまりない話ですが。

　これはすれ違ちがった二人ができあがるまでの物語ですが、楽しんでいただければ嬉うれしいです。




　今回この話を書き上げるのに担当さんに迷惑をかけまくりまして、自分は編集部がある東京に向かってジャンピング土下座をしないといけません。エロとラブの区別がついていない上に、胸がキュンとなるキュンキュンセンサーが完全にぶっ壊こわれているというＢＬ作家にあるまじき自分ですが、根気よくＢＬ的ラブ要素の入れ加減を指導してくれた担当さんには本当に頭が下がる思いです。




　そして、イラストを担当してくださいました北きた沢ざわきょう先生に感謝を。

　玖珂と藤崎がものすごく色っぽくて艶つやっぽくて、このままじゃもったいないと、本文のエッチなシーンを改かい稿こうと著者校正でがっつりと書き直し・書き足しをしました。

　二人をこんなにイイ男に描かいてくださいましたことを、心から感謝いたします。ありがとうございました。




　最後にもう一度この本を読んでくださいました皆みな様さまに感謝を。

　また何か別の作品をお届けできる日が来ることを願っています。


二〇一五年十月吉きち日じつ　井上ハルヲ
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